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二
三
頁
井
伏
鱒
二
「
一
路
平
安
」〈
今
日
の
問
題
社
版
〉・〈
有
光
名
作
選
集
版
〉
本
文
推
移
一
覧
前
田
貞
昭
は
じ
め
に
井
伏
鱒
二
｢ 一
路
平
安
｣ の
初
出
は
、
南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社
（
満
鉄
）
の
資
本
傘
下
に
あ
っ
た
日
本
語
新
聞
『
満
洲
日
日
新
聞
』
朝
刊
で
あ
る
。
連
載
回
数
は
合
計
一
五
九
回
（
途
中
四
回
の
休
載
を
挟
む
）
、
一
九
三
九
〔
昭
和
十
四
〕
年
一
月
一
日
か
ら
六
月
十
三
日
ま
で
お
よ
そ
半
年
間
に
及
ぶ
連
載
で
あ
っ
た
。
連
載
完
結
か
ら
一
年
有
余
後
の
一
九
四
〇
〔
昭
和
十
五
〕
年
九
月
五
日
に
、
今
日
の
問
題
社
か
ら
連
載
時
と
同
じ
『
一
路
平
安
』
の
標
題
で
単
行
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
、
翌
一
九
四
一
〔
昭
和
十
六
〕
年
に
は
同
じ
版
元
か
ら
〈
普
及
版
〉
が
出
版
さ
れ
る
。
さ
ら
に
そ
の
翌
年
の
一
九
四
二
〔
昭
和
十
七
〕
年
に
は
〈
有
光
名
作
選
集
〉
の
一
冊
と
し
て
上
梓
さ
れ
る
。こ
の
よ
う
に
新
聞
連
載
の
翌
年
か
ら
毎
年
体
裁
を
換
え
て
『
一
路
平
安
』
は
出
版
さ
れ
て
い
た
の
だ
が
、
生
前
の
井
伏
は
〈
有
光
名
作
選
集
〉
を
最
後
と
し
て
「
一
路
平
安
」
と
い
う
作
品
に
日
の
目
を
見
る
こ
と
を
許
さ
ず
、
作
品
集
・
個
人
全
集
・
文
学
全
集
に
も
再
録
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
初
刊
『
一
路
平
安
』
の
書
誌
的
事
項
を
次
に
掲
げ
て
お
く
。
『
一
路
平
安
』
〔
〈
今
日
の
問
題
社
版
〉
あ
る
い
は
『
今
日
』
と
略
記
〕
今
日
の
問
題
社
（
東
京
市
芝
区
田
村
町
四
丁
目
十
八
番
地
）
、
一
九
四
〇
〔
昭
和
十
五
〕
年
九
月
二
日
印
刷
、
一
九
四
〇
〔
昭
和
十
五
〕
年
九
月
五
日
発
行
、
定
価
二
円
五
十
銭
（
外
地
定
価
二
円
七
十
五
銭
）
、
発
行
者
・
伊
藤
隆
文
（
東
京
市
芝
区
田
村
町
四
丁
目
十
八
番
地
）
、
印
刷
所
・
青
野
印
刷
所
（
東
京
市
芝
区
田
村
町
四
丁
目
二
番
地
）
、
印
刷
人
・
記
名
無
し
、
四
六
判
、
紙
装
、
上
製
、
丸
背
、
函
附
き
〔
未
確
認
〕
、
装
丁
及
び
挿
画
・
吉
田
貫
三
郎
、
本
文
九
ポ
イ
ン
ト
、
四
十
六
字
×
十
七
行
、
ル
ビ
な
し
、
全
三
七
九
頁
。
こ
の
〈
今
日
の
問
題
社
版
〉
に
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
一
九
四
一
〔
昭
和
十
六
〕
年
五
月
五
日
印
刷
、
一
九
四
一
〔
昭
和
十
六
〕
年
五
月
八
日
発
行
、
定
価
一
円
八
十
銭
（
外
地
定
価
一
円
九
十
八
銭
）
の
普
及
版
が
あ
る
。
普
及
版
の
函
の
有
無
は
確
認
し
て
い
な
い
二
四
頁
が
、
本
体
の
装
丁
・
挿
画
は
元
版
と
相
違
は
な
く
、
前
附
・
本
文
も
元
版
の
紙
型
を
使
用
し
て
い
る
と
お
ぼ
し
い
（
注
１
）。
奥
附
の
標
題
下
に
「
（
普
及
版
）
」
と
あ
る
こ
と
で
〈
元
版
〉
と
は
見
分
け
ら
れ
る
。
巻
末
広
告
も
〈
元
版
〉
で
は
奥
附
裏
か
ら
三
頁
に
亘
っ
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
〈
普
及
版
〉
で
は
奥
附
裏
の
一
頁
に
留
ま
っ
て
い
る
。
〈
普
及
版
〉
の
翌
年
に
出
た
『
一
路
平
安
』
〈
有
光
名
作
選
集
〉
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
『
一
路
平
安
』
〈
有
光
名
作
選
集
十
四
〉
〔
〈
有
光
名
作
選
集
版
〉
あ
る
い
は
『
有
光
』
と
略
記
〕
有
光
社
（
東
京
市
麹
町
区
丸
の
内
三
ノ
八
）
、
一
九
四
二
〔
昭
和
十
七
〕
年
二
月
十
日
印
刷
、
一
九
四
二
〔
昭
和
十
七
〕
年
二
月
十
五
日
発
行
、
定
価
一
円
三
十
銭
、
発
行
者
・
村
田
利
吉
（
東
京
市
麹
町
区
丸
の
内
三
ノ
八
）
、
印
刷
者
・
合
資
会
社
同
興
舎
（
東
京
市
神
田
区
神
保
町
一
ノ
三
三
）
、
印
刷
人
・
井
波
豊
、
配
給
元
・
日
本
出
版
配
給
株
式
会
社
、
Ｂ
６
判
、
紙
装
、
並
製
、
角
背
、
装
丁
・
吉
田
貫
三
郎
、
本
文
九
ポ
イ
ン
ト
、
四
十
三
字
×
十
五
行
、
ル
ビ
な
し
、
全
三
二
三
頁
。
初
出
『
満
洲
日
日
新
聞
』
連
載
本
文
と
『
一
路
平
安
』
（
今
日
の
問
題
社
・
元
版
）
所
載
本
文
と
の
「
主
な
異
同
」
に
つ
い
て
は
、
既
に
『
井
伏
鱒
二
全
集
』
第
八
巻
（
筑
摩
書
房
、
一
九
九
七
年
四
月
二
十
日
）
「
解
題
」
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
の
は
、
〈
今
日
の
問
題
社
版
〉
と
〈
有
光
名
作
選
集
版
〉
と
の
本
文
異
同
で
あ
る
。
何
点
か
の
井
伏
作
品
に
お
い
て
は
、
初
刊
本
の
段
階
で
、
新
聞
・
雑
誌
発
表
時
の
ノ
イ
ズ
が
取
り
除
か
れ
る
と
同
時
に
、
表
現
・
表
記
が
洗
練
・
整
備
さ
れ
て
、
一
応
の
完
成
に
至
る
よ
う
に
見
え
る
。
『
井
伏
鱒
二
全
集
』
第
八
巻
「
解
題
」
が
示
す
よ
う
に
、
「
一
路
平
安
」
も
初
刊
〈
今
日
の
問
題
社
版
〉
の
段
階
で
、
連
載
複
数
回
に
及
ぶ
削
除
が
な
さ
れ
、
ま
た
、
内
容
substantivesに
関
わ
る
文
・
字
句
単
位
の
手
入
れ
や
、
人
名
・
地
名
な
ど
の
整
序
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
同
時
に
用
語
・
用
字
な
ど
の
表
記
accidentals
の
整
斉
も
行
な
わ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
、
と
期
待
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
〈
今
日
の
問
題
社
版
〉
は
、
そ
の
よ
う
な
本
文
を
提
供
し
て
い
な
い
よ
う
な
の
で
あ
る
。
一
々
の
本
文
推
移
を
全
体
と
の
関
連
に
お
い
て
考
察
す
る
余
裕
が
な
い
。
本
稿
で
は
、
本
文
の
推
移
を
一
覧
の
か
た
ち
で
報
告
す
る
。
各
章
の
見
出
し
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。
〈
今
日
の
問
題
社
版
〉
は
全
十
八
章
の
構
成
で
、
各
章
に
半
扉
（
改
丁
。
中
扉
と
違
っ
て
裏
面
か
ら
本
文
を
始
め
る
）
を
置
き
、
そ
こ
に
吉
田
貫
三
郎
の
挿
画
を
入
れ
て
い
る
。
〈
有
光
名
作
選
集
版
〉
は
各
章
に
固
有
の
名
称
を
附
さ
ず
「
第
一
齣
」
に
始
ま
り
「
第
十
五
齣
」
で
終
わ
る
「
齣
」
と
い
う
名
称
で
分
割
す
る
。
齣
を
改
め
て
も
改
丁
・
改
頁
は
せ
ず
、
本
文
中
に
四
行
取
り
し
て
そ
の
中
央
に
十
二
ポ
イ
ン
ト
活
字
で
「
第
一
齣
」
以
下
の
章
見
出
し
を
配
し
て
い
る
。
『
満
洲
日
日
新
聞
』
・
〈
今
日
の
問
題
社
版
〉
・
〈
有
光
名
作
選
集
版
〉
以
上
、
三
つ
の
本
文
が
章
節
単
位
で
は
、
ど
の
よ
う
な
対
応
関
係
に
あ
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
削
除
箇
所
を
中
心
に
ま
と
め
た
「
表
一
連
載
複
数
回
に
及
ぶ
異
同
一
覧
」
を
次
頁
に
掲
げ
る
。
注
１
、
例
え
ば
元
版
・
普
及
版
と
も
に
「
」
と
あ
る
べ
き
ノ
ン
ブ
ル
が
「
」
と
一
の
位
と
十
の
位
が
逆
21
12
順
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ノ
ン
ブ
ル
「
」
の
下
二
桁
の
「
」
が
、
両
者
と
も
に
少
し
右
に
傾
い
347
47
た
ま
ま
だ
。
一
三
三
頁
十
三
行
目
の
行
頭
「
き
」
の
、
四
分
の
三
ほ
ど
が
消
え
て
い
る
。
一
五
三
頁
三
行
目
冒
頭
の
二
重
鉤
括
弧
が
「
『」
と
横
転
し
て
い
る
。
三
二
八
頁
八
行
目
の
二
重
鉤
括
弧
受
け
が
「
『
」
と
誤
植
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
同
じ
紙
型
を
利
用
し
た
現
象
だ
と
推
定
さ
れ
る
。
二
五
頁
表一　連載複数回に及ぶ異同一覧
満洲日日新聞 今日の問題社版 有光名作選集版
１回～９回　間吟塾１～９
　　１回　間吟塾１（３段目途中迄） 　　閑吟塾　序章〔４字下げ〕 　　　８ポ、４字下げ
　　１回　間吟塾１（３段目途中～末尾）
　　２回～９回間吟塾２～９
10回～18回　オロシヤ船１～９ 　　　オロシヤ船 ２齣
19回～25回　文錦堂さん１～７ 　　　文錦堂さん ３齣
26回～30回　深夜のこと１～５ 　　　深夜のこと ４齣
31回～41回　伝写の夜１～10
　　31回～35回　伝写の夜１～５ ５齣
　　36回　伝写の夜６ 　―
　　37回　伝写の夜７（３段目途中迄） 　　　転写の夜 　―
　　38回　伝写の夜８（３段目途中～末尾）
　　39回～41回　伝写の夜９～11
42回～51回　移風易俗の章１～11
　　42回～47回　移風易俗の章１～７
　　48回　移風易俗の章８（前半）
　　48回　移風易俗の章８（後半） 　―
　　49回～５１回　移風易俗の章９～11 　―
52回～65回　献策１～14 　　　献策 ７齣
66回～73回　早打の注進１～８ 　　　早打の注進 ８齣
74回～82回　唐畳のお座敷１～９ 　　　陶畳のお座敷 　―
83回～89回　叢書長屋１～７ 　　　草書長屋 ９齣
90回～99回　ヤヱ（エ）ノ１～10 　　　ヤヱ（エ）ノ 　―
100回～107回　似顔絵１～８
　　100回～104回　似顔絵１～５ 　　　似顔絵 　―
　　105回～107回　似顔絵６～８ 　　　― 　―
108回～115回　オロシヤ船探訪１～８ 　　　― 　―
116回～125回　鴃舌問答１～10 　　　鴃舌問答 10齣
126回～134回　仙台漂民１～９ 　　　仙台漂民 11齣
135回～143回　災厄１～９ 　　　災厄 12齣
144回～148回　離合１～５ 　　　離合 13齣
149回～155回　十五夜1～７ 　　　十五夜 14齣
156回～159回　学而篇第一１～４ 　　　学而篇第一 15齣
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　―は削除を示す。
　　　移風易俗の章
　　　閑吟塾〔本文〕 １齣
５齣
６齣
二
六
頁
凡
例
一
、
〈
今
日
の
問
題
社
版
〉
と
〈
有
光
名
作
選
集
版
〉
と
の
間
で
異
同
が
認
め
ら
れ
る
本
文
（
誤
植
の
継
承
と
思
わ
れ
る
も
の
も
含
む
）
を
、
そ
の
出
現
順
に
掲
げ
た
。
そ
の
際
、
〈
今
日
の
問
題
社
版
〉
の
各
齣
を
【
】
に
括
っ
て
見
出
し
と
し
、
異
同
の
所
在
箇
所
を
示
す
便
宜
と
し
た
。
【
】
の
下
に
〈
今
日
の
問
題
社
版
〉
掲
載
頁
及
び
掲
載
総
頁
数
を
添
え
た
。
『
満
洲
日
日
新
聞
』
も
参
照
し
、
該
当
部
分
に
お
い
て
、
〈
今
日
の
問
題
社
版
〉
と
『
満
洲
日
日
新
聞
』
と
の
間
で
全
く
異
同
が
な
い
場
合
は
△
で
示
し
、
該
当
回
・
段
を
附
し
た
。
但
し
、
ル
ビ
（
『
満
洲
日
日
新
聞
』
は
パ
ラ
ル
ビ
だ
が
、
多
用
す
る
）
・
送
り
仮
名
・
用
字
に
つ
い
て
『
満
洲
日
日
新
聞
』
本
文
が
参
考
と
な
り
得
る
箇
所
は
△
に
続
い
て
『
満
洲
日
日
新
聞
』
本
文
を
引
用
し
た
。
次
の
よ
う
な
体
裁
で
あ
る
。
〈
今
日
の
問
題
社
版
〉
本
文
（
該
当
頁
・
行
）
△
『
満
洲
日
日
新
聞
』
〔
場
合
に
よ
っ
て
は
『
満
洲
日
日
新
聞
』
本
文
を
掲
げ
る
〕
（
該
当
回
・
段
）
→
〈
有
光
名
作
選
集
版
〉
本
文
（
該
当
頁
・
行
）
〈
今
日
の
問
題
社
版
〉
と
『
満
洲
日
日
新
聞
』
と
の
間
で
異
同
が
あ
る
場
合
は
▲
に
続
い
て
『
満
洲
日
日
新
聞
』
本
文
を
引
用
し
、
該
当
回
・
段
を
附
し
た
。
次
の
よ
う
な
体
裁
で
あ
る
。
〈
今
日
の
問
題
社
版
〉
本
文
（
該
当
頁
・
行
）
▲
『
満
洲
日
日
新
聞
』
本
文
（
該
当
回
・
段
）
→
〈
有
光
名
作
選
集
版
〉
本
文
（
該
当
頁
・
行
）
但
し
、
扉
・
章
見
出
し
に
関
わ
る
『
満
洲
日
日
新
聞
』
と
の
異
同
は
省
い
た
。
『
満
洲
日
日
新
聞
』
本
文
を
引
用
す
る
際
、
ル
ビ
は
原
則
と
し
て
省
略
し
た
が
、
他
の
本
文
と
の
異
同
に
関
わ
る
可
能
性
の
あ
る
箇
所
は
残
し
た
。
紙
幅
の
関
係
で
『
満
洲
日
日
新
聞
』
は
『
満
日
』
と
記
し
、
既
に
断
わ
っ
た
よ
う
に
〈
今
日
の
問
題
社
版
〉
は
『
今
日
』
、
〈
有
光
名
作
選
集
版
〉
は
『
有
光
』
と
略
記
し
た
。『
満
洲
日
日
新
聞
』
第
二
十
二
回
は
原
紙
を
見
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
異
同
は
掲
出
し
て
い
な
い
。
い
ず
れ
の
場
合
も
、
章
名
な
ど
の
見
出
し
は
行
数
に
数
え
、
行
空
き
は
行
数
に
は
含
め
な
か
っ
た
。
な
お
、
扉
な
ど
で
行
数
を
数
え
な
か
っ
た
と
こ
ろ
は
、
行
を
示
さ
ず
に
（
３
頁
）
な
ど
と
「
頁
」
の
文
字
を
附
し
た
。
二
、
必
ず
し
も
厳
密
な
も
の
で
は
な
い
が
、
推
移
の
内
容
を
便
宜
的
に
分
類
し
、
当
該
箇
所
引
用
の
最
初
に
次
の
よ
う
な
符
号
を
置
い
た
。
○
左
記
以
外
◎
語
順
の
入
れ
換
え
〔
入
れ
換
え
に
伴
う
微
細
な
字
句
の
異
同
も
含
む
〕
×
誤
植
の
訂
正
・
継
承
・
発
生
ａ
仮
名
遣
い
の
異
同
〔
ｂ
を
除
く
〕
ｂ
仮
名
の
清
濁
の
異
同
ｃ
送
り
仮
名
の
異
同
ｄ
漢
字
と
仮
名
と
の
置
換
〔
ｆ
を
除
く
〕
ｅ
漢
字
表
記
の
異
同
〔
ｆ
を
除
く
〕
ｆ
地
名
・
人
名
・
職
名
・
船
名
な
ど
の
異
同
ｇ
句
読
点
の
異
同
ｈ
行
空
き
・
改
行
・
追
い
込
み
の
異
同
三
、
〔
ｅ
漢
字
表
記
の
異
同
〕
に
関
し
て
は
、
字
形
の
デ
ザ
イ
ン
差
と
考
え
ら
れ
る
、
「
呑
／
吞
」
「
／
叱
」
は
取
り
上
げ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
異
体
字
関
係
に
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
文
で
は
同
一
の
字
体
を
一
貫
し
て
使
用
し
て
い
る
「
／
並
」
「
卽
／
二
七
頁
即
」
「
衞
／
衛
」
の
よ
う
な
も
の
は
取
り
上
げ
な
か
っ
た
。
但
し
、
一
つ
の
本
文
で
複
数
の
字
体
を
併
用
し
て
い
る
場
合
は
掲
載
し
た
。
例
え
ば
〈
今
日
の
問
題
社
版
〉
で
は
全
て
「
欝
」
と
使
っ
て
い
る
が
、
〈
有
光
名
作
選
集
版
〉
で
は
〈
今
日
の
問
題
社
版
〉
の
「
欝
」
に
対
し
て
、
「
欝
」
と
す
る
箇
所
と
「
鬱
」
を
使
う
箇
所
と
が
あ
る
。
こ
れ
を
一
つ
の
本
文
で
複
数
の
字
体
を
併
用
し
て
い
る
と
見
た
。
四
、
推
移
が
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
、
〈
今
日
の
問
題
社
版
〉
本
文
と
〈
有
光
名
作
選
集
版
〉
本
文
と
に
つ
い
て
は
、
両
者
の
間
で
異
同
の
生
じ
て
い
る
箇
所
や
注
意
し
た
い
箇
所
に
傍
線
を
施
し
、
あ
る
い
は
〔
＜〕
印
を
入
れ
た
。
但
し
、
〔
◎
語
順
の
入
れ
換
え
〕
に
関
し
て
は
傍
線
や
〔
＜〕
印
は
入
れ
な
か
っ
た
。
五
、
／
は
改
行
を
示
し
、
□
は
一
字
分
の
空
白
を
示
す
。
■
は
該
当
箇
所
の
一
字
分
が
判
読
で
き
な
い
こ
と
を
示
す
。
前
田
の
注
記
等
は
〔
〕
で
括
っ
た
。
な
お
、
〔
〕
内
で
本
文
を
引
用
す
る
際
は
〝
〟
で
括
っ
た
。
六
、
本
文
の
引
用
に
際
し
て
、
漢
字
は
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
に
改
め
た
が
、
特
に
注
意
を
惹
く
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
、
原
文
の
字
体
・
字
形
を
そ
の
ま
ま
生
か
し
た
。
七
、
組
版
原
則
が
異
な
る
結
果
生
じ
た
、
次
の
よ
う
な
異
同
は
、
こ
こ
に
取
り
上
げ
な
か
っ
た
。・
〈
今
日
の
問
題
社
版
〉
は
会
話
な
ど
の
引
用
に
二
重
鉤
括
弧
『
』
を
用
い
、
『
満
洲
日
日
新
聞
』
〈
有
光
名
作
選
集
版
〉
は
一
重
鉤
括
弧
「
」
を
用
い
て
い
る
。
ま
た
、
段
落
の
初
め
に
く
る
改
行
の
行
頭
の
起
こ
し
の
鉤
括
弧
を
、
〈
今
日
の
問
題
社
版
〉
は
見
た
目
二
分
下
が
り
で
組
み
、
〈
有
光
名
作
選
集
版
〉
は
見
た
目
全
角
二
分
下
が
り
に
組
む
。
こ
れ
ら
の
行
頭
の
鉤
括
弧
類
の
異
同
。
・
平
仮
名
の
繰
り
返
し
符
号
〔
ゝ
〕
〔
ゞ
〕
の
使
用
に
関
す
る
異
同
。
・
〔
！
〕
〔
？
〕
直
後
の
処
理
の
異
同
。
現
在
の
組
版
ル
ー
ル
で
は
〔
！
〕
〔
？
〕
の
後
は
一
枡
空
き
と
し
、
句
読
点
と
重
ね
て
使
用
し
な
い
の
だ
が
、
『
満
洲
日
日
新
聞
』
で
は
、
そ
れ
に
反
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
〈
今
日
の
問
題
社
版
〉
〈
有
光
名
作
選
集
版
〉
は
そ
れ
ら
の
箇
所
を
修
正
す
る
。
八
、
行
末
の
読
点
を
略
し
た
と
も
解
し
得
る
と
こ
ろ
、
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
処
理
に
関
わ
っ
て
参
考
と
な
り
得
る
と
こ
ろ
に
は
、
〔
｜
〕
を
附
し
た
。
【
〔
見
出
し
の
文
言
な
し
〕
】
３
頁
～
４
頁
合
計
２
頁
○
閑
吟
塾
〔
半
扉
吉
田
貫
三
郎
画
〕
（
３
頁
）
→
〔
な
し
〕
〔
『
今
日
』
の
目
次
・
章
見
出
し
で
は
〝
閑
吟
塾
〟
と
表
記
さ
れ
る
が
、
『
今
日
』
の
作
品
本
文
で
は
、
誤
植
と
し
て
掲
出
し
た
５
箇
所
を
除
い
て
〝
間
吟
塾
〟
と
す
る
。
〕
○
序
章
（
４
・
１
）
▲
間
吟
塾
（
１
・
１
）
→
〔
な
し
〕
（
３
・
１
直
前
。
３
頁
１
行
目
か
ら
４
頁
末
尾
ま
で
本
文
は
８
ポ
イ
ン
ト
で
小
さ
く
組
む
）
○
法
令
で
あ
る
。
（
４
・
３
）
△
（
１
・
１
）
→
厳
し
い
お
達
し
で
あ
る
。
（
３
・
１
～
２
）
○
＜法
令
で
あ
る
。
（
４
・
５
）
△
（
１
・
１
）
→
幾
ら
か
緩
和
さ
れ
た
趣
き
の
法
令
で
あ
る
。
（
３
・
３
）
○
＜長
崎
に
だ
け
立
ち
寄
る
＜も
の
と
定
ま
つ
て
ゐ
た
。
（
４
・
６
～
７
）
△
（
１
・
１
）
→
必
ず
長
崎
に
だ
け
立
ち
寄
る
べ
き
筋
合
ひ
の
も
の
と
定
ま
つ
て
ゐ
た
。
（
３
・
４
～
５
）
○
そ
し
て
＜異
国
船
が
（
４
・
７
）
△
そ
し
て
｜
異
国
船
が
（
１
・
１
）
→
そ
し
て
万
一
に
も
異
国
船
が
（
３
・
５
）
○
一
も
二
も
な
く
退
去
さ
せ
よ
う
（
４
・
７
～
８
）
△
（
１
・
１
）
→
一
も
二
も
な
く
引
き
と
つ
て
行
つ
て
も
ら
は
う
（
３
・
５
～
６
）
◎
そ
れ
は
幕
府
の
全
能
を
動
員
し
て
も
法
令
を
厳
し
く
改
め
て
も
、
＜ど
う
す
る
こ
と
も
（
４
・
～
）
△
（
１
・
１
）
→
＜幕
府
の
全
能
を
動
員
し
て
も
法
令
を
厳
し
く
10
11
二
八
頁
改
め
て
も
、
そ
れ
は
ど
う
す
る
こ
と
も
（
３
・
８
）
ｄ
到
頭
（
５
・
１
）
△
（
１
・
１
）
→
と
う
と
う
（
３
・
）11
○
文
化
元
年
甲
子
九
月
四
日
（
５
・
１
～
２
）
△
文
化
元
年
甲
子
九
月
四
日
（
１
・
１
）
→
文
化
元
年
＜九
月
四
日
（
３
・
）11
○
届
け
出
で
あ
る
。
（
５
・
４
）
△
（
１
・
１
）
→
届
け
出
で
あ
つ
た
。
（
４
・
２
）
○
長
崎
奉
行
所
の
驚
駭
は
只
ご
と
で
は
な
い
。
＜（
５
・
）
△
（
１
・
２
）
→
長
崎
奉
10
行
所
の
驚
駭
は
只
ご
と
で
は
な
い
。
も
う
抜
き
差
し
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
（
４
・
７
）
◎
ｅ
即
刻
、
配
下
の
手
兵
に
出
陣
の
下
知
を
く
だ
し
、
そ
の
館
の
門
前
に
幔
幕
を
張
り
め
ぐ
ら
し
た
。
（
５
・
）
△
（
１
・
２
）
→
卽
刻
そ
の
館
の
門
前
に
〔
幔
〕
幕
を
張
10
り
め
ぐ
ら
し
、
配
下
の
手
兵
に
出
陣
の
下
知
を
く
だ
し
た
。
（
４
・
７
～
８
）
〔
『
有
光
』
で
は
〝
幔
〟
が
空
白
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
こ
こ
で
は
仮
に
〝
幔
〟
と
し
て
お
い
た
〕
ｅ
足
並
み
そ
ろ
へ
て
駆
け
足
で
（
５
・
）
△
（
１
・
２
）
→
足
並
み
そ
ろ
へ
て
駈
け
足
12
で
（
４
・
９
）
〔
『
角
川
新
字
源
』
頁
は
「
駈
」
を
「
驅
」
の
俗
字
と
す
る
。
1124
『
新
潮
日
本
語
漢
字
辞
典
』
頁
は
「
駈
」
を
「
驅
」
の
別
体
と
す
る
。
『
明
朝
体
722
活
字
字
形
一
覧
』
下
は
頁
と
頁
と
に
「
駈
」
・
「
驅
」
を
別
々
に
掲
出
す
る
。
596
599
た
だ
し
、
「
驅
」
字
は
二
十
三
種
類
全
て
の
活
字
見
本
帳
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
「
駈
」
字
は
十
五
種
類
の
活
字
見
本
帳
に
は
あ
る
が
、
残
る
八
種
に
は
見
え
な
い
。
『
漢
字
要
覧
』
頁
～
頁
で
は
｢ 元
来
同
一
ノ
文
字
ナ
レ
ド
モ
、
字
体
ノ
異
ナ
ル
ニ
28
29
因
ツ
テ
、
ソ
ノ
用
例
同
ジ
カ
ラ
ズ
、
殆
ド
別
種
ノ
文
字
ノ
如
ク
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
｣ と
し
て
挙
例
さ
れ
た
中
に
「
驅
」
と
「
駈
」
と
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
用
例
と
し
て
「
馳
驅
／
驅
逐
」
・
「
駈
足
／
駈
落
」
を
掲
げ
て
い
る
。
『
用
字
便
覧
陸
軍
幼
年
学
校
用
』
頁
に
は
「
今
ハ
多
ク
駆
使
・
駆
逐
ニ
駆
ヲ
用
ヒ
、
駈
足
ナ
ド
ニ
駈
ヲ
用
フ
」
390
と
あ
る
〕
ｅ
大
通
り
を
駆
け
ぬ
け
た
。
（
５
・
）
△
（
１
・
２
）
→
大
通
り
を
駈
け
ぬ
け
た
。
12
（
４
・
９
）
ｇ
大
筒
船
は
、
帆
を
張
る
用
意
を
と
ゝ
の
へ
て
、
（
５
・
）
△
（
１
・
２
）
→
大
筒
船
15
は
＜帆
を
張
る
用
意
を
と
と
の
へ
て
、
（
４
・
～
）
11
12
○
役
人
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
血
相
を
変
へ
て
海
岸
通
り
を
（
５
・
～
）
△
（
１
・
２
）
16
17
→
役
人
た
ち
は
み
な
み
な
血
相
＜変
へ
、
海
岸
通
り
を
（
４
・
～
）
12
13
○
港
口
の
方
に
向
け
＜馬
を
駆
け
さ
し
た
。
（
５
・
）
△
（
１
・
２
）
→
港
口
の
方
に
17
向
け
て
馬
を
駆
け
さ
し
た
。
（
４
・
）13
○
『
控
へ
ろ
、
控
へ
ろ
！
大
事
な
い
、
騒
ぐ
な
！
』
（
６
・
３
）
▲
「
控
へ
ろ
、
控
へ
ろ
！
大
事
な
い
、
騒
ぐ
な
！
」
（
１
・
３
）
→
「
控
へ
ろ
、
控
へ
ろ
。
大
事
な
い
、
騒
ぐ
な
＜」
（
４
・
）15
【
第
一
齣
】
５
頁
～
頁
合
計
頁
26
22
○
〔
な
し
〕
〔
三
行
分
空
白
〕
（
６
・
５
～
６
間
）
▲
〔
通
常
の
改
行
。
見
出
し
・
行
空
き
な
ど
は
な
い
〕
（
１
・
３
）
→
第
一
齣
（
５
・
１
）
○
ま
だ
お
昼
す
ぎ
だ
と
い
ふ
の
に
＜雨
戸
を
し
め
き
つ
て
ゐ
た
。
（
６
・
６
～
７
）
△
ま
だ
お
昼
す
ぎ
だ
と
い
ふ
の
に
｜
雨
戸
を
し
め
き
つ
て
ゐ
た
。
（
１
・
３
）
→
も
う
お
昼
す
ぎ
だ
と
い
ふ
の
に
ま
だ
雨
戸
を
し
め
＜て
ゐ
た
。
（
５
・
２
～
３
）
ｄ
細
め
に
明
け
た
高
窓
（
６
・
７
）
△
（
１
・
３
）
→
細
め
に
あ
け
た
高
窓
（
５
・
３
）
◎
見
お
ろ
し
て
、
／
『
先
づ
も
つ
て
、
騒
が
し
さ
う
な
こ
と
ぢ
や
』
／
苦
々
し
げ
に
呟
い
た
。
（
６
・
９
～
）
▲
見
お
ろ
し
て
、
／
「
先
づ
も
つ
て
、
騒
が
し
さ
う
な
こ
と
11
ぢ
や
」
／
と
呟
い
た
。
（
１
・
３
）
→
見
お
ろ
し
て
苦
々
し
げ
に
呟
い
た
。
／
「
先
づ
も
つ
て
、
騒
が
し
さ
う
な
こ
と
ぢ
や
」
＜（
５
・
５
～
６
）
二
九
頁
ａ
ｅ
鶴
賓
先
生
は
顎
の
先
き
の
山
羊
髭
を
高
窓
の
雨
押
へ
に
の
ぞ
か
し
て
、
ぢ
つ
と
水
の
浦
陣
所
の
方
を
（
６
・
～
）
▲
鶴
賓
先
生
は
顎
の
先
き
の
山
羊
髭
を
高
窓
の
雨
12
13
押
へ
に
の
ぞ
か
し
て
ぢ
つ
と
水
の
浦
陣
所
の
方
を
（
２
・
１
）
→
鶴
賓
先
生
は
顎
の
先
き
の
山
羊
鬚
を
高
窓
の
雨
押
へ
に
の
ぞ
か
し
て
、
じ
つ
と
水
の
浦
陣
所
の
方
を
（
５
・
７
～
８
）
〔
『
辞
苑
』
頁
に
は
「
上
唇
の
を
髭
（
う
は
ひ
げ
）
、
頤
の
を
1757
鬚
（
し
た
ひ
げ
）
、
頬
の
を
髯
（
し
た
ひ
げ
）
と
い
ふ
。
」
と
あ
る
。
『
用
字
便
覧
陸
軍
幼
年
学
校
用
』
頁
に
は
「
髭
」
は
「
鼻
下
ノ
ヒ
ゲ
」
、
「
髯
」
は
「
両
頬
237
の
ヒ
ゲ
」
、
「
鬚
」
は
「
頤
下
の
ヒ
ゲ
」
と
あ
る
〕
◎
先
生
の
そ
の
顔
は
（
６
・
）
△
（
２
・
１
）
→
そ
の
先
生
の
＜顔
は
（
５
・
８
）
13
ｇ
水
の
浦
陣
所
に
は
、
大
筒
船
や
小
早
船
や
東
海
船
が
勢
揃
ひ
し
て
、
（
７
・
１
）
△
（
２
・
１
）
→
水
の
浦
陣
所
に
は
＜大
筒
船
や
小
早
船
や
東
海
船
が
勢
揃
ひ
し
て
、
（
５
・
）10
○
一
艘
の
小
型
の
早
船
は
帆
を
揚
げ
て
ゐ
た
。
（
７
・
１
）
△
（
２
・
１
）
→
一
艘
の
小
型
の
早
船
が
艪
を
漕
ぎ
出
し
て
ゐ
た
。
（
５
・
～
）
10
11
○
ｃ
ｇ
陣
所
の
石
垣
の
下
を
離
れ
＜港
内
の
お
台
場
の
方
角
に
向
か
つ
て
進
み
出
た
。
（
７
・
５
～
６
）
▲
陣
所
の
石
垣
の
下
を
離
れ
港
内
の
伊
王
島
の
方
角
に
向
か
つ
て
進
み
出
た
。
（
２
・
１
）
→
陣
所
の
石
垣
の
下
を
離
れ
、
港
内
の
お
台
場
の
方
角
に
向
＜つ
て
進
ん
で
ゐ
た
。
（
６
・
２
～
３
）
○
ａ
街
ぢ
＜う
＜森
閑
と
し
た
や
う
に
思
は
れ
た
。
（
７
・
７
）
△
（
２
・
１
）
→
街
ぢ
ゆ
う
が
森
閑
と
し
た
や
う
に
思
は
れ
た
。
（
６
・
４
）
ｃ
大
筒
船
は
周
章
＜て
帆
を
揚
げ
た
が
、
（
７
・
８
）
△
大
筒
船
は
周
章
て
帆
を
揚
げ
た
あ
は
て
が
、
（
２
・
１
）
→
大
筒
船
は
周
章
て
て
帆
を
揚
げ
た
が
、
（
６
・
５
）
ｄ
帆
を
卸
し
た
。
（
７
・
８
）
△
（
２
・
１
）
→
帆
を
お
ろ
し
た
。
（
６
・
５
～
６
）
○
お
そ
ら
く
一
発
の
大
筒
の
音
は
、
異
国
船
が
入
港
の
儀
礼
と
し
て
発
射
し
た
空
砲
で
あ
つ
た
こ
と
に
（
７
・
８
～
９
）
△
（
２
・
１
～
２
）
→
お
そ
ら
く
そ
の
大
筒
の
音
が
、
異
国
船
の
発
し
た
礼
儀
上
の
空
砲
で
あ
つ
た
こ
と
に
（
６
・
６
）
○
空
砲
な
ら
ば
大
事
な
い
。
＜（
７
・
９
～
）
△
（
２
・
２
）
→
空
砲
な
ら
ば
大
事
な
10
い
。
こ
の
ぶ
ん
で
は
直
ぐ
に
戦
争
も
な
さ
さ
う
だ
が
、
異
国
船
は
た
く
さ
ん
の
大
筒
を
積
ん
で
物
々
し
く
武
装
し
て
ゐ
る
と
の
噂
で
あ
る
。
（
６
・
７
～
８
）
○
異
国
船
の
姿
は
岬
の
か
げ
に
か
く
れ
て
（
７
・
）
△
（
２
・
２
）
→
異
国
船
の
姿
は
10
崖
の
か
げ
に
か
く
れ
て
（
６
・
９
～
）10
ｄ
障
子
や
雨
戸
を
明
け
ひ
ろ
げ
た
。
（
７
・
）
△
（
２
・
２
）
→
障
子
や
雨
戸
を
あ
け
11
ひ
ろ
げ
た
。
（
６
・
）10
×
子
供
で
あ
る
、
（
７
・
）
△
（
２
・
２
）
→
子
供
で
あ
る
。
（
６
・
）
〔
『
満
12
11
日
』
『
今
日
』
の
〝
、
〟
は
誤
植
〕
○
鶴
賓
先
生
は
＜驚
い
て
ゐ
た
。
（
７
・
）
△
（
２
・
２
）
→
鶴
賓
先
生
は
む
し
ろ
驚
15
い
て
ゐ
た
。
（
６
・
）14
ｅ
床
柱
を
脊
に
し
て
（
７
・
）
△
（
２
・
２
）
→
床
柱
を
背
に
し
て
（
７
・
１
）
17
ｇ
見
台
の
上
に
置
き
＜ゆ
つ
く
り
と
（
８
・
１
）
△
（
２
・
２
）
→
見
台
の
上
に
置
き
、
ゆ
つ
く
り
と
（
７
・
２
）
○
ひ
ろ
げ
て
ゐ
た
。
（
８
・
２
）
）
△
（
２
・
２
）
→
ひ
ろ
げ
＜た
。
（
７
・
３
）
○
い
き
な
り
大
き
な
声
で
（
８
・
３
）
△
（
２
・
３
）
→
先
づ
大
き
な
声
で
（
７
・
４
）
○
大
き
く
よ
く
響
く
太
い
音
声
で
あ
つ
た
。
（
８
・
３
～
４
）
▲
よ
く
響
く
大
き
な
太
い
音
声
で
あ
つ
た
。
（
２
・
３
）
→
太
く
よ
く
響
く
＜声
で
あ
つ
た
。
（
７
・
４
～
５
）
×
詩
は
、
詩
の
郷
関
（
８
・
５
）
△
（
２
・
３
）
→
詩
は
、
詩
の
郷
関
（
７
・
６
）
〔
い
ず
れ
も
〝
道
の
郷
関
〟
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
〕
ｇ
発
す
る
も
の
は
＜｜
道
の
道
な
ら
ん
と
』
（
８
・
５
～
６
）
△
（
２
・
３
）
→
発
す
る
三
〇
頁
も
の
は
、
道
の
道
な
ら
ん
と
」
（
７
・
６
～
７
）
○
そ
し
て
字
句
の
解
釈
を
す
る
に
も
先
生
は
声
に
抑
揚
を
つ
け
、
（
８
・
７
～
８
）
▲
そ
し
て
先
生
は
字
句
の
解
釈
を
す
る
に
も
声
に
抑
揚
を
つ
け
、
（
２
・
３
）
→
次
に
先
生
は
字
句
の
解
釈
に
と
り
か
か
つ
た
が
、
や
は
り
声
に
抑
揚
を
つ
け
、
（
８
・
８
～
９
）
×
す
な
は
ち
詩
と
は
詩
で
あ
る
、
（
８
・
９
）
△
（
２
・
３
）
→
す
な
は
ち
詩
と
は
詩
で
あ
る
、
（
７
・
）
〔
い
ず
れ
も
〝
詩
と
は
道
で
あ
る
〟
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
〕
10
○
納
得
で
き
た
か
ど
う
か
（
８
・
）
△
（
２
・
３
）
→
納
得
で
き
る
か
ど
う
か
（
７
・
11
）12
○
ｄ
程
門
の
二
子
の
如
く
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
（
８
・
）
▲
程
門
の
子
二
の
如
く
あ
ら
16
ね
ば
な
ら
ぬ
。
（
２
・
４
）
→
程
門
の
二
子
の
ご
と
く
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
（
８
・
３
）
ａ
写
本
に
ぢ
つ
と
目
を
（
９
・
１
）
△
（
３
・
・
１
）
→
写
本
に
じ
つ
と
（
８
・
４
）
ｅ
薄
い
山
羊
髭
（
９
・
３
）
△
（
３
・
１
）
→
薄
い
山
羊
鬚
（
８
・
６
）
ｇ
『
さ
れ
ば
＜詩
は
真
義
の
生
み
の
親
、
（
９
・
５
）
△
（
３
・
１
）
→
「
さ
れ
ば
、
詩
は
真
義
の
生
み
の
親
、
（
８
・
８
）
ｇ
詩
魂
あ
る
人
も
＜ま
た
同
じ
く
事
難
に
遭
ふ
。
（
９
・
６
～
７
）
△
（
３
・
１
）
→
詩
魂
あ
る
人
も
、
ま
た
同
じ
く
事
難
に
遭
ふ
。
（
８
・
）10
ｇ
こ
の
と
き
＜詩
は
動
き
＜熱
し
て
真
義
を
発
し
、
（
８
・
７
）
△
（
３
・
１
）
→
こ
の
と
き
、
詩
は
動
き
、
熱
し
て
真
義
を
発
し
、
（
８
・
）10
○
ｇ
詩
を
守
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
所
以
は
そ
こ
に
あ
る
、
詩
を
失
は
ゞ
道
を
失
ふ
所
以
＜ま
た
そ
こ
に
あ
る
。
（
９
・
７
～
８
）
▲
詩
を
守
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
所
以
は
そ
こ
に
あ
る
、
詩
を
失
は
ば
道
を
失
ふ
所
以
は
ま
た
そ
こ
に
あ
る
。
（
３
・
１
～
２
）
→
詩
を
守
ら
ん
け
れ
ば
な
ら
ぬ
所
以
、
そ
こ
に
あ
る
。
詩
を
失
は
ば
道
を
失
ふ
所
以
、
ま
た
そ
こ
に
あ
る
。
（
８
・
～
）
11
12
○
道
を
念
ず
る
所
以
に
ほ
か
な
ら
ぬ
と
い
ふ
こ
と
ぢ
や
』
（
９
・
９
）
△
（
３
・
２
）
→
道
を
念
ず
る
所
業
に
ほ
か
な
ら
ぬ
と
い
ふ
こ
と
ぢ
や
」
（
８
・
～
）
12
13
ｅ
ｇ
続
い
て
＜庭
に
駆
け
込
ん
で
来
る
（
９
・
）
△
（
３
・
２
）
→
続
い
て
、
庭
に
駈
10
け
込
ん
で
来
る
（
８
・
～
）
14
15
ｅ
庭
を
駆
け
ぬ
け
て
行
く
の
で
あ
る
。
（
９
・
）
△
（
３
・
２
）
→
庭
を
駈
け
ぬ
け
て
11
行
く
の
で
あ
る
。
（
８
・
～
９
・
１
）
15
ｇ
そ
の
後
ろ
か
ら
、
同
じ
く
紺
色
の
（
９
・
～
）
△
（
３
・
２
）
→
そ
の
後
ろ
か
ら
11
12
＜同
じ
く
紺
色
の
（
９
・
１
）
ｅ
役
人
が
庭
を
駆
け
ぬ
け
て
行
き
、
（
９
・
）
△
（
３
・
２
）
→
役
人
が
庭
を
駈
け
ぬ
12
け
て
行
き
、
（
９
・
１
）
ｄ
ｇ
彼
等
は
大
き
な
足
音
を
た
て
な
が
ら
、
｜
家
の
裏
手
に
（
９
・
～
）
▲
彼
等
は
12
13
大
き
な
足
音
を
た
て
な
が
ら
、
家
の
裏
手
へ
（
３
・
２
）
→
彼
等
は
大
き
な
足
音
を
立
て
な
が
ら
＜家
の
裏
手
に
（
９
・
１
～
２
）
○
『
会
釈
も
し
な
い
で
、
（
９
・
）
△
（
３
・
２
）
→
「
会
釈
も
せ
ぬ
、
（
９
・
３
）
14
○
裏
庭
の
崖
の
鼻
に
立
ち
、
（
９
・
）
△
（
３
・
２
）
→
裏
庭
の
崖
の
突
端
に
立
ち
、
16
（
９
・
５
～
６
）
×
二
人
と
も
西
陽
を
ま
ぶ
し
さ
う
に
し
て
（
９
・
）
△
（
３
・
２
）
→
二
人
と
も
西
陽
17
＜ま
ぶ
し
さ
う
に
し
て
（
９
・
６
）
〔
『
有
光
』
は
〝
を
〟
を
誤
脱
か
〕
ｃ
語
＜合
つ
て
ゐ
た
。
（
・
１
）
▲
話
し
合
つ
て
ゐ
た
。
（
３
・
３
）
→
語
り
合
つ
て
10
ゐ
た
。
（
９
・
７
）
○
ｇ
ど
が
ン
と
喰
ら
は
せ
た
ら
＜ど
ん
な
も
の
で
あ
ら
う
＜』
（
・
２
）
▲
ど
が
ン
と
喰
10
ら
は
せ
た
ら
ど
ん
な
も
の
だ
ら
う
？
」
（
３
・
３
）
→
ど
が
ン
と
喰
ら
は
せ
た
ら
、
ど
ん
な
も
の
で
あ
ら
う
な
」
（
９
・
８
）
三
一
頁
○
『
は
て
、
ど
ん
な
も
の
で
あ
ら
う
＜。
（
・
３
）
▲
「
は
て
、
ど
ん
な
も
の
だ
ら
10
う
。
（
３
・
３
）
→
「
は
て
、
ど
ん
な
も
の
で
あ
ら
う
な
。
（
９
・
８
）
ｇ
こ
ゝ
か
ら
だ
と
、
大
筒
の
た
ま
は
、
（
・
３
）
△
（
３
・
３
）
→
こ
こ
か
ら
だ
と
＜
10
大
筒
の
た
ま
は
、
（
９
・
９
）
ｄ
届
か
ぬ
か
も
し
れ
ぬ
。
（
・
３
～
４
）
△
（
３
・
３
）
→
届
か
ぬ
か
も
知
れ
ぬ
。
10
（
９
・
９
～
）10
ｅ
仰
言
つ
た
が
、
（
・
４
）
△
（
３
・
３
）
→
仰
有
つ
た
が
、
（
９
・
）
10
10
○
仮
本
陣
に
す
る
（
・
４
）
△
（
３
・
３
）
→
陣
地
に
す
る
（
９
・
～
）
10
10
11
○
『
貴
公
と
拙
者
は
、
た
だ
仮
本
陣
の
陣
地
下
検
分
役
ぢ
や
。
（
・
６
）
▲
「
し
か
し
10
な
が
ら
、
貴
公
と
拙
者
は
、
仮
本
陣
の
陣
地
下
検
分
役
ぢ
や
。
（
３
・
３
）
→
｢ 貴
公
と
拙
者
は
、
た
だ
＜陣
地
下
検
分
役
ぢ
や
。
（
９
・
）12
×
続
い
て
、
和
議
、
閉
港
、
威
信
失
墜
、
異
人
の
横
行
闊
歩
。
（
・
７
～
８
）
▲
続
い
10
て
和
議
、
開
港
、
威
信
失
墜
、
異
人
の
横
行
闊
歩
。
（
３
・
３
）
→
続
い
て
、
和
議
、
閉
港
、
威
信
失
墜
、
異
人
の
横
行
闊
歩
。
（
９
・
）
〔
い
ず
れ
も
〝
閉
港
〟
14
は
〝
開
港
〟
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
〕
ｄ
流
儀
と
い
ふ
事
か
』
（
・
）
△
（
３
・
４
）
→
流
儀
と
い
ふ
こ
と
か
」
（
・
10
10
10
２
）
○
ｃ
＜異
国
船
は
島
か
げ
か
ら
姿
を
現
＜し
て
、
（
・
）
▲
異
国
船
は
、
伊
王
島
の
か
10
13
げ
か
ら
姿
を
現
し
て
（
３
・
４
）
→
も
は
や
異
国
船
は
島
か
げ
か
ら
姿
を
現
は
し
あ
ら
は
て
、
（
・
３
）
10
○
そ
の
島
を
後
ろ
に
＜半
里
く
ら
ゐ
（
・
）
▲
そ
の
島
の
沖
半
里
く
ら
ゐ
（
３
・
10
11
４
）
→
そ
の
島
を
後
ろ
に
見
せ
半
里
く
ら
ゐ
（
・
３
）
10
○
船
体
の
長
さ
は
五
十
石
積
み
の
二
十
倍
以
上
も
あ
ら
う
＜と
思
は
れ
た
。
（
・
）
10
12
△
（
３
・
４
）
→
船
体
の
長
さ
は
五
十
石
積
み
の
三
十
倍
以
上
も
あ
ら
う
か
と
思
は
れ
た
。
（
・
４
～
５
）
10
○
大
柱
は
三
十
間
以
上
も
あ
ら
う
か
と
見
受
け
ら
れ
た
。
（
・
）
△
（
３
・
４
）
→
10
13
大
柱
は
三
十
間
以
上
に
も
及
ぶ
だ
ら
う
。
（
・
５
）
10
ｇ
す
ぎ
ぬ
と
申
さ
る
ゝ
。
わ
れ
わ
れ
に
も
左
様
に
申
せ
と
申
さ
れ
て
を
る
。
（
・
）
10
17
▲
〔
な
し
。
当
該
部
分
は
『
今
日
』
で
加
筆
〕
（
３
・
４
に
相
当
）
→
す
ぎ
ぬ
と
申
さ
る
る
、
わ
れ
わ
れ
に
も
左
様
に
申
せ
と
申
さ
れ
て
を
る
。
（
・
９
）
10
ａ
血
迷
ふ
た
こ
と
だ
の
う
』
（
・
２
）
▲
〔
な
し
。
当
該
部
分
は
『
今
日
』
で
加
筆
〕
11
（
３
・
４
に
相
当
）
→
血
迷
う
た
こ
と
だ
の
う
」
（
・
）
10
11
○
ｈ
感
に
た
へ
な
い
か
の
や
う
に
云
ふ
の
で
あ
る
。
／
〔
一
行
空
き
〕
／
こ
の
崖
の
鼻
に
ゐ
る
二
人
の
役
人
は
、
（
・
６
～
８
）
▲
感
に
た
へ
な
い
か
の
や
う
に
云
ふ
の
で
11
あ
る
。
／
〔
第
３
回
が
終
わ
り
、
第
４
回
が
始
ま
る
〕
間
吟
塾
（
四
）
／
崖
の
鼻
に
ゐ
た
二
人
の
役
人
は
、
（
３
・
４
～
４
・
１
）
→
感
に
た
へ
な
い
か
の
や
う
に
云
ふ
の
で
あ
る
。
／
＜こ
の
崖
端
に
ゐ
る
二
人
の
役
人
は
、
（
・
～
・
１
）
10
15
11
○
ラ
ク
ス
マ
ン
の
＜オ
ロ
シ
ヤ
船
（
・
９
）
△
（
４
・
１
）
→
ラ
ク
ス
マ
ン
の
乗
つ
て
11
来
た
オ
ロ
シ
ヤ
船
（
・
３
）
11
○
ｅ
ｇ
異
国
船
に
較
べ
る
と
＜い
か
＜に
も
貧
弱
な
（
・
～
）
△
（
４
・
１
）
→
異
11
16
17
国
船
に
比
べ
る
と
、
い
か
や
う
に
も
貧
弱
な
（
・
９
～
）
11
10
○
郊
迎
し
て
ゐ
る
か
の
や
う
な
風
情
に
見
え
た
。
（
・
～
・
１
）
△
（
４
・
１
）
11
17
12
→
郊
迎
し
て
ゐ
る
か
の
や
う
な
風
情
に
思
は
れ
た
。
（
・
）
11
11
○
ｇ
進
ん
で
来
て
、
大
柱
の
帆
を
卸
し
＜帆
数
を
（
・
２
）
▲
進
ん
で
来
る
と
、
大
柱
12
の
帆
を
卸
し
帆
数
を
（
４
・
２
）
→
進
ん
で
来
る
と
、
大
柱
の
帆
を
卸
し
、
帆
数
を
（
・
）
11
12
ｄ
全
部
く
り
卸
し
た
。
（
・
４
）
△
（
４
・
２
）
→
全
部
く
り
お
ろ
し
た
。
（
・
12
11
）14
三
二
頁
○
崖
の
鼻
（
・
５
）
△
（
４
・
２
）
→
崖
の
端
（
・
）
12
11
15
ｇ
両
手
を
お
き
＜見
台
の
方
に
向
い
て
（
・
７
～
８
）
△
両
手
を
お
き
｜
見
台
の
方
に
12
向
い
て
（
４
・
２
）
→
両
手
を
お
き
、
見
台
の
方
に
向
い
て
（
・
２
～
３
）
12
×
塾
生
た
る
も
の
傍
見
を
た
し
り
足
を
投
げ
出
し
た
り
す
る
（
・
８
～
９
）
▲
塾
生
た
12
る
も
の
傍
見
を
し
た
り
足
を
投
げ
出
し
た
り
す
る
（
４
・
２
）
→
塾
生
た
る
も
の
傍
見
を
し
た
り
足
を
投
げ
出
し
た
り
す
る
（
・
３
～
４
）
12
○
仁
宗
に
上
書
＜、
大
政
は
王
道
を
（
・
～
）
△
（
４
・
３
）
→
仁
宗
に
上
書
12
14
15
し
、
大
政
は
王
道
を
（
・
）
12
10
○
大
観
元
年
齢
七
十
五
に
＜て
歿
す
。
（
・
）
▲
大
観
元
年
齢
七
十
五
で
歿
す
。
12
17
（
４
・
３
）
→
大
観
元
年
齢
七
十
五
に
し
て
歿
す
。
（
・
）
12
12
ｄ
目
を
注
ぎ
、
（
・
３
）
△
（
４
・
３
）
→
目
を
そ
そ
ぎ
、
（
・
１
）
13
13
ｇ
『
申
さ
ば
＜程
先
生
は
、
（
・
６
）
△
（
４
・
４
）
→
「
申
さ
ば
、
程
先
生
は
、
13
（
・
４
）
13
ｄ
去
り
な
が
ら
、
（
・
９
）
△
（
４
・
４
）
→
さ
り
な
が
ら
、
（
・
７
～
８
）
13
13
○
ａ
本
日
は
も
う
日
も
暮
れ
て
し
ま
ふ
た
。
（
・
９
～
）
▲
本
日
は
も
う
日
も
暮
れ
13
10
て
し
ま
う
た
。
（
４
・
４
）
→
本
日
は
も
う
日
＜暮
れ
て
し
ま
う
た
。
（
・
８
）
13
○
お
辞
儀
を
し
て
外
に
出
た
。
（
・
）
△
（
４
・
４
）
→
お
辞
儀
を
し
て
坐
を
立
つ
13
10
た
。
（
・
８
～
９
）
13
○
門
の
外
に
出
て
み
る
と
、
い
つ
の
間
に
（
・
～
）
▲
門
の
外
に
出
て
み
る
と
｜
13
10
11
い
つ
の
間
に
（
４
・
４
）
→
門
の
外
へ
出
て
み
る
と
、
い
つ
の
間
に
（
・
９
）
13
ｇ
大
雪
が
、
地
面
二
尺
も
（
・
）
△
（
４
・
４
）
→
大
雪
が
＜地
面
二
尺
も
（
・
13
11
13
９
）
○
一
段
と
声
を
落
し
て
述
懐
し
た
。
（
・
）
△
（
５
・
１
）
→
幾
ら
か
声
を
落
し
て
13
13
云
つ
た
。
（
・
）
13
12
○
崖
の
鼻
（
・
）
△
（
５
・
１
）
→
崖
の
上
（
・
）
13
14
13
13
○
見
物
さ
し
て
や
り
た
い
（
・
）
△
（
５
・
１
）
→
見
物
さ
せ
て
や
り
た
い
（
・
13
13
13
～
・
１
）
14
14
○
儒
学
の
大
義
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
』
（
・
～
・
１
）
▲
儒
学
の
大
義
は
ど
こ
に
13
16
14
あ
る
か
の
」
（
５
・
１
）
→
儒
学
の
大
義
は
ど
こ
に
あ
る
＜か
」
（
・
２
）
14
ａ
云
ふ
て
見
い
』
（
・
８
）
▲
云
つ
て
見
い
」
（
５
・
１
）
→
云
う
て
見
い
」
（
・
14
14
９
）
ｄ
御
座
い
ま
す
』
（
・
９
）
△
（
５
・
１
）
→
ご
ざ
い
ま
す
」
（
・
）
14
14
10
ｃ
先
生
は
殆
＜ど
満
足
さ
う
に
（
・
）
△
先
生
は
殆
ど
満
足
さ
う
に
（
５
・
１
）
→
ほ
と
ん
14
10
先
生
は
殆
ん
ど
満
足
さ
う
に
（
・
）
14
11
○
裏
の
崖
の
鼻
に
立
つ
て
を
る
（
・
～
）
△
（
５
・
１
～
２
）
→
裏
の
崖
の
上
に
14
11
12
立
つ
て
を
る
（
・
）
14
13
ａ
朱
子
学
の
大
義
を
云
ふ
て
み
い
』
（
・
）
▲
朱
子
学
の
云
つ
て
み
い
」
（
５
・
14
13
２
）
→
朱
子
学
の
大
義
を
云
う
て
み
い
」
（
・
）
14
14
○
庄
三
郎
の
返
答
は
＜、
時
宜
に
適
し
て
を
る
。
（
・
）
△
（
５
・
２
）
→
庄
三
郎
14
17
の
返
答
は
小
声
で
あ
つ
た
に
よ
つ
て
、
時
宜
に
適
し
て
を
る
。
（
・
４
）
15
ｃ
現
は
れ
て
、
（
・
５
）
△
現
は
れ
て
（
５
・
２
）
→
現
＜れ
て
、
（
・
９
）
あ
ら
15
15
ｃ
羽
振
り
よ
く
（
・
５
）
△
羽
振
り
よ
く
（
５
・
２
）
→
羽
振
＜よ
く
（
・
９
）
は
ぶ
15
15
ｃ
お
互
に
顔
を
見
合
＜し
て
苦
笑
し
た
。
（
・
６
）
△
（
５
・
２
）
→
お
互
に
顔
を
見
15
合
は
し
て
苦
笑
し
た
。
（
・
～
）
15
10
11
ｃ
真
書
き
で
（
・
７
）
△
真
書
き
で
（
５
・
２
）
→
真
書
＜で
（
・
）
し
ん
が
15
15
12
○
異
国
船
を
見
学
す
る
』
（
・
）
△
（
５
・
２
）
→
異
国
船
を
見
物
す
る
」
（
・
14
10
15
）13
ｇ
二
人
は
書
物
を
包
み
＜見
台
を
そ
れ
ぞ
れ
部
屋
の
隅
に
（
・
～
）
▲
二
人
は
書
15
11
12
三
三
頁
物
を
包
み
見
台
を
そ
れぐ
｜
に
部
屋
の
隅
に
（
５
・
３
）
→
二
人
は
書
物
を
包
み
、
見
台
を
そ
れ
ぞ
れ
部
屋
の
隅
に
（
・
～
）
15
14
15
○
そ
の
間
に
先
生
は
、
次
の
間
で
一
張
羅
の
（
・
）
△
（
５
・
３
）
→
＜先
生
は
隣
15
12
室
か
ら
一
張
羅
の
（
・
）
15
15
○
異
国
船
を
目
近
く
見
学
し
に
（
・
）
△
（
５
・
３
）
→
異
国
船
を
目
近
く
見
物
し
15
13
に
（
・
１
）
16
○
崖
の
鼻
か
ら
（
・
）
△
（
５
・
４
）
→
崖
の
上
か
ら
（
・
２
）
15
14
16
○
国
家
一
大
事
の
秋
＜ぢ
や
』
（
・
）
△
（
５
・
４
）
→
国
家
一
大
事
の
秋
だ
。
刀
15
16
を
身
に
つ
け
、
堂
々
と
し
て
敵
を
見
る
の
ぢ
や
」
（
・
５
～
６
）
16
ｈ
と
云
ひ
き
か
せ
た
。
／
〔
一
行
空
き
〕
／
羽
織
袴
に
脇
差
を
さ
し
て
四
角
張
つ
た
鶴
賓
先
生
は
、
（
・
～
・
１
）
▲
と
云
ひ
き
か
せ
た
。
／
〔
第
５
回
が
終
わ
り
、
15
17
16
第
６
回
が
始
ま
る
〕
間
吟
塾
（
六
）
／
羽
織
袴
に
脇
差
を
さ
し
て
四
角
張
つ
た
鶴
賓
先
生
は
、
（
５
・
４
～
６
・
１
）
→
と
云
ひ
き
か
せ
た
。
／
＜羽
織
袴
に
脇
差
を
さ
し
て
四
角
張
つ
た
鶴
賓
先
生
は
、
（
・
７
～
８
）
16
○
見
る
の
ぢ
や
よ
』
（
・
５
）
△
（
６
・
１
）
→
見
る
の
ぢ
や
＜」
（
・
）
16
16
12
○
大
人
げ
な
い
こ
と
で
あ
つ
た
と
気
が
つ
い
た
の
で
あ
る
。
（
・
６
～
７
）
△
（
６
・
16
１
）
→
大
人
げ
な
い
こ
と
で
あ
る
と
気
が
つ
い
た
の
で
あ
つ
た
。
（
・
～
）
16
13
14
○
仮
名
之
助
と
庄
三
郎
＜は
（
・
９
）
△
（
６
・
１
）
→
仮
名
之
助
と
庄
三
郎
と
は
16
（
・
１
）
17
ｅ
二
人
は
庭
の
長
石
づ
た
ひ
に
駆
け
出
し
た
が
（
・
９
～
）
△
（
６
・
１
）
→
二
人
16
10
は
庭
の
長
石
づ
た
ひ
に
駈
け
出
し
た
が
（
・
１
～
２
）
17
ｅ
庭
木
戸
の
と
こ
ろ
ま
で
駆
け
出
し
て
行
く
と
（
・
～
）
△
（
６
・
１
）
→
庭
木
16
10
11
戸
の
と
こ
ろ
ま
で
駈
け
出
し
て
行
く
と
（
・
３
）
17
ｄ
頭
を
下
げ
た
。
（
・
）
△
（
６
・
１
）
→
頭
を
さ
げ
た
。
（
・
４
）
16
12
17
×
匂
配
（
・
）
▲
勾
配
（
６
・
１
）
→
勾
配
（
・
５
）
16
13
17
○
生
え
て
ゐ
た
。
（
・
）
△
（
６
・
２
）
→
生
え
て
ゐ
る
。
（
・
６
）
16
14
17
○
ｃ
＜荒
れ
は
て
た
庭
（
・
）
△
荒
れ
は
て
た
庭
（
６
・
２
）
→
ま
た
荒
＜は
て
た
庭
あ
16
14
（
・
６
～
７
）
17
○
ｅ
一
筋
の
小
径
が
通
じ
て
ゐ
て
、
そ
の
小
径
の
（
・
）
▲
一
筋
の
小
径
が
通
じ
て
す
ぢ
16
15
ゐ
て
そ
の
小
径
の
（
６
・
２
）
→
一
条
の
小
径
が
通
じ
＜、
そ
の
小
径
の
（
・
７
17
～
８
）
ｇ
そ
の
小
径
の
突
き
あ
た
り
に
＜も
う
一
つ
の
（
・
～
）
△
（
６
・
２
）
→
そ
の
16
15
16
小
径
の
突
き
あ
た
り
に
、
も
う
一
つ
の
（
・
７
～
８
）
17
ｅ
小
径
を
駆
け
ぬ
け
た
。
（
・
４
）
△
（
６
・
２
）
→
小
径
を
駈
け
ぬ
け
た
。
（
・
17
17
）12
○
ｄ
左
＜の
端
の
障
子
戸
を
明
け
た
。
（
・
５
）
△
左
の
端
の
戸
の
障
子
を
明
け
た
。
17
（
６
・
２
）
→
左
手
の
戸
口
の
障
子
戸
を
あ
け
た
。
（
・
）
17
13
○
ｄ
右
の
端
の
戸
口
の
障
子
戸
を
明
け
た
。
（
・
５
～
６
）
△
（
６
・
２
）
→
右
の
端
17
の
＜障
子
戸
を
あ
け
た
（
・
～
）
17
13
14
ｄ
障
子
戸
を
明
け
ひ
ろ
げ
て
ゐ
た
。
（
・
７
）
△
（
６
・
２
）
→
障
子
戸
を
あ
け
ひ
ろ
17
げ
て
ゐ
た
。
（
・
）
17
15
ｇ
こ
の
上
り
框
に
は
、
右
隣
の
家
の
（
・
～
）
△
（
６
・
３
）
→
こ
の
上
り
框
に
17
10
11
は
＜右
隣
の
家
の
（
・
４
）
18
ｄ
と
い
ふ
や
う
な
声
も
き
こ
え
て
来
た
。
（
・
～
）
△
（
６
・
３
）
→
と
い
ふ
や
17
11
12
う
な
声
も
き
こ
え
て
き
た
。
（
・
５
）
18
ｄ
簞
笥
を
明
け
た
て
す
る
音
（
・
）
△
（
６
・
３
）
→
簞
笥
を
あ
け
た
て
す
る
音
17
12
（
・
５
）
18
○
騒
が
し
い
日
（
・
）
△
騒
が
し
い
日
（
６
・
４
）
→
騒
々
し
い
日
（
・
）
さ
わ
17
17
18
10
三
四
頁
ｄ
会
へ
ぬ
か
も
し
れ
ん
』
（
・
１
）
△
（
６
・
４
）
→
会
へ
ぬ
か
も
知
れ
ん
」
（
・
18
18
）11
○
目
を
つ
む
つ
て
ゐ
た
。
（
・
６
）
△
（
７
・
１
）
→
目
を
つ
む
つ
＜た
。
（
・
18
19
３
）
ａ
何
と
や
ら
云
ふ
た
の
う
？
（
・
７
～
８
）
▲
何
と
や
ら
云
つ
て
を
つ
た
な
？
（
７
・
18
１
）
→
何
と
や
ら
云
う
た
の
う
？
（
・
４
～
５
）
19
ｃ
子
供
の
声
が
聞
＜え
た
。
（
・
）
△
子
供
の
声
が
聞
え
た
。
（
７
・
１
）
→
子
供
き
こ
18
14
の
声
が
聞
こ
え
た
。
（
・
）
19
12
○
ｃ
割
合
ひ
＜長
い
脇
差
（
・
１
）
△
割
合
ひ
長
い
脇
差
（
７
・
２
）
→
割
合
＜に
長
い
わ
り
19
脇
差
（
・
～
・
１
）
19
15
20
ｅ
頤
髭
（
・
５
）
△
（
７
・
２
）
→
頤
鬚
（
・
５
）
19
20
×
と
り
か
ゝ
つ
た
、
（
・
５
）
△
と
り
か
ゝ
つ
た
、
（
７
・
２
）
→
と
り
か
か
つ
た
、
19
（
・
５
）
〔
誤
植
の
継
承
。
〝
と
り
か
か
〔
ゝ
〕
つ
た
。
〟
と
あ
る
べ
き
と
こ
20
ろ
〕
○
合
点
＜行
か
な
か
つ
た
。
（
・
６
）
△
（
７
・
２
）
→
合
点
が
行
か
な
か
つ
た
。
19
（
・
６
）
20
○
『
太
吉
、
貴
様
は
偉
い
こ
と
を
申
し
た
の
う
。
貴
様
＜、
江
戸
湯
島
の
（
・
９
）
△
19
（
７
・
２
）
→
「
太
吉
、
＜偉
い
こ
と
を
申
し
た
の
う
。
貴
様
は
、
江
戸
湯
島
の
（
・
９
）
20
○
今
朝
ほ
ど
か
ら
、
＜餅
搗
き
の
こ
と
ば
か
り
（
・
）
△
（
７
・
３
）
→
今
朝
ほ
ど
19
12
か
ら
、
そ
れ
で
餅
搗
き
の
こ
と
ば
か
り
（
・
）
20
12
ｇ
し
か
る
に
先
生
の
下
僕
。
す
な
は
ち
貴
様
は
、
（
・
５
）
▲
し
か
る
に
｜
先
生
の
下
20
僕
、
す
な
は
ち
貴
様
は
、
（
７
・
４
）
→
し
か
る
に
先
生
の
下
僕
、
す
な
は
ち
貴
様
は
、
（
・
７
）
21
○
拗
ね
て
み
る
だ
け
で
あ
つ
た
。
（
・
９
）
▲
拗
ね
て
み
て
ゐ
る
だ
け
で
あ
つ
た
。
20
（
８
・
１
）
→
拗
ね
て
ゐ
る
わ
け
で
あ
つ
た
。
（
・
）
21
11
ｅ
覚
蔵
の
頤
髭
（
・
３
）
△
（
８
・
１
）
→
覚
蔵
の
頤
鬚
（
・
８
）
21
22
○
ｇ
太
吉
は
土
間
を
出
て
、
そ
こ
に
立
て
か
け
て
あ
つ
た
鋏
箱
（
・
）
△
（
８
・
21
10
２
）
→
太
吉
は
土
間
を
出
て
＜そ
こ
に
立
て
か
け
て
お
い
た
鋏
箱
（
・
２
）
23
○
水
で
濡
ら
し
て
ゐ
た
。
（
・
）
△
（
８
・
２
）
→
水
で
濡
ら
し
＜た
。
（
・
21
12
23
４
）
○
こ
と
を
話
し
合
つ
て
ゐ
た
。
（
・
４
）
△
（
８
・
３
）
→
こ
と
を
話
し
合
つ
＜た
。
22
（
・
）
23
13
○
何
を
入
れ
て
あ
る
の
ぢ
や
な
？
』
（
・
５
）
△
（
８
・
３
）
→
何
を
入
れ
て
あ
る
の
22
ぢ
や
＜？
」
（
・
）
23
10
ｇ
何
と
か
大
集
成
、
全
冊
（
・
７
）
△
（
８
・
３
）
→
何
と
か
大
集
成
＜全
冊
（
・
22
24
１
）
○
不
逞
な
恰
好
＜風
体
（
・
）
△
（
９
・
１
）
→
不
逞
な
恰
好
の
風
体
（
・
６
）
22
12
24
×
『
の
う
太
吉
。
早
や
日
が
暮
れ
た
、
ゆ
つ
く
り
行
か
う
。
（
・
１
）
▲
「
太
吉
。
い
23
づ
れ
に
し
て
も
、
早
や
日
が
暮
れ
た
。
ゆ
つ
く
り
行
か
う
。
（
９
・
１
）
→
「
の
う
太
吉
。
早
や
日
が
暮
れ
た
、
ゆ
つ
く
り
行
か
う
。
（
・
）
〔
『
満
日
』
の
よ
う
24
11
に
〝
早
や
日
が
暮
れ
た
。
〟
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
か
〕
○
ひ
と
先
づ
＜息
を
入
れ
た
。
（
・
２
）
△
（
９
・
１
）
→
＜先
づ
一
つ
息
を
入
れ
た
。
23
（
・
）
24
12
○
一
ば
ん
重
う
御
座
い
ま
す
な
。
（
・
３
）
▲
一
ば
ん
重
う
御
座
い
ま
し
た
な
。
（
９
23
・
１
）
→
一
ば
ん
重
う
御
座
い
ま
す
＜。
（
・
）
24
13
○
驟
雨
（
・
３
）
▲
俄
雨
（
９
・
１
）
→
俄
雨
（
・
）
に
は
か
あ
め
23
24
13
○
『
先
生
は
、
中
庸
を
得
た
こ
と
を
申
さ
れ
る
』
（
・
）
△
（
９
・
２
）
→
「
先
生
23
11
三
五
頁
は
、
う
が
つ
た
こ
と
を
申
さ
れ
る
」
（
・
７
）
25
○
ａ
そ
し
て
波
打
ち
ぎ
わ
に
沿
ひ
、
（
・
）
▲
そ
し
て
波
打
ち
ぎ
は
に
沿
ひ
、
（
９
23
13
・
２
）
→
そ
の
波
打
ち
ぎ
は
に
沿
ひ
、
（
・
９
）
25
○
或
ひ
は
縁
家
か
ら
帰
つ
て
行
く
お
武
家
（
・
１
）
△
（
９
・
２
）
→
或
ひ
は
縁
家
を
24
訪
ね
て
帰
路
に
つ
い
て
ゐ
る
お
武
家
（
・
～
）
25
14
15
◎
ｇ
陣
羽
織
を
着
て
馬
に
乗
つ
た
役
人
が
、
忙
し
く
馬
を
駆
け
さ
し
て
来
た
。
（
・
３
24
～
４
）
▲
陣
羽
織
を
着
て
馬
に
乗
つ
た
役
人
が
、
馬
を
駆
け
さ
し
て
行
つ
た
。
（
９
・
２
）
→
馬
に
乗
つ
た
陣
羽
織
の
役
人
が
＜忙
し
く
馬
を
馬
を
駆
け
さ
し
て
来
た
。
（
・
１
～
２
）
26
○
同
じ
や
う
な
恰
好
を
し
て
馬
に
乗
つ
た
役
人
が
、
後
ろ
の
方
か
ら
駆
け
つ
け
て
来
た
。
（
・
４
）
△
（
９
・
２
）
→
同
じ
や
う
な
風
俗
を
し
て
馬
に
乗
つ
た
役
人
が
、
後
24
ろ
の
方
か
ら
駆
け
つ
け
て
来
た
。
（
・
２
～
３
）
26
ｇ
乗
馬
の
役
人
は
＜さ
う
呼
ば
は
つ
て
（
・
６
）
▲
そ
の
乗
馬
の
役
人
は
、
さ
う
呼
ば
24
は
つ
て
（
９
・
２
～
３
）
→
乗
馬
の
役
人
は
、
さ
う
呼
ば
は
つ
て
（
・
５
）
26
○
港
内
の
各
お
台
場
で
は
、
す
で
に
日
の
暮
れ
方
か
ら
盛
ん
に
篝
火
を
（
・
７
）
△
24
（
９
・
３
）
→
港
内
の
各
お
台
場
で
は
、
＜盛
ん
に
篝
火
を
（
・
６
）
26
ｄ
覚
蔵
等
は
（
・
８
）
△
（
９
・
３
）
→
覚
蔵
ら
は
（
・
７
）
26
26
【
第
二
齣
】
頁
～
頁
合
計
頁
26
49
24
○
オ
ロ
シ
ヤ
船
〔
半
扉
章
見
出
し
吉
田
貫
三
郎
画
〕
（
頁
）
→
第
二
齣
（
・
25
26
９
）
ｇ
打
ち
見
た
と
こ
ろ
＜こ
の
船
体
の
長
さ
（
・
１
～
２
）
▲
打
ち
見
た
と
こ
ろ
船
体
の
25
長
さ
（
・
１
）
→
打
ち
見
た
と
こ
ろ
、
こ
の
船
体
の
長
さ
（
・
～
）
10
26
11
12
○
大
小
十
五
挺
の
石
火
矢
（
・
３
）
△
（
・
１
）
→
大
小
十
五
挺
の
大
筒
（
・
26
10
26
）12
○
ま
た
艫
＜上
に
も
六
挺
据
ゑ
、
そ
の
上
段
（
・
３
）
▲
ま
た
艫
の
上
に
も
六
挺
据
ゑ
26
つ
け
｜
そ
の
上
段
（
・
１
）
→
ま
た
艫
の
上
に
も
六
挺
据
ゑ
、
そ
の
上
段
（
・
10
26
）12
○
二
挺
の
小
さ
な
石
火
矢
を
（
・
３
～
４
）
△
（
・
１
）
→
二
挺
の
小
型
の
筒
を
26
10
（
・
１
）
27
○
石
火
矢
の
火
蓋
を
切
ら
う
と
し
て
ゐ
る
や
う
な
様
子
で
あ
る
。
（
・
５
）
△
（
・
26
10
１
）
→
大
筒
の
火
蓋
を
切
ら
う
と
し
て
ゐ
る
や
う
な
物
々
し
さ
で
あ
る
。
（
・
２
27
～
３
）
ｇ
夜
目
に
も
＜は
つ
き
り
と
そ
の
気
配
が
（
・
５
～
６
）
△
（
・
１
）
→
夜
目
に
26
10
も
、
は
つ
き
り
と
そ
の
気
配
が
（
・
３
）
27
○
ｇ
し
か
し
検
使
の
一
行
は
、
異
国
船
に
乗
り
移
る
と
き
、
愚
図
々
々
し
て
（
・
）
26
10
△
（
・
１
）
→
と
こ
ろ
が
、
検
使
の
一
行
は
、
異
国
船
に
乗
り
移
る
と
き
＜愚
図
10
々
々
し
て
（
・
７
）
27
○
阿
蘭
陀
大
通
事
＜名
村
八
左
衛
門
（
・
）
△
（
・
１
）
→
阿
蘭
陀
大
通
事
の
名
26
12
10
村
八
左
衞
門
（
・
９
）
27
○
ｇ
彼
は
袴
の
股
立
ち
を
と
り
＜船
腹
の
梯
子
を
伝
つ
て
甲
板
に
た
ど
り
つ
き
、
袴
の
股
立
ち
を
お
ろ
し
て
静
か
に
（
・
～
）
▲
彼
は
袴
の
股
立
ち
を
と
り
船
腹
の
梯
26
13
14
子
を
伝
つ
て
甲
板
に
た
ど
り
つ
く
と
、
袴
の
股
立
ち
を
お
ろ
し
て
静
か
に
（
・10
２
）
→
彼
は
袴
の
股
立
ち
を
と
り
、
船
腹
の
梯
子
を
伝
つ
て
甲
板
に
た
ど
り
つ
く
と
袴
の
股
立
ち
を
お
ろ
し
、
静
か
に
（
・
～
）
27
10
11
ｇ
遠
来
の
客
に
対
し
、
威
儀
を
正
し
て
（
・
１
）
△
（
・
２
）
→
遠
来
の
客
に
対
し
27
10
＜｜
威
儀
を
正
し
て
（
・
～
）
27
12
13
ｄ
ｇ
去
り
な
が
ら
＜こ
の
船
は
、
何
国
の
船
に
て
＜ま
た
如
何
な
る
事
情
に
よ
つ
て
渡
来
な
三
六
頁
さ
れ
た
か
、
（
・
３
～
４
）
△
（
・
２
）
→
さ
り
な
が
ら
、
こ
の
船
は
＜何
国
27
10
の
船
に
て
、
ま
た
如
何
な
る
事
情
に
よ
つ
て
渡
来
な
さ
れ
た
か
。
（
・
～
）
27
14
15
ｇ
そ
の
詳
細
を
う
け
た
ま
は
り
た
く
＜役
目
を
も
つ
て
（
・
４
）
▲
そ
の
詳
細
を
う
け
27
た
ま
は
り
た
く
｜
役
目
を
も
つ
て
（
・
２
）
→
そ
の
詳
細
を
う
け
た
ま
は
り
た
10
く
、
役
目
を
も
つ
て
（
・
４
）
27
ｇ
す
る
と
＜異
国
人
の
堵
列
の
最
右
翼
に
立
つ
て
ゐ
た
肥
大
漢
が
、
大
股
に
進
み
出
て
、
（
・
６
）
▲
す
る
と
、
異
国
人
の
堵
列
の
最
右
翼
に
立
つ
て
ゐ
た
肥
大
漢
が
大
股
27
に
進
み
出
て
（
・
２
）
→
す
る
と
、
異
国
人
の
堵
列
の
最
右
翼
に
立
つ
て
ゐ
た
肥
10
大
漢
が
＜大
股
に
進
み
出
て
、
（
・
３
）
28
○
に
こ
に
こ
と
愛
嬌
笑
ひ
を
し
て
、
八
左
衛
門
の
（
・
８
）
▲
に
こ
に
こ
と
愛
嬌
笑
ひ
27
を
し
て
八
左
衞
門
の
（
・
２
）
→
に
こ
に
こ
と
愛
嬌
笑
ひ
を
見
せ
八
左
衞
門
の
10
（
・
５
～
６
）
28
ｇ
そ
し
て
有
無
を
云
は
せ
ず
、
名
村
大
通
事
の
（
・
９
）
△
（
・
２
）
→
そ
し
て
有
27
10
無
を
云
は
せ
ず
＜名
村
大
通
事
の
（
・
６
）
28
○
肥
大
漢
は
に
こ
に
こ
＜笑
つ
て
ゐ
る
（
・
）
△
（
・
３
）
→
肥
大
漢
は
に
こ
に
27
13
10
こ
と
笑
つ
て
ゐ
る
（
・
）
28
10
○
＜大
通
事
は
握
ら
れ
て
ゐ
る
（
・
）
△
（
・
３
）
→
名
村
大
通
事
は
握
ら
れ
て
27
15
10
ゐ
る
（
・
）
28
12
○
大
小
十
数
挺
の
石
火
矢
（
・
）
△
（
・
４
）
→
大
小
十
数
挺
の
大
筒
（
・
27
17
10
28
）14
○
手
真
似
＜で
あ
る
。
（
・
～
・
１
）
△
（
・
４
）
→
真
似
の
つ
も
り
で
あ
27
17
28
10
る
。
（
・
）
28
15
○
ａ
ｇ
顔
を
ぢ
つ
と
見
つ
め
＜再
び
異
様
な
鴃
舌
の
声
（
・
９
）
▲
顔
を
ぢ
つ
と
見
つ
28
め
、
再
び
異
様
な
鴃
舌
の
声
（
・
１
）
→
顔
を
じ
つ
と
見
つ
め
、
再
び
異
様
の
鴃
11
舌
の
声
（
・
８
）
29
○
＜怖
る
べ
き
オ
ロ
シ
ヤ
船
（
・
～
）
△
（
・
１
）
→
最
早
や
怖
る
べ
き
オ
ロ
28
11
12
11
シ
ヤ
船
（
・
）
29
11
○
背
の
高
い
異
国
人
（
・
２
）
△
（
・
１
）
→
背
の
高
い
異
＜人
（
・
３
）
29
11
30
○
し
か
も
相
手
の
異
国
人
は
、
（
・
６
）
△
（
・
２
）
→
し
か
も
相
手
の
異
＜人
29
11
は
、
（
・
７
）
30
○
相
当
に
格
式
の
あ
る
＜役
人
ら
し
い
面
が
ま
へ
で
あ
る
。
（
・
６
～
７
）
△
（
・
29
11
２
）
→
相
当
に
格
式
の
あ
る
お
役
人
ら
し
い
面
が
ま
へ
で
あ
る
。
（
・
７
～
８
）
30
○
さ
つ
そ
く
検
使
の
立
会
ひ
を
求
め
る
（
・
９
）
△
（
・
２
）
→
直
ぐ
に
検
使
の
立
29
11
会
ひ
を
求
め
る
（
・
）
30
10
ｃ
確
＜に
オ
ロ
シ
ヤ
船
と
見
受
け
ま
す
。
（
・
）
△
確
に
オ
ロ
シ
ヤ
船
と
見
受
け
ま
た
し
か
29
15
す
。
（
・
２
）
→
確
か
に
オ
ロ
シ
ヤ
船
と
見
受
け
ま
す
。
（
・
１
）
11
31
ｇ
武
卒
ら
に
向
か
ひ
＜鴃
舌
を
一
声
（
・
１
）
△
武
卒
ら
に
向
か
ひ
鴃
舌
を
一
声
（
む
30
11
・
２
）
→
武
卒
ら
に
向
か
ひ
、
鴃
舌
を
一
声
（
・
４
）
31
ｃ
武
卒
ら
の
列
に
向
＜ひ
、
ま
た
も
や
（
・
３
）
△
武
卒
ら
の
列
に
向
ひ
、
ま
た
も
や
む
か
30
（
・
２
）
→
武
卒
ら
の
列
に
向
か
ひ
、
ま
た
も
や
（
・
７
）
11
31
ｃ
ｇ
梯
子
口
か
ら
、
甲
板
に
検
使
た
ち
が
姿
を
現
＜し
た
。
（
・
５
）
▲
梯
子
口
か
ら
30
｜
甲
板
に
検
使
た
ち
が
姿
を
現
し
た
。
（
・
３
）
→
梯
子
口
か
ら
＜甲
板
に
検
使
あ
ら
は
11
た
ち
が
姿
を
現
は
し
た
。
ｆ
阿
蘭
陀
屋
敷
の
加
比
丹
ヘ
ン
＜キ
ツ
キ
・
ヅ
ー
フ
（
・
７
）
△
（
・
４
）
→
阿
蘭
30
11
陀
屋
敷
の
加
比
丹
ヘ
ン
ド
キ
ツ
キ
・
ヅ
ー
フ
（
・
）
31
11
ｆ
阿
蘭
陀
役
人
セ
ー
ク
レ
ー
タ
ー
リ
ー
ズ
（
・
７
～
８
）
△
（
・
４
）
→
阿
蘭
陀
役
30
11
人
セ
ー
ク
レ
ー
タ
＜リ
ー
ズ
（
・
～
）
31
11
12
ｇ
検
使
た
ち
裃
を
着
た
人
た
ち
は
＜甲
板
に
（
・
８
）
▲
検
使
た
ち
裃
を
着
た
人
た
ち
30
三
七
頁
は
、
甲
板
に
（
・
４
）
→
検
使
た
ち
裃
を
着
た
人
た
ち
は
、
甲
板
に
（
・
）
11
31
12
○
ｇ
先
刻
＜つ
い
半
と
き
ほ
ど
前
に
（
・
）
△
先
刻
｜
つ
い
半
と
き
ほ
ど
前
に
（
30
10
12
・
１
）
→
先
刻
も
、
つ
い
一
と
き
ほ
ど
前
に
（
・
）
31
14
○
三
人
の
役
人
が
来
船
し
て
、
（
・
～
）
△
（
・
１
）
→
三
人
の
役
人
が
こ
の
30
10
11
12
船
に
来
て
、
（
・
～
・
１
）
31
14
32
○
検
使
が
出
張
す
る
筈
だ
と
云
ひ
残
し
、
三
人
の
役
人
は
急
い
で
引
き
取
つ
て
行
つ
た
の
で
あ
る
。
（
・
～
）
△
（
・
１
）
→
検
使
が
出
張
す
る
と
、
阿
蘭
陀
語
で
30
11
12
12
云
つ
て
、
引
き
取
つ
て
行
つ
た
の
で
あ
る
。
（
・
２
）
32
○
異
＜人
に
お
辞
儀
を
し
た
。
（
・
）
△
（
・
１
）
→
異
国
人
に
お
辞
儀
を
し
30
13
12
た
。
（
・
３
）
32
◎
長
め
の
巻
き
毛
に
な
つ
た
頭
髪
で
（
・
）
△
（
・
１
）
→
巻
き
毛
に
な
つ
た
長
30
14
12
め
の
頭
髪
で
（
・
４
～
５
）
32
ｇ
後
刻
＜御
検
使
の
方
々
が
お
出
迎
へ
に
（
・
３
）
△
（
・
１
）
→
後
刻
、
御
検
使
31
12
の
方
々
が
お
出
迎
へ
に
（
・
９
）
32
○
お
見
知
り
置
き
を
願
ひ
た
い
』
（
・
５
）
△
（
・
１
）
→
お
見
知
り
置
き
＜願
ひ
31
12
た
い
」
（
・
）
32
11
○
ｇ
磊
落
に
＜必
要
以
外
な
こ
と
ま
で
（
・
６
）
▲
寧
ろ
磊
落
に
必
要
以
外
な
こ
と
ま
31
で
（
・
１
）
→
磊
落
で
、
必
要
以
外
な
こ
と
ま
で
（
・
）
12
32
12
○
ｇ
こ
の
船
は
、
何
国
の
船
に
て
＜何
用
あ
つ
て
の
御
寄
港
で
あ
つ
た
か
（
・
～
31
12
）
△
（
・
２
）
→
こ
の
船
は
＜何
国
の
船
に
て
、
何
用
あ
つ
て
＜御
寄
港
な
さ
れ
13
12
た
か
（
・
３
～
４
）
33
○
オ
ロ
シ
ヤ
人
接
待
の
準
備
を
致
さ
れ
て
（
・
２
～
３
）
△
（
・
２
）
→
オ
ロ
シ
ヤ
32
12
人
接
待
の
準
備
ま
で
さ
れ
て
（
・
）
33
11
○
ｇ
ま
た
＜港
外
の
漁
船
に
乗
り
組
む
者
の
所
言
（
・
３
）
△
（
・
２
）
→
ま
た
、
32
12
こ
の
長
崎
港
外
に
魚
漁
す
る
漁
船
の
者
の
所
言
（
・
～
）
33
11
12
○
そ
れ
は
迷
惑
な
、
思
ひ
も
よ
ら
な
い
履
き
ち
が
へ
で
あ
る
。
（
・
５
）
△
（
・
32
12
３
）
→
そ
れ
は
最
近
に
、
一
般
人
民
た
ち
の
云
ひ
ふ
ら
し
て
ゐ
た
流
言
で
あ
つ
た
。
い
ま
そ
の
流
言
が
、
む
く
む
く
と
変
化
し
て
現
れ
た
も
同
然
で
あ
る
。
（
・
～
33
14
）15
○
検
使
た
ち
が
殆
ど
呆
然
と
し
て
ゐ
る
と
、
（
・
５
）
△
検
使
た
ち
が
殆
ど
呆
然
と
し
ほ
と
ん
32
て
ゐ
る
と
、
（
・
３
）
→
検
使
た
ち
が
黙
然
と
し
て
ゐ
る
と
、
（
・
）
12
33
15
ｇ
コ
ル
テ
ゲ
ノ
は
服
の
脇
の
縫
目
か
ら
、
白
い
布
片
を
（
・
５
～
６
）
△
（
・
３
）
32
12
→
コ
ル
テ
ゲ
ノ
は
服
の
脇
の
縫
目
か
ら
＜白
い
布
片
を
（
・
～
・
１
）
33
15
34
○
多
謝
を
申
す
。
（
・
８
）
▲
多
謝
を
申
す
｜
（
・
３
）
→
感
謝
つ
か
ま
つ
る
。
32
12
（
・
２
）
〔
『
満
日
』
は
行
末
の
句
点
を
略
す
〕
34
○
指
さ
し
て
、
（
・
）
△
指
さ
し
て
、
（
・
４
）
→
指
＜し
て
、
（
・
６
）
32
12
12
34
×
ｈ
と
云
つ
て
、
そ
の
戸
口
に
三
人
の
通
事
を
案
内
し
た
。
／
〔
一
行
空
き
〕
／
程
な
く
、
甲
板
の
通
用
口
の
や
う
な
と
こ
ろ
＜ら
、
（
・
～
）
▲
と
云
つ
て
、
そ
32
14
15
の
戸
口
に
三
人
の
通
事
を
案
内
し
た
。
／
〔
第
回
が
終
わ
り
、
第
回
が
始
ま
12
13
る
〕
オ
ロ
シ
ヤ
船
（
四
）
／
程
な
く
、
甲
板
の
通
用
口
の
や
う
な
と
こ
ろ
か
ら
、
（
・
４
～
・
１
）
→
と
云
つ
て
、
そ
の
戸
口
に
三
人
の
通
事
を
案
内
し
た
。
／
12
13
＜程
な
く
、
甲
板
の
通
用
口
の
や
う
な
と
こ
ろ
か
ら
、
（
・
６
～
７
）
34
×
彼
＜ひ
ど
く
様
子
を
改
め
て
、
（
・
）
▲
そ
し
て
ひ
ど
く
様
子
を
改
め
て
、
（
32
16
13
・
１
）
→
彼
は
ひ
ど
く
様
子
を
改
め
て
、
（
・
）
34
10
ｃ
顔
を
見
合
＜せ
た
。
（
・
４
）
△
顔
を
見
合
せ
た
。
（
・
１
）
→
顔
を
見
合
は
せ
33
13
た
。
（
・
）
34
14
○
こ
の
両
名
も
ひ
ど
く
改
ま
つ
て
ゐ
た
。
／
『
で
は
、
御
同
役
』
／
『
し
か
ら
ば
』
／
両
名
は
申
し
合
せ
た
や
う
に
袴
の
襠
に
手
を
入
れ
て
、
（
・
４
～
７
）
▲
こ
の
両
名
33
三
八
頁
も
、
ひ
ど
く
改
ま
つ
て
ゐ
た
。
／
「
で
は
、
御
同
役
」
／
「
し
か
ら
ば
」
／
両
名
は
申
し
合
せ
た
や
う
に
、
袴
の
襠
に
手
を
入
れ
た
。
そ
し
て
、
（
・
１
）
→
こ
の
両
13
名
も
ひ
ど
く
改
ま
つ
て
ゐ
た
。
／
＜両
名
も
袴
の
襠
に
手
を
入
れ
て
、
（
・
～
34
14
）15
ｇ
矢
張
り
足
袋
跣
足
の
摺
り
足
で
、
本
木
小
通
事
の
後
ろ
か
ら
（
・
７
）
▲
矢
張
り
｜
33
足
袋
跣
足
の
摺
り
足
で
、
本
木
小
通
事
の
後
か
ら
（
・
１
）
→
矢
張
り
足
袋
跣
足
13
の
摺
り
足
で
＜本
木
小
通
事
の
後
ろ
か
ら
（
・
）
34
15
ｆ
阿
蘭
陀
船
頭
、
（
・
９
）
△
（
・
１
）
→
阿
蘭
陀
船
長
（
・
２
）
33
13
35
ｆ
阿
蘭
陀
セ
キ
レ
＜タ
リ
ー
ズ
（
・
９
）
▲
阿
蘭
陀
筆
者
（
・
１
）
→
阿
蘭
陀
船
セ
33
13
キ
レ
ー
タ
リ
ー
ズ
（
・
２
）
35
○
ｄ
検
使
達
が
戸
を
明
け
た
て
し
て
傍
を
通
つ
て
も
、
目
の
玉
一
つ
（
・
）
△
（
33
13
13
・
１
～
２
）
→
検
使
達
が
戸
を
あ
け
た
て
し
て
傍
を
通
つ
て
も
武
卒
は
目
の
玉
ひ
と
つ
（
・
６
～
７
）
35
ｇ
十
二
畳
敷
き
で
＜花
毛
氈
が
敷
い
て
（
・
）
△
十
二
畳
敷
き
で
｜
花
毛
氈
が
敷
い
33
14
て
（
・
２
）
→
十
二
畳
敷
き
で
、
花
毛
氈
が
敷
い
て
（
・
８
）
13
35
ｃ
オ
ロ
シ
ヤ
使
節
に
向
＜ひ
、
（
・
７
）
△
オ
ロ
シ
ヤ
使
節
に
向
ひ
、
（
・
２
）
→
む
か
34
13
オ
ロ
シ
ヤ
使
節
に
向
か
ひ
、
（
・
４
）
36
ｃ
オ
ロ
シ
ヤ
使
節
に
申
し
出
た
。
（
・
～
）
△
オ
ロ
シ
ヤ
使
節
に
申
し
出
た
。
ま
を
34
12
13
（
・
３
）
→
オ
ロ
シ
ヤ
使
節
に
申
＜出
た
。
（
・
～
）
13
36
10
11
ｃ
ｇ
御
身
も
ま
た
わ
が
国
風
に
沿
う
て
振
舞
は
れ
る
や
否
や
＜御
所
存
を
承
は
り
た
い
』
（
・
～
）
▲
御
身
も
ま
た
わ
が
国
風
に
沿
う
て
振
舞
は
れ
る
や
御
所
存
を
承
34
15
16
は
り
た
い
」
（
・
３
～
４
）
→
御
身
も
ま
た
わ
が
国
風
に
沿
う
て
振
舞
は
れ
る
や
13
否
や
、
御
所
存
を
承
＜り
た
い
」
（
・
～
）
36
13
14
ｄ
去
り
な
が
ら
（
・
６
）
△
（
・
１
）
→
さ
り
な
が
ら
（
・
６
）
35
14
37
○
次
第
に
困
惑
の
表
情
が
（
・
）
△
（
・
１
）
→
尚
ほ
さ
ら
困
惑
の
表
情
が
（
35
11
14
37
・
）11
×
居
住
ま
ひ
＜な
ほ
し
た
。
（
・
）
▲
居
住
ま
ひ
を
な
ほ
し
た
。
（
・
１
）
→
居
35
12
14
住
ま
ひ
を
な
ほ
し
た
。
（
・
）
37
12
ｆ
侯
爵
レ
ザ
ノ
フ
ド
（
・
）
△
（
・
１
）
→
侯
爵
レ
ザ
ノ
ツ
ト
（
・
）
35
12
14
37
12
ｅ
不
仕
付
（
・
）
△
（
・
１
）
→
不
躾
（
・
）
35
13
14
37
13
○
あ
の
仁
は
オ
ロ
シ
ヤ
の
御
勅
使
で
御
座
ら
う
？
』
（
・
２
）
△
（
・
２
）
→
あ
の
36
14
仁
は
オ
ロ
シ
ヤ
の
御
勅
使
で
あ
る
」
（
・
４
）
38
○
『
左
様
、
（
・
３
）
△
（
・
２
）
→
「
い
か
に
も
、
（
・
５
）
36
14
38
○
例
の
御
信
牌
を
も
所
持
い
た
す
こ
と
で
あ
ら
う
』
（
・
３
～
４
）
△
（
・
２
）
→
36
14
例
の
御
信
牌
を
＜所
持
い
た
し
て
を
る
こ
と
で
あ
ら
う
」
（
・
５
～
６
）
38
○
幕
府
は
一
も
二
も
な
く
拝
み
倒
し
の
一
手
で
相
手
を
（
・
８
）
△
（
・
２
）
→
幕
36
14
府
は
＜拝
み
倒
し
の
一
手
で
相
手
を
（
・
）
38
10
○
談
話
を
と
り
か
は
し
て
ゐ
た
。
（
・
）
△
（
・
２
）
→
談
話
を
と
り
か
は
し
＜
36
13
14
た
。
（
・
）
38
15
ｃ
承
ま
は
り
た
い
（
・
）
△
（
・
２
～
３
）
→
承
＜は
り
た
い
（
・
２
）
36
15
14
39
○
ｇ
外
出
す
る
た
め
に
は
、
事
実
＜相
当
額
の
金
＜を
奉
行
所
の
役
人
に
（
・
６
）
▲
外
37
出
す
る
た
め
に
は
、
事
実
、
当
額
の
金
を
奉
行
相
所
の
役
人
に
（
・
１
）
→
外
出
15
す
る
た
め
に
は
、
事
実
、
相
当
額
の
金
銭
を
奉
行
所
の
役
人
に
（
・
）
〔
『
満
39
10
日
』
の
〝
当
額
の
金
を
奉
行
相
所
〟
の
箇
所
は
誤
植
〕
ｇ
こ
れ
は
＜し
か
し
加
比
丹
の
愚
痴
で
あ
る
。
（
・
８
）
△
（
・
１
）
→
こ
れ
は
、
37
15
し
か
し
加
比
丹
の
愚
痴
で
あ
る
。
（
・
）
39
12
ｇ
『
さ
れ
ば
＜明
日
も
ま
た
、
貴
下
に
四
百
タ
ー
レ
ル
の
（
・
）
△
（
・
１
）
→
37
10
15
「
さ
れ
ば
、
明
日
も
ま
た
＜貴
下
に
四
百
タ
ー
レ
ル
の
（
・
）
39
14
三
九
頁
ｇ
大
散
財
を
か
け
る
こ
と
は
＜予
の
欣
快
と
（
・
）
△
大
散
財
を
か
け
る
こ
と
は
｜
37
10
予
の
欣
快
と
（
・
１
）
→
大
散
財
を
か
け
る
こ
と
は
、
予
の
欣
快
と
（
・
）
15
39
14
○
日
本
の
検
使
た
ち
の
方
を
見
て
云
つ
た
。
（
・
）
△
（
・
１
）
→
日
本
の
検
使
37
13
15
た
ち
の
方
に
向
き
な
ほ
つ
て
云
つ
た
。
（
・
３
）
40
○
ｂ
検
使
た
ち
は
、
今
更
ら
オ
ロ
シ
ヤ
の
颯
爽
た
る
威
力
を
見
せ
つ
け
ら
れ
、
た
ゞ
感
慨
無
量
の
思
ひ
で
あ
つ
た
。
し
か
も
阿
蘭
陀
加
比
丹
は
、
二
の
句
も
つ
け
な
く
て
（
38
・
６
～
７
）
▲
検
使
た
ち
は
、
今
更
オ
ロ
シ
ヤ
の
颯
爽
た
る
威
力
を
見
せ
つ
け
ら
さ
ら
れ
、
た
だ
感
慨
無
量
の
思
ひ
で
あ
つ
た
。
し
か
も
｜
阿
蘭
陀
加
比
丹
は
、
二
の
句
も
つ
け
な
く
て
（
・
２
）
→
＜阿
蘭
陀
加
比
丹
は
、
二
の
句
も
つ
げ
な
く
て
（
・
15
40
）13
ｇ
奉
行
所
の
御
検
使
は
＜｜
江
戸
幕
府
御
発
行
の
信
牌
御
覧
の
儀
を
、
（
・
９
～
）
38
10
▲
奉
行
所
の
御
検
使
は
、
江
戸
幕
府
御
発
行
の
信
牌
御
覧
の
儀
を
、
（
・
２
）
→
15
奉
行
所
の
御
検
使
は
、
江
戸
幕
府
御
発
行
の
信
牌
御
覧
の
儀
を
、
（
・
～
・
40
15
41
１
）
○
阿
蘭
陀
加
比
丹
の
退
席
さ
る
ゝ
お
供
を
承
は
り
、
（
・
～
）
△
（
・
２
）
→
38
11
12
15
阿
蘭
陀
加
比
丹
の
＜お
供
を
承
は
り
、
（
・
３
）
41
×
御
遠
慮
い
た
す
べ
き
か
と
考
へ
る
』
（
・
）
△
（
・
２
）
→
御
遠
慮
い
た
す
べ
38
12
15
き
か
と
考
へ
る
。
（
・
３
～
４
）
〔
『
有
光
』
は
〝
考
へ
る
」
〟
と
あ
る
べ
き
と
41
こ
ろ
〕
○
ｈ
阿
蘭
陀
加
比
丹
の
後
を
追
つ
て
甲
板
に
出
て
行
く
と
、
＜こ
の
オ
ロ
シ
ヤ
船
の
周
囲
に
は
、
（
・
～
）
△
（
・
２
）
→
阿
蘭
陀
加
比
丹
の
後
を
追
つ
て
甲
板
に
38
15
16
15
出
て
行
つ
た
。
／
こ
の
オ
ロ
シ
ヤ
船
の
周
囲
に
は
、
（
・
８
～
９
）
41
○
海
面
は
灯
籠
流
し
の
と
き
の
や
う
な
（
・
）
△
（
・
３
）
→
海
面
は
灯
籠
流
し
38
17
15
の
夜
の
や
う
な
（
・
）
41
10
○
髭
面
の
男
の
背
中
を
（
・
９
～
）
△
（
・
４
）
→
髭
面
＜男
の
背
中
を
（
・
39
10
15
42
４
）
○
ｃ
謂
は
ゆ
る
狒
々
の
笑
顔
と
い
ふ
あ
の
厭
や
ら
し
い
笑
ひ
顔
（
・
）
△
（
・
39
12
16
１
）
→
＜狒
々
の
笑
顔
の
や
う
な
厭
＜ら
し
い
笑
ひ
顔
（
・
６
）
42
ｃ
『
厭
や
ら
し
い
顔
（
・
）
△
（
・
１
）
→
「
厭
＜ら
し
い
顔
（
・
９
）
39
15
16
42
ｂ
指
ざ
し
た
。
（
・
１
）
△
指
ざ
し
た
。
（
・
１
）
→
指
さ
し
た
。
（
・
）
ゆ
び
40
16
42
12
ｇ
い
つ
た
い
あ
の
娘
は
＜紅
毛
人
に
好
か
れ
る
た
ち
ぢ
や
。
（
・
２
～
３
）
△
（
・
40
16
１
）
→
い
つ
た
い
あ
の
娘
は
、
紅
毛
人
に
好
か
れ
る
た
ち
ぢ
や
。
（
・
～
）
42
13
14
ｅ
ｇ
か
つ
て
＜阿
蘭
陀
屋
敷
の
年
若
い
受
附
役
が
、
あ
の
娘
を
見
た
い
ば
つ
か
り
に
、
（
・
３
）
△
（
・
１
）
→
か
つ
て
、
阿
蘭
陀
屋
敷
の
年
若
い
受
付
役
が
＜あ
の
40
16
娘
を
見
た
い
ば
つ
か
り
に
、
（
・
～
・
１
）
42
14
43
○
外
出
費
二
タ
ー
レ
ル
の
苦
面
＜つ
か
な
く
て
、
（
・
４
～
５
）
△
（
・
１
）
→
外
40
16
出
費
二
タ
ー
レ
ル
の
苦
面
も
つ
か
な
く
て
、
（
・
１
～
２
）
〔
あ
る
い
は
誤
植
訂
43
正
と
見
る
べ
き
か
〕
ｃ
問
ひ
合
＜せ
に
参
る
。
（
・
８
）
▲
問
ひ
合
せ
に
来
る
。
（
・
１
）
→
問
ひ
合
は
40
16
せ
に
参
る
。
（
・
５
）
43
ｃ
覚
蔵
の
住
ま
ひ
の
両
隣
り
は
、
（
・
）
△
覚
蔵
の
住
ま
ひ
の
両
隣
り
は
、
（
・
れ
う
と
な
40
12
16
２
）
→
覚
蔵
の
住
ま
ひ
の
両
隣
＜は
、
（
・
）
43
10
ｃ
右
隣
り
に
住
む
医
者
（
・
）
△
右
隣
り
に
住
む
医
者
（
・
２
）
→
右
隣
＜に
住
と
な
40
14
16
む
医
者
（
・
）
△
（
・
１
）
43
12
16
ｃ
左
隣
り
に
住
む
医
者
（
・
～
）
△
左
隣
り
に
住
む
医
者
（
・
２
）
→
左
隣
＜
と
な
40
14
15
16
に
住
む
医
者
（
・
）
43
13
ｇ
病
患
の
切
開
に
あ
た
つ
て
＜病
人
の
（
・
１
）
△
（
・
２
）
→
病
患
の
切
開
に
あ
41
16
た
つ
て
、
病
人
の
（
・
１
）
44
四
〇
頁
×
そ
れ
は
迂
遠
な
法
で
あ
る
と
い
ふ
、
そ
の
医
者
の
新
法
に
よ
れ
ば
、
（
・
３
）
▲
そ
41
れ
は
迂
遠
な
法
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
で
、
そ
の
医
者
の
新
法
に
よ
れ
ば
（
・
２
）
16
→
そ
れ
は
迂
遠
な
法
で
あ
る
と
い
ふ
。
そ
の
医
者
の
新
法
に
よ
れ
ば
、
（
・
３
～
44
４
）
〔
『
今
日
』
は
誤
植
か
〕
ａ
ｅ
ｇ
と
い
ふ
も
の
を
用
ゐ
る
。
或
ひ
は
絹
の
糸
を
用
ゐ
る
。
（
・
４
）
△
（
・
41
16
２
）
→
と
い
ふ
も
の
を
用
ひ
る
、
或
＜は
絹
の
絲
を
用
ひ
る
。
（
・
４
）
44
○
ｅ
糸
を
用
ゆ
る
こ
と
（
・
６
）
△
（
・
３
）
→
絲
を
用
ふ
る
こ
と
（
・
７
）
41
16
44
◎
概
し
て
医
術
と
い
ふ
も
の
は
、
今
日
迂
遠
き
は
ま
る
も
の
だ
さ
う
な
。
（
・
６
～
41
７
）
△
（
・
３
）
→
概
し
て
今
日
の
医
術
と
い
ふ
も
の
は
、
迂
遠
き
は
ま
る
も
の
16
だ
さ
う
な
。
（
・
７
～
８
）
44
○
そ
の
と
き
、
突
然
、
弥
十
郎
の
肩
に
（
・
９
）
△
（
・
３
）
→
そ
の
と
き
、
＜弥
41
16
十
郎
の
肩
に
（
・
）
44
10
ｈ
『
こ
れ
で
、
あ
し
こ
を
見
よ
』
／
と
い
ふ
や
う
に
、
陸
地
の
（
・
～
）
△
（
41
11
12
16
・
４
）
→
「
こ
れ
で
、
あ
し
こ
を
見
よ
」
＜と
い
ふ
や
う
に
、
陸
地
の
（
・
）
44
12
ｂ
指
ざ
し
た
。
（
・
）
△
指
ざ
し
た
。
（
・
４
）
→
指
さ
し
た
。
（
・
）
ゆ
び
41
12
16
44
12
○
お
台
場
を
見
る
こ
と
は
遠
慮
い
た
し
た
い
。
（
・
）
△
（
・
１
）
→
お
台
場
を
41
14
17
望
見
す
る
こ
と
は
遠
慮
い
た
し
た
い
。
（
・
１
）
〔
『
満
日
』
の
〝
こ
と
〟
は
合
45
字
〕
○
ｇ
汝
は
＜左
様
な
も
の
を
見
る
の
で
＜な
い
。
汝
は
＜彼
方
の
民
家
を
見
る
の
で
あ
る
。
彼
方
に
＜一
人
の
＜娘
が
見
ゆ
る
。
（
・
２
～
３
）
△
（
・
１
）
→
汝
は
、
左
様
42
17
な
も
の
を
見
る
の
で
は
な
い
。
汝
は
、
彼
方
の
民
家
を
見
る
の
で
あ
る
。
彼
方
に
、
一
人
の
美
し
い
娘
が
見
ゆ
る
。
（
・
５
～
６
）
45
○
ｇ
彼
女
の
名
は
＜何
で
あ
る
か
？
ま
た
彼
女
の
家
の
名
は
何
で
あ
る
か
？
』
（
・42
３
）
▲
彼
女
の
名
は
何
で
あ
る
か
？
、
ま
た
彼
女
の
家
の
名
は
何
で
あ
る
か
？
」
（
・
１
）
→
彼
女
の
名
は
、
何
で
あ
る
か
？
＜彼
女
の
家
の
名
は
何
で
あ
る
17
か
？
」
（
・
６
）
45
○
文
錦
堂
の
看
板
女
（
・
）
△
（
・
２
）
→
文
錦
堂
の
看
板
娘
（
・
）
42
12
17
45
15
○
ｃ
櫛
巻
き
に
髪
を
結
つ
て
ゐ
た
。
（
・
）
△
櫛
巻
き
に
髪
を
結
つ
て
ゐ
た
。
（
く
し
ま
42
12
17
・
２
）
→
櫛
巻
＜に
＜結
つ
て
ゐ
た
。
（
・
１
）
46
ｃ
櫛
巻
き
の
髪
に
（
・
３
）
△
櫛
巻
き
の
髪
に
（
・
２
）
→
櫛
巻
＜の
髪
に
（
・
く
し
ま
43
17
46
９
）
◎
そ
の
町
奴
風
の
若
い
男
に
、
娘
は
お
辞
儀
を
（
・
５
）
△
（
・
２
）
→
娘
は
そ
の
43
17
町
奴
風
の
若
い
男
に
お
辞
儀
を
（
・
）
46
11
○
弥
十
郎
は
こ
の
一
部
始
終
を
（
・
６
）
△
（
・
２
）
→
弥
十
郎
は
そ
の
一
部
始
終
43
17
を
（
・
）
46
12
○
さ
れ
ば
こ
の
船
の
乗
組
＜は
、
（
・
７
）
▲
さ
れ
ば
こ
の
船
の
乗
組
み
は
、
（
・
の
り
く
43
17
２
）
→
さ
れ
ば
こ
の
船
の
乗
組
の
人
た
ち
は
、
（
・
）
〔
あ
る
い
は
『
今
日
』
46
13
『
満
日
』
は
誤
植
と
み
る
べ
き
か
〕
○
吾
れ
ら
は
＜、
カ
ナ
リ
ア
島
に
て
も
上
陸
し
た
。
（
・
）
△
（
・
３
）
→
吾
れ
43
10
17
ら
は
こ
の
港
に
来
る
途
中
、
カ
ナ
リ
ア
島
に
＜上
陸
し
た
。
（
・
２
）
47
○
＜サ
ウ
テ
・
ア
メ
リ
カ
国
に
て
も
上
陸
し
た
。
（
・
）
▲
サ
ウ
テ
。
ア
メ
リ
カ
国
43
10
に
て
も
上
陸
し
た
。
（
・
３
）
→
ま
た
、
サ
ウ
テ
・
ア
メ
リ
カ
国
に
て
も
上
陸
し
17
た
。
（
・
２
～
３
）
47
○
そ
の
他
、
各
所
に
上
陸
し
、
欝
を
散
じ
た
。
（
・
）
△
（
・
３
）
→
そ
の
他
、
43
11
17
各
所
に
上
陸
し
て
欝
を
散
じ
た
。
（
・
３
）
47
ｇ
マ
ル
ケ
イ
サ
島
に
て
は
、
各
自
に
（
・
）
△
（
・
３
）
→
マ
ル
ケ
イ
サ
島
に
て
43
11
17
は
＜各
自
に
（
・
３
～
４
）
47
ｅ
遠
目
鏡
（
・
）
△
（
・
４
）
→
遠
眼
鏡
（
・
６
）
43
14
17
47
四
一
頁
ｂ
二
の
句
が
つ
け
な
か
つ
た
。
（
・
）
▲
二
の
句
も
つ
け
な
か
つ
た
。
（
・
４
）
43
14
17
→
二
の
句
が
つ
げ
な
か
つ
た
。
（
・
６
）
47
ｈ
不
埒
な
こ
と
を
云
ふ
も
の
で
あ
る
。
／
弥
十
郎
は
呆
れ
果
て
、
（
・
２
～
３
）
△
44
（
・
１
）
→
不
埒
な
こ
と
を
云
ふ
も
の
で
あ
る
。
＜弥
十
郎
は
呆
れ
果
て
、
（
18
47
・
）10
ｇ
な
る
ほ
ど
こ
の
髭
面
は
、
他
の
武
卒
ら
と
違
ひ
＜腰
に
胴
乱
の
や
う
な
（
・
）
△
44
11
（
・
１
）
→
な
る
ほ
ど
こ
の
髭
面
は
＜他
の
武
卒
ら
と
違
ひ
、
腰
に
胴
乱
の
や
う
18
な
（
・
４
）
48
ｇ
数
人
の
オ
ロ
シ
ヤ
人
が
突
つ
立
つ
て
、
物
珍
し
さ
う
に
（
・
～
）
△
（
・
44
16
17
18
２
）
→
数
人
の
オ
ロ
シ
ヤ
人
が
突
つ
立
つ
て
＜物
珍
し
さ
う
に
（
・
９
～
）
48
10
×
ｇ
こ
の
オ
ロ
シ
ヤ
＜た
ち
は
、
阿
蘭
陀
語
が
（
・
）
△
（
・
２
）
→
こ
の
オ
ロ
44
17
18
シ
ヤ
人
た
ち
は
＜阿
蘭
陀
語
が
（
・
）
〔
〝
オ
ロ
シ
ヤ
〟
と
い
う
国
名
で
〝
オ
48
10
ロ
シ
ヤ
人
〟
を
指
す
こ
と
は
可
能
だ
が
、
他
の
箇
所
で
は
全
て
〝
オ
ロ
シ
ヤ
人
〟
と
表
記
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
は
誤
植
と
見
ら
れ
る
〕
○
い
ま
吾
れ
ら
に
僚
船
＜に
つ
い
て
質
問
を
（
・
２
）
▲
い
ま
吾
れ
ら
に
不
用
な
質
問
45
を
（
・
２
）
→
い
ま
吾
れ
ら
に
僚
船
の
有
無
に
つ
い
て
質
問
を
（
・
）
18
48
12
○
＜イ
ヷ
ン
の
髭
面
は
、
い
き
な
り
艫
の
方
に
（
・
７
）
▲
イ
ヷ
ン
の
髭
面
は
、
い
き
45
な
り
薇
仕
掛
の
や
う
に
向
き
を
変
へ
た
。
そ
し
て
艫
の
方
に
（
・
２
）
→
す
る
と
18
イ
ヷ
ン
＜は
、
＜艫
の
方
に
（
・
２
）
49
ｅ
向
か
つ
て
駆
け
出
し
て
行
き
、
（
・
７
）
△
（
・
２
）
向
か
つ
て
駆
け
出
し
て
行
む
45
18
き
、
→
向
か
つ
て
駈
け
出
し
て
行
き
、
（
・
２
）
49
ｅ
み
ん
な
艫
の
方
に
駆
け
出
し
た
。
（
・
８
）
△
（
・
２
）
→
み
ん
な
艫
の
方
に
駈
45
18
け
出
し
た
。
（
・
３
）
49
×
武
卒
ら
に
鑓
鉄
砲
を
と
つ
て
整
列
し
、
（
・
８
～
９
）
▲
武
卒
ら
は
鑓
鉄
砲
を
と
つ
45
て
整
列
し
、
（
・
２
～
３
）
→
武
卒
ら
は
鑓
鉄
砲
を
と
つ
て
整
列
し
、
（
・
３
18
49
～
４
）
〔
『
今
日
』
は
〝
は
〟
を
字
形
の
似
通
っ
た
〝
に
〟
と
誤
っ
た
か
〕
ｂ
イ
ヷ
ン
は
あ
ま
り
急
い
た
の
で
、
（
・
）
△
イ
ヷ
ン
は
あ
ま
り
急
い
た
の
で
、
い
そ
45
10
（
・
３
）
→
イ
ヷ
ン
は
あ
ま
り
急
い
だ
の
で
、
（
・
５
）
〔
『
今
日
』
は
〝
急せ
18
49
い
た
〟
と
も
解
し
う
る
が
、
あ
る
い
は
〝
急
い
だ
〟
の
誤
植
と
す
る
べ
き
か
〕
○
問
題
の
草
浦
覚
蔵
だ
』
（
・
）
△
（
・
４
）
→
た
し
か
に
草
浦
覚
蔵
だ
」
（
45
12
18
49
・
７
）
【
第
三
齣
】
頁
～
頁
合
計
頁
49
68
20
○
文
錦
堂
さ
ん
〔
半
扉
吉
田
貫
三
郎
画
〕
（
頁
）
→
第
三
齣
（
・
９
）
47
49
ｇ
草
書
長
屋
の
草
浦
覚
蔵
は
、
自
称
憂
国
の
志
士
で
あ
る
。
（
・
１
）
▲
草
書
長
屋
の
48
草
浦
覚
蔵
は
、
自
称
、
憂
国
の
志
士
で
あ
る
。
（
・
１
）
→
草
書
長
屋
の
草
浦
覚
19
蔵
は
＜自
称
憂
国
の
志
士
で
あ
る
。
（
・
）
49
10
ｇ
浪
々
生
活
で
、
貧
乏
暮
ら
し
は
（
・
１
～
２
）
△
（
・
１
）
→
浪
々
生
活
で
＜貧
48
19
乏
暮
ら
し
は
（
・
～
）
49
10
11
ｃ
こ
ゝ
暫
ら
く
は
（
・
９
～
）
△
こ
こ
暫
ら
く
は
（
・
１
）
→
こ
こ
暫
＜く
は
し
ば
48
10
19
（
・
９
～
）
50
10
ｇ
至
急
、
オ
ロ
シ
ヤ
船
の
海
に
浮
か
ぶ
絵
（
・
）
△
（
・
１
）
→
至
急
＜オ
ロ
シ
48
10
19
ヤ
船
の
海
に
浮
か
ぶ
絵
（
・
９
）
50
ｇ
覚
蔵
は
、
も
う
一
度
そ
の
書
状
を
（
・
２
）
△
（
・
２
）
→
覚
蔵
は
＜も
う
一
度
49
19
そ
の
書
状
を
（
・
）
50
15
ｄ
ｇ
さ
う
云
つ
て
、
入
口
の
格
子
戸
を
明
け
る
音
が
し
た
。
（
・
５
）
△
（
・
２
）
49
19
→
さ
う
云
つ
て
＜入
口
の
格
子
戸
を
あ
け
る
音
が
し
た
。
（
・
３
）
51
ｄ
ｇ
番
頭
は
、
上
に
あ
が
つ
て
来
て
＜仕
切
り
の
唐
紙
を
明
け
た
。
（
・
）
△
（
49
10
19
四
二
頁
・
２
）
→
番
頭
は
＜上
に
あ
が
つ
て
来
て
、
仕
切
り
の
唐
紙
を
あ
け
た
。
（
・51
８
）
ｃ
ｅ
殆
＜ど
駆
け
出
す
や
う
に
（
・
４
）
△
殆
ど
駆
け
出
す
や
う
に
（
・
４
）
→
殆
ほ
と
ん
50
19
ん
ど
駈
け
出
す
や
う
に
（
・
５
）
52
ｅ
無
闇
に
（
・
６
）
△
無
闇
に
（
・
１
）
→
無
暗
に
（
・
６
）
む
や
み
50
20
52
○
戻
つ
て
来
た
さ
う
ス
。
（
・
７
）
△
（
・
１
）
→
戻
つ
て
参
つ
た
さ
う
ス
。
（
50
20
52
・
７
）
×
ｇ
名
村
様
を
は
じ
め
、
末
席
弥
十
郎
＜も
お
い
で
に
な
つ
た
（
・
７
）
▲
名
村
様
を
50
は
じ
め
、
末
席
弥
十
郎
様
も
お
い
で
に
な
つ
た
（
・
１
）
→
名
村
様
を
は
じ
め
＜
20
末
席
弥
十
郎
様
も
お
い
で
に
な
つ
た
（
・
７
～
８
）
〔
『
今
日
』
は
〝
様
〟
を
誤
52
脱
〕
○
手
首
を
挫
か
れ
た
さ
う
で
御
座
い
ま
す
な
』
（
・
９
～
）
△
（
・
１
）
→
手
首
50
10
20
を
挫
か
れ
た
さ
う
ス
な
」
（
・
９
～
）
52
10
×
歩
く
こ
と
に
か
け
て
も
大
並
み
以
上
は
し
つ
こ
い
。
（
・
～
）
▲
歩
く
こ
と
に
50
11
12
か
け
て
も
人
並
み
以
上
は
し
つ
こ
い
。
（
・
１
）
→
歩
く
こ
と
に
か
け
て
も
大
並
20
み
以
上
は
し
つ
こ
い
。
（
・
～
）
〔
誤
植
継
承
。
〝
人
並
み
〟
と
あ
る
べ
き
52
11
12
と
こ
ろ
〕
ｇ
お
見
舞
ひ
と
し
て
、
金
一
封
を
（
・
）
△
（
・
１
）
→
お
見
舞
ひ
と
し
て
＜金
50
14
20
一
封
を
（
・
）
52
14
○
五
両
と
は
ず
ゐ
ぶ
ん
奮
発
し
た
も
の
で
あ
る
。
（
・
３
）
△
（
・
１
）
→
＜ず
ゐ
51
20
ぶ
ん
奮
発
し
た
も
の
で
あ
る
。
（
・
６
）
53
○
『
そ
れ
は
、
ま
性
急
な
』
（
・
）
▲
「
そ
れ
は
ま
、
性
急
な
」
（
・
２
）
→
51
10
20
「
そ
れ
は
＜性
急
な
」
（
・
）
51
11
○
『
い
や
、
そ
れ
で
三
日
間
で
（
・
）
△
（
・
２
）
→
「
＜そ
れ
で
三
日
間
で
51
11
20
（
・
）
53
14
○
『
左
様
、
私
は
三
箇
月
ぐ
ら
ゐ
と
の
見
当
ス
。
（
・
）
△
（
・
２
）
→
「
左
51
15
20
様
、
＜三
箇
月
ぐ
ら
ゐ
と
の
見
当
ス
。
（
・
３
）
54
ｇ
ま
か
り
ま
ち
が
へ
ば
、
半
年
も
一
年
も
（
・
）
△
（
・
２
）
→
ま
か
り
ま
ち
が
51
17
20
へ
ば
＜半
年
も
一
年
も
（
・
５
）
54
○
三
日
か
四
日
で
引
き
あ
げ
＜て
は
、
（
・
５
）
▲
三
日
か
四
日
で
引
き
あ
げ
ら
れ
52
て
、
（
・
３
）
→
三
日
か
四
日
で
引
き
あ
げ
ら
れ
て
＜、
（
・
）
20
54
10
○
覚
蔵
は
潔
く
、
／
『
承
知
、
承
知
』
／
と
合
点
し
た
。
（
・
８
～
９
）
△
（
・
52
20
４
）
→
覚
蔵
は
潔
く
＜合
点
し
た
。
（
・
）
54
13
ｇ
そ
れ
で
、
オ
ロ
シ
ヤ
船
の
絵
だ
け
は
、
（
・
４
）
△
（
・
１
）
→
そ
れ
で
＜オ
ロ
53
21
シ
ヤ
船
の
絵
だ
け
は
、
（
・
）
55
10
ｇ
『
内
々
で
、
誰
に
売
捌
く
の
だ
な
？
（
・
６
）
△
（
・
１
）
→
「
内
々
で
＜誰
に
53
21
売
捌
く
の
だ
な
？
（
・
）
55
12
○
仲
間
を
殖
や
す
種
に
す
る
さ
う
ス
＜。
（
・
８
）
▲
仲
間
を
殖
や
す
種
に
す
る
さ
う
53
ス
な
。
（
・
２
）
→
仲
間
を
殖
や
す
種
に
す
る
さ
う
ス
な
。
（
・
～
・
21
55
15
56
１
）
ｇ
尤
も
、
国
論
者
流
に
も
二
様
の
気
質
（
・
８
～
９
）
▲
尤
も
、
国
論
者
流
に
も
二
種
53
類
の
気
質
（
・
２
）
→
尤
も
＜国
論
者
流
に
も
二
様
の
気
質
（
・
１
）
か
た
ぎ
21
56
○
大
き
な
大
筒
を
（
・
）
▲
大
き
な
大
き
な
大
筒
を
（
・
２
）
→
大
き
な
＜筒
を
53
10
21
（
・
２
）
〔
『
満
日
』
の
〝
大
き
な
〟
は
衍
字
か
。
『
有
光
』
の
〝
大
き
な
筒
〟
56
は
〝
大
き
な
大
筒
〟
と
あ
る
べ
き
か
〕
○
ｇ
文
錦
堂
の
番
頭
は
、
懐
＜か
ら
金
一
封
を
（
・
）
△
（
・
２
）
→
文
錦
堂
の
53
12
21
番
頭
は
＜懐
中
か
ら
金
一
封
を
（
・
４
）
56
ｇ
熨
斗
を
つ
け
、
『
御
見
舞
』
と
書
き
＜更
ら
に
（
・
～
）
▲
熨
斗
を
つ
け
、
53
14
15
四
三
頁
「
御
見
舞
」
と
書
き
更
に
（
・
２
）
→
熨
斗
を
つ
け
＜「
御
見
舞
」
と
書
き
、
更
さ
ら
21
ら
に
（
・
７
～
８
）
56
ｅ
『
確
か
に
貯
つ
た
。
（
・
）
△
「
確
か
に
貯
つ
た
。
（
・
２
）
→
「
確
か
に
預
た
し
53
16
21
つ
た
。
（
・
９
）
56
ｇ
文
錦
堂
の
番
頭
は
、
く
ど
い
こ
と
念
を
押
し
た
。
（
・
１
）
△
（
・
２
）
→
文
錦
54
21
堂
の
番
頭
は
＜く
ど
い
こ
と
念
を
押
し
た
。
（
・
）
56
11
ｇ
弥
十
郎
の
宅
に
は
、
書
斎
の
窓
に
ま
だ
明
り
が
（
・
２
）
△
（
・
２
）
→
弥
十
郎
54
21
の
宅
に
は
＜書
斎
の
窓
に
ま
だ
明
り
が
（
・
）
56
13
ｇ
弥
十
郎
の
声
が
、
入
口
の
戸
（
・
２
）
△
（
・
２
）
→
弥
十
郎
の
声
が
＜入
口
の
54
21
戸
（
・
～
）
56
13
14
ｇ
ｈ
声
の
調
子
で
は
、
あ
ま
り
不
機
嫌
で
も
な
さ
さ
う
で
あ
る
。
／
覚
蔵
は
戸
の
外
か
ら
（
・
３
～
４
）
△
（
・
２
）
→
声
の
調
子
で
は
＜あ
ま
り
不
機
嫌
で
も
な
さ
さ
54
21
う
で
あ
る
。
＜覚
蔵
は
戸
の
外
か
ら
（
・
）
56
14
×
覚
蔵
は
咳
払
ひ
を
し
て
、
（
・
６
）
△
（
・
３
）
→
覚
蔵
は
咳払
ひ
を
し
て
、
54
21
（
・
２
）
57
ｇ
戸
の
内
側
か
ら
、
女
の
声
で
答
へ
が
あ
つ
た
。
（
・
８
）
△
（
・
３
）
→
戸
の
内
54
21
側
か
ら
＜女
の
声
で
答
へ
が
あ
つ
た
。
（
・
４
）
57
ｄ
い
ま
戸
を
明
け
る
』
（
・
）
△
（
・
４
）
→
い
ま
戸
を
あ
け
る
」
（
・
）
54
14
21
57
11
ｄ
お
袋
御
が
明
け
て
く
れ
た
。
（
・
）
△
（
・
４
）
→
お
袋
御
が
あ
け
て
く
れ
54
15
21
た
。
（
・
）
57
12
○
＜先
生
は
御
機
嫌
い
か
ゞ
で
御
座
い
ま
す
か
？
』
（
・
）
〔
『
満
日
』
第
回
未
55
10
22
見
〕
→
老
先
生
、
御
機
嫌
い
か
が
で
御
座
い
ま
す
か
？
」
（
・
８
）
58
○
オ
ロ
シ
ヤ
人
の
遠
眼
鏡
は
よ
く
見
え
る
も
の
だ
な
』
（
・
）
〔
『
満
日
』
第
回
55
13
22
未
見
〕
→
オ
ロ
シ
ヤ
人
の
遠
眼
鏡
は
よ
く
見
え
る
＜な
」
（
・
）
58
11
ｇ
弥
十
郎
の
お
袋
御
に
会
釈
し
て
、
金
一
封
を
（
・
３
）
〔
『
満
日
』
第
回
未
見
〕
56
22
→
弥
十
郎
の
お
袋
御
に
会
釈
し
て
＜金
一
封
を
（
・
３
）
59
ｇ
書
見
台
の
上
に
は
、
部
厚
な
蘭
書
が
（
・
５
）
〔
『
満
日
』
第
回
未
見
〕
→
書
見
56
22
台
の
上
に
は
＜部
厚
な
蘭
書
が
（
・
５
）
59
ｄ
『
御
書
見
中
、
お
邪
魔
し
て
（
・
７
）
〔
『
満
日
』
第
回
未
見
〕
→
「
御
書
見
56
22
中
、
御
邪
魔
し
て
（
・
７
）
59
○
弥
十
郎
は
微
笑
を
も
ら
し
て
ゐ
た
。
（
・
）
〔
『
満
日
』
第
回
未
見
〕
→
弥
十
56
15
22
郎
は
微
笑
を
見
せ
て
ゐ
た
。
（
・
）
59
15
◎
ｄ
そ
の
時
窓
の
外
で
、
／
『
岩
瀬
氏
、
御
在
宅
か
？
阿
蘭
陀
通
事
、
岩
瀬
弥
十
郎
氏
は
御
在
宅
か
？
』
／
無
遠
慮
な
銅
鑼
声
で
云
ふ
も
の
が
あ
つ
た
。
（
・
３
～
５
）
57
△
（
・
１
）
→
そ
の
と
き
窓
の
外
で
、
無
遠
慮
な
銅
鑼
声
で
云
ふ
も
の
が
あ
つ
23
た
。
／
「
岩
瀬
氏
、
御
在
宅
か
？
阿
蘭
陀
通
事
、
岩
瀬
弥
十
郎
氏
は
御
在
宅
か
？
」
（
・
６
～
７
）
60
ｃ
顔
を
見
合
＜せ
た
。
（
・
６
）
△
（
・
１
）
→
顔
を
見
合
は
せ
た
。
（
・
８
）
57
23
60
ｄ
窓
を
明
け
て
も
ら
ひ
た
い
』
（
・
７
）
△
（
・
１
）
→
窓
を
あ
け
て
も
ら
ひ
た
57
23
い
」
（
・
９
）
60
ｄ
戸
を
明
け
た
。
（
・
９
）
△
（
・
１
）
→
戸
を
あ
け
た
。
（
・
）
57
23
60
11
ｇ
そ
れ
は
弥
十
郎
と
顔
見
知
り
の
、
中
込
卯
之
助
と
い
ふ
者
で
あ
る
。
（
・
）
△
57
13
（
・
１
）
→
そ
れ
は
弥
十
郎
と
顔
見
知
り
の
＜中
込
卯
之
助
と
い
ふ
者
で
あ
る
。
23
（
・
１
）
61
○
物
々
し
く
毛
を
生
や
し
、
（
・
）
△
（
・
１
）
→
物
々
し
い
鬚
を
生
や
し
、
57
14
23
（
・
２
～
３
）
61
×
衣
類
を
来
て
（
・
）
▲
衣
類
を
着
て
（
・
１
）
→
衣
類
を
着
て
（
・
３
）
い
る
い
き
57
15
23
61
◎
ｃ
顔
役
は
大
き
く
腕
組
み
を
し
て
、
難
し
さ
う
な
顔
を
し
た
。
し
か
し
弥
十
郎
に
向
＜
四
四
頁
つ
て
腹
を
立
て
た
の
で
は
な
い
。
オ
ロ
シ
ヤ
人
の
穢
ら
は
し
い
所
業
に
腹
を
立
て
、
腕
組
み
を
し
て
天
の
一
角
を
睨
ん
だ
わ
け
で
あ
る
。
（
・
６
～
７
）
△
顔
役
は
大
58
き
く
腕
組
み
を
し
て
、
難
し
さ
う
な
顔
を
し
た
。
し
か
し
弥
十
郎
に
向
つ
て
腹
を
立
う
で
く
む
つ
か
む
か
て
た
の
で
は
な
い
。
オ
ロ
シ
ヤ
人
の
穢
ら
は
し
い
所
業
に
腹
を
立
て
、
腕
組
み
を
し
け
が
げ
う
て
天
の
一
角
を
睨
ん
だ
わ
け
で
あ
る
。
（
・
２
）
→
顔
役
は
大
き
く
腕
を
組
み
、
23
難
し
い
顔
を
し
て
天
の
一
角
を
睨
ん
だ
。
し
か
し
弥
十
郎
に
向
か
つ
て
腹
を
立
て
た
の
で
は
な
い
。
オ
ロ
シ
ヤ
人
の
穢
ら
は
し
い
所
業
に
対
し
て
腹
を
立
て
た
わ
け
で
あ
る
。
（
・
～
）
61
10
11
ｇ
浜
通
り
の
居
酒
屋
で
は
、
何
の
理
由
も
な
く
（
・
８
～
９
）
△
浜
通
り
の
居
酒
屋
で
と
ほ
58
は
、
何
の
理
由
も
な
く
（
・
２
）
→
浜
通
り
の
居
酒
屋
で
は
＜何
の
理
由
も
な
く
23
（
・
～
）
61
12
13
ｇ
オ
ロ
シ
ヤ
人
が
見
た
浜
の
女
は
、
名
は
何
と
云
ふ
か
？
』
（
・
）
△
（
・
２
）
58
15
23
→
オ
ロ
シ
ヤ
人
が
見
た
浜
の
女
は
＜名
は
何
と
云
ふ
か
？
」
（
・
４
）
62
ｇ
『
こ
れ
は
ま
た
、
厳
し
い
御
詮
議
に
（
・
）
△
（
・
２
）
→
「
こ
れ
は
ま
た
＜
58
16
23
厳
し
い
御
詮
議
に
（
・
５
）
62
ｇ
そ
し
て
顔
役
は
、
決
定
的
な
口
吻
で
（
・
１
）
△
（
・
２
）
→
そ
し
て
顔
役
は
＜
59
23
決
定
的
な
口
吻
で
（
・
８
）
62
ｇ
オ
ロ
シ
ヤ
人
に
＜断
じ
て
そ
の
女
を
見
せ
な
い
や
う
に
、
守
護
せ
ね
ば
な
ら
ん
。
（
59
・
２
）
△
（
・
２
～
３
）
→
オ
ロ
シ
ヤ
人
に
、
断
じ
て
そ
の
女
を
見
せ
な
い
や
う
23
に
＜守
護
せ
ね
ば
な
ら
ん
。
（
・
９
～
）
62
10
ｃ
そ
れ
と
な
く
顔
を
見
合
＜せ
た
。
（
・
４
）
△
（
・
３
）
→
そ
れ
と
な
く
顔
を
見
59
23
合
は
せ
た
。
（
・
）
62
11
ｇ
懸
想
し
て
ゐ
る
女
を
、
無
理
や
り
（
・
４
～
５
）
△
（
・
３
）
→
懸
想
し
て
ゐ
る
59
23
女
を
＜無
理
や
り
（
・
～
）
62
11
12
○
弥
十
郎
は
覚
蔵
の
た
め
、
ひ
と
肌
ぬ
ぐ
意
気
込
み
を
顔
に
見
せ
て
顔
役
に
云
つ
た
。
（
・
５
～
６
）
△
（
・
３
～
４
）
→
弥
十
郎
は
＜顔
役
に
云
つ
た
。
（
・
59
23
62
）12
ｄ
と
云
つ
た
。
（
・
）
△
（
・
４
）
→
と
い
つ
た
。
（
・
２
）
59
11
23
63
ｇ
オ
ロ
シ
ヤ
と
い
へ
ば
世
界
の
果
て
だ
、
の
う
岩
瀬
通
事
、
さ
う
で
あ
ら
う
？
』
（
・59
）
△
（
・
１
）
→
オ
ロ
シ
ヤ
と
い
へ
ば
世
界
の
果
て
だ
。
の
う
岩
瀬
通
事
、
さ
15
24
う
で
あ
ら
う
？
」
（
・
６
～
７
）
63
○
且
つ
ま
た
、
オ
ロ
シ
ヤ
人
が
そ
の
女
の
名
を
（
・
５
）
△
（
・
１
）
→
尚
ほ
ま
60
24
た
、
オ
ロ
シ
ヤ
人
が
そ
の
女
の
名
を
（
・
）
63
13
ｇ
し
か
し
＜う
つ
か
り
口
を
す
べ
ら
す
と
、
そ
の
女
は
尼
に
さ
れ
る
（
・
７
～
８
）
△
60
（
・
１
）
→
し
か
し
、
う
つ
か
り
口
を
す
べ
ら
す
と
＜｜
そ
の
女
は
尼
に
さ
れ
る
24
（
・
２
～
３
）
64
○
お
そ
ら
く
、
弥
十
郎
の
同
役
末
永
甚
右
衛
門
が
（
・
）
▲
明
ら
か
に
、
弥
十
郎
の
60
12
同
役
末
永
甚
右
衞
門
が
（
・
２
）
→
た
ぶ
ん
弥
十
郎
の
同
役
末
永
甚
右
衞
門
が
24
（
・
８
）
64
×
ｇ
お
ま
＜に
そ
の
噂
は
、
百
層
倍
も
美
談
化
さ
れ
て
ゐ
る
。
（
・
～
）
▲
お
ま
60
13
14
け
に
そ
の
噂
は
、
百
層
倍
も
美
談
化
さ
れ
た
噂
で
あ
る
。
（
・
２
）
→
お
ま
け
に
24
そ
の
噂
は
＜百
層
倍
も
美
談
化
さ
れ
て
ゐ
る
。
（
・
９
～
）
〔
『
今
日
』
は
64
10
〝
け
〟
を
誤
脱
〕
×
し
か
し
弥
十
郎
に
は
通
事
と
し
て
の
彼
の
立
場
が
あ
る
、
彼
は
そ
の
噂
を
（
・
）
60
15
▲
し
か
し
弥
十
郎
に
は
、
通
事
と
し
て
の
彼
の
立
場
が
あ
る
。
彼
は
そ
の
噂
を
（
24
・
２
）
→
し
か
し
弥
十
郎
に
は
通
事
と
し
て
の
彼
の
立
場
が
あ
る
。
彼
は
そ
の
噂
を
（
・
）
64
11
ｅ
飛
語
（
・
）
△
（
・
２
）
→
蜚
語
（
・
）
60
16
24
64
12
四
五
頁
○
暗
が
り
に
は
提
灯
の
灯
が
一
つ
見
え
、
（
・
７
）
▲
そ
の
暗
が
り
に
は
、
提
灯
の
灯
く
ら
て
う
ち
ん
ひ
61
が
一
つ
見
え
、
（
・
２
）
→
暗
が
り
に
＜提
灯
の
灯
が
一
つ
見
え
、
（
・
５
）
24
65
○
『
何
と
い
ふ
名
の
女
な
？
』
（
・
）
△
（
・
３
）
→
「
何
と
い
ふ
＜女
か
」
61
12
24
（
・
）
65
10
○
俺
や
考
へ
た
が
、
そ
の
女
の
頭
、
比
丘
尼
に
剃
り
落
し
て
（
・
）
△
俺
や
考
へ
た
61
14
が
、
そ
の
女
の
頭
、
比
丘
尼
に
剃
り
落
し
て
（
・
４
）
→
俺
や
＜、
そ
の
女
の
頭
お
と
24
を
比
丘
尼
に
剃
り
落
し
て
（
・
）
65
13
○
や
ら
う
と
考
へ
て
を
つ
た
と
こ
ろ
さ
』
／
『
い
や
、
い
け
ね
え
。
そ
の
女
と
い
ふ
は
、
長
州
屋
の
若
旦
那
に
の
ぼ
せ
切
つ
て
を
る
さ
う
な
。
若
旦
那
も
満
更
ら
で
も
な
い
さ
う
な
』
／
『
ふ
ん
、
そ
り
や
相
手
が
悪
い
』
／
〔
一
行
空
き
〕
門
口
の
と
こ
ろ
に
（
・
～
・
２
）
▲
や
ら
う
と
考
へ
て
を
つ
た
と
こ
ろ
さ
」
／
「
い
や
、
い
け
61
16
62
ね
え
。
そ
の
女
と
い
ふ
は
、
長
州
屋
の
若
旦
那
に
の
ぼ
せ
切
つ
て
を
る
さ
う
な
。
若
旦
那
も
満
更
で
も
な
い
さ
う
な
」
／
「
ふ
ん
、
そ
り
や
相
手
が
悪
い
」
／
〔
第
回
■
ら
24
が
終
わ
り
、
第
回
が
始
ま
る
〕
文
錦
堂
さ
ん
（
七
）
／
門
口
の
と
こ
ろ
に
（
・
25
24
４
～
・
１
）
→
や
ら
う
と
考
へ
て
を
つ
た
と
こ
ろ
さ
」
＜〔
一
行
空
き
〕
門
口
の
25
と
こ
ろ
に
（
・
～
・
１
）
〔
『
満
日
』
の
〝
更
〟
の
ル
ビ
は
〝
ざ
ら
〟
か
と
65
13
66
思
わ
れ
る
が
、
判
読
で
き
な
い
〕
○
顔
役
と
手
下
の
話
し
声
は
、
そ
の
暗
闇
か
ら
聞
こ
え
る
の
で
あ
る
。
／
『
棟
梁
。
わ
つ
ち
も
、
長
州
屋
の
若
旦
那
に
は
義
理
が
あ
る
の
で
な
。
そ
れ
だ
に
よ
つ
て
、
ち
と
手
を
出
し
か
ね
る
の
さ
』
／
も
う
一
人
、
別
の
手
下
ら
し
い
男
の
が
ら
が
ら
声
が
聞
こ
え
て
来
た
。
／
『
棟
梁
。
わ
つ
ち
は
＜新
参
で
、
長
州
屋
に
は
何
の
義
理
も
ね
え
。
そ
れ
に
女
と
い
ふ
も
の
は
、
悪
性
な
も
の
と
定
つ
て
る
。
あ
の
女
の
頭
を
比
丘
尼
に
し
な
さ
る
な
ら
、
わ
つ
ち
に
そ
の
役
目
を
仰
せ
つ
け
て
も
ら
ひ
て
え
、
頼
む
』
／
顔
役
は
無
雑
作
に
承
諾
し
た
。
／
『
よ
か
ら
う
、
貴
様
に
任
し
た
。
所
詮
あ
の
女
は
、
い
つ
か
は
男
と
の
い
き
さ
つ
で
比
丘
尼
に
さ
れ
る
代
物
だ
。
ぐ
り
ぐ
り
坊
主
に
剃
つ
て
し
ま
へ
』
（
・
４
～
）
▲
顔
役
と
手
下
の
話
し
声
は
、
そ
の
暗
闇
か
ら
聞
こ
62
11
え
る
の
で
あ
る
。
／
「
棟
梁
。
わ
つ
ち
も
、
長
州
屋
の
若
旦
那
に
は
義
理
が
あ
る
の
で
な
。
そ
れ
だ
に
よ
つ
て
、
ち
と
手
を
出
し
か
ね
る
の
さ
」
／
す
る
と
も
う
一
人
、
別
の
手
下
ら
し
い
男
の
が
ら
が
ら
声
が
聞
こ
え
た
。
／
「
棟
梁
。
わ
つ
ち
は
新
参
で
、
長
州
屋
に
は
何
の
義
理
も
ね
え
。
そ
れ
に
女
と
い
ふ
も
の
は
、
悪
性
な
も
の
と
思
つ
て
る
。
そ
れ
で
万
が
一
、
あ
の
女
の
頭
を
比
丘
尼
に
し
な
さ
る
な
ら
、
わ
つ
ち
に
そ
の
役
目
を
仰
せ
つ
け
て
も
ら
ひ
て
え
、
頼
む
」
／
顔
役
は
今
度
は
考
へ
を
変
へ
た
も
の
と
見
え
、
無
雑
作
に
承
諾
し
た
。
／
「
よ
か
ら
う
、
貴
様
に
任
し
た
。
所
詮
、
あ
の
女
は
、
い
つ
か
は
男
の
い
き
さ
つ
で
比
丘
尼
に
さ
れ
る
代
物
だ
。
ぐ
り
ぐ
り
坊
主
に
剃
つ
て
し
ま
へ
」
（
・
１
）
→
顔
役
と
手
下
の
話
し
声
は
、
そ
の
暗
闇
25
か
ら
聞
こ
え
る
の
で
あ
る
。
＜も
う
一
人
、
別
の
手
下
ら
し
い
男
の
が
ら
が
ら
声
が
聞
こ
え
て
来
た
。
／
「
棟
梁
。
わ
つ
ち
は
ま
だ
新
参
だ
が
、
女
の
頭
を
比
丘
尼
に
し
な
さ
る
な
ら
、
わ
つ
ち
に
そ
の
役
目
を
仰
せ
つ
け
て
も
ら
ひ
て
え
、
頼
む
」
／
＜
「
よ
か
ら
う
、
貴
様
に
任
し
た
。
＜ぐ
り
ぐ
り
坊
主
に
剃
つ
て
し
ま
へ
」
（
・
３
66
～
７
）
○
髪
の
毛
を
坊
主
に
す
る
＜は
よ
い
が
、
（
・
１
）
▲
女
の
髪
の
毛
を
坊
主
に
す
る
は
63
よ
い
が
、
（
・
２
）
→
髪
の
毛
を
坊
主
に
す
る
の
は
よ
い
が
、
（
・
）
25
66
13
×
か
き
さ
ら
す
ぞ
』
（
・
２
）
△
（
・
２
）
→
か
き
さ
ら
す
ぞ
』
（
・
）
63
25
66
14
〔
『
有
光
』
は
〝
」
〟
を
使
用
す
る
べ
き
と
こ
ろ
〕
○
女
に
因
果
を
云
ひ
含
め
＜前
の
浜
に
連
れ
て
行
け
。
（
・
６
）
▲
女
に
因
果
を
云
ひ
63
含
め
て
、
前
の
浜
に
連
れ
て
行
け
。
（
・
２
）
→
女
に
因
果
を
云
ひ
含
め
て
前
の
25
浜
に
連
れ
て
行
け
。
（
・
３
）
67
ｃ
だ
が
、
貴
様
、
周
章
＜て
耳
な
ど
（
・
７
）
▲
し
か
し
｜
貴
様
、
周
章
て
耳
な
ど
あ
は
て
63
四
六
頁
（
・
２
）
→
だ
が
、
貴
様
、
周
章
て
て
耳
な
ど
（
・
４
）
25
67
○
さ
う
い
ふ
無
慙
な
企
て
に
つ
い
て
話
し
合
つ
て
ゐ
た
。
（
・
９
）
△
（
・
２
）
→
63
25
そ
ん
な
無
慙
こ
と
を
話
し
合
つ
て
ゐ
た
。
（
・
７
）
67
ｇ
顔
役
は
窓
の
明
る
み
の
届
く
と
こ
ろ
に
来
て
、
弥
十
郎
に
云
つ
た
。
（
・
～
）
63
11
12
△
（
・
３
）
→
顔
役
は
窓
の
明
る
み
の
届
く
と
こ
ろ
に
来
て
＜弥
十
郎
に
云
つ
25
た
。
（
・
９
～
）
67
10
○
『
通
事
殿
、
貴
公
、
明
日
も
ま
た
（
・
）
△
（
・
３
）
→
「
通
事
殿
。
明
日
も
63
13
25
ま
た
（
・
）
67
11
○
『
で
は
お
顔
役
、
（
・
）
△
（
・
３
）
→
「
＜お
顔
役
、
（
・
）
63
16
25
67
14
○
ｃ
ｈ
顔
役
は
暗
闇
の
な
か
に
引
返
し
た
。
そ
し
て
提
灯
の
明
り
を
先
き
に
立
て
、
手
下
た
ち
を
連
れ
て
門
口
を
出
て
行
つ
た
。
／
嵐
が
吹
き
去
つ
た
後
の
や
う
に
静
か
に
な
つ
た
。
／
弥
十
郎
は
窓
を
閉
め
改
め
て
覚
蔵
と
顔
を
見
合
＜せ
た
。
／
覚
蔵
は
下
座
に
か
し
こ
ま
り
、
物
に
お
び
え
た
目
つ
き
で
弥
十
郎
の
顔
を
見
詰
め
て
ゐ
た
。
（
63
・
～
・
４
）
▲
顔
役
は
暗
闇
の
な
か
に
引
返
し
た
。
そ
し
て
提
灯
の
明
り
を
先
17
64
き
に
立
て
、
手
下
た
ち
を
連
れ
て
門
口
を
出
て
行
つ
た
。
／
嵐
が
吹
き
去
つ
た
後
の
や
う
に
静
か
に
な
つ
た
。
／
弥
十
郎
は
窓
の
戸
を
閉
め
る
と
、
改
め
て
覚
蔵
と
顔
を
見
合
せ
た
。
／
覚
蔵
は
下
座
に
か
し
こ
ま
り
、
物
に
お
び
え
て
ゐ
る
目
つ
き
で
弥
十
郎
の
顔
を
見
詰
め
て
ゐ
た
。
（
・
３
～
４
）
→
顔
役
は
暗
闇
の
な
か
に
消
え
て
行
25
つ
た
。
／
嵐
が
吹
き
去
つ
た
後
の
や
う
に
静
か
に
な
つ
た
。
＜弥
十
郎
は
窓
を
閉
め
改
め
て
覚
蔵
と
顔
を
見
合
は
せ
た
。
＜覚
蔵
は
下
座
に
か
し
こ
ま
り
、
物
に
お
び
え
た
目
つ
き
で
弥
十
郎
の
顔
を
見
詰
め
て
ゐ
た
。
（
・
～
・
４
）
67
15
68
【
第
四
齣
】
頁
～
頁
合
計
頁
68
81
14
○
深
夜
の
こ
と
〔
半
扉
吉
田
貫
三
郎
画
〕
（
頁
）
→
第
四
齣
（
・
５
）
65
68
ｅ
意
気
悄
沈
（
・
２
）
△
（
・
１
）
→
意
気
銷
沈
（
・
７
）
66
26
68
ｇ
明
倫
堂
は
御
用
学
ぢ
や
、
そ
れ
に
儂
は
、
（
・
９
）
▲
明
倫
堂
は
御
用
学
ぢ
や
。
そ
66
れ
に
儂
は
、
（
・
１
）
→
明
倫
堂
は
御
用
学
ぢ
や
。
そ
れ
に
儂
は
、
（
・
２
）
26
69
○
太
吉
の
声
は
、
い
つ
も
の
や
う
に
間
延
び
の
し
た
声
で
あ
つ
た
。
／
『
そ
れ
で
も
先
生
は
、
北
夷
を
防
ぐ
に
は
南
蛮
を
討
て
と
申
さ
れ
ま
し
た
』
（
・
～
）
△
（
66
10
11
26
・
１
）
→
＜「
そ
れ
で
も
先
生
は
、
北
夷
を
防
ぐ
に
は
南
蛮
を
討
て
と
申
さ
れ
ま
し
た
」
（
・
３
）
69
ａ
講
釈
し
て
お
ゐ
で
に
な
り
ま
し
た
』
（
・
）
△
（
・
１
）
→
講
釈
し
て
お
い
で
66
13
26
に
な
り
ま
し
た
」
（
・
５
～
６
）
69
○
今
尚
ほ
思
ひ
や
る
べ
し
ぢ
や
』
（
・
３
）
△
（
・
１
）
→
今
尚
ほ
思
ひ
み
る
べ
し
67
26
ぢ
や
」
（
・
）
69
10
ｇ
そ
の
話
し
声
は
、
覚
蔵
の
直
ぐ
後
ろ
ま
で
（
・
４
）
△
（
・
２
）
→
そ
の
話
し
声
66
26
は
＜覚
蔵
の
直
ぐ
後
ろ
ま
で
（
・
）
69
11
○
ｇ
す
る
と
太
吉
の
声
が
、
覚
蔵
に
追
ひ
す
が
つ
て
来
た
。
（
・
４
）
△
（
・
２
）
67
26
→
そ
し
て
太
吉
の
声
が
＜覚
蔵
に
追
ひ
す
が
つ
て
来
た
。
（
・
～
）
69
11
12
ｃ
覚
蔵
の
頭
の
先
＜か
ら
爪
先
き
ま
で
（
・
８
）
▲
覚
蔵
の
頭
の
先
き
か
ら
爪
先
き
ま
67
で
（
・
２
）
→
覚
蔵
の
頭
の
先
き
か
ら
爪
先
き
ま
で
（
・
１
）
26
70
ｇ
覚
蔵
は
懐
か
ら
手
を
出
し
て
、
鄭
重
に
鶴
賓
先
生
に
お
辞
儀
を
し
た
。
（
・
９
）
△
67
（
・
２
）
→
覚
蔵
は
懐
か
ら
手
を
出
し
て
＜鄭
重
に
鶴
賓
先
生
に
お
辞
儀
を
し
26
た
。
（
・
２
）
70
○
ｇ
だ
が
＜そ
の
後
日
の
貴
公
の
心
懐
（
・
）
▲
だ
が
そ
の
後
日
の
、
貴
公
の
心
懐
67
14
（
・
２
～
３
）
→
だ
が
、
そ
の
後
＜の
貴
公
の
心
懐
（
・
７
）
26
70
ｇ
覚
蔵
は
ま
た
お
辞
儀
を
し
て
、
先
生
に
云
つ
た
。
（
・
）
△
（
・
３
）
→
覚
蔵
67
15
26
は
ま
た
お
辞
儀
を
し
て
＜先
生
に
云
つ
た
。
（
・
９
）
70
四
七
頁
○
御
面
倒
を
か
け
＜、
（
・
）
△
（
・
３
）
→
御
面
倒
を
か
け
ま
し
て
、
（
・
67
16
26
70
）10
ａ
鋏
箱
を
ぢ
つ
と
見
て
を
り
ま
し
た
。
（
・
２
～
３
）
▲
挟
箱
を
ぢ
つ
と
見
て
を
り
ま
68
し
た
。
（
・
４
）
→
鋏
箱
を
じ
つ
と
見
て
を
り
ま
し
た
。
（
・
～
）
26
70
13
14
ａ
ｄ
後
ろ
姿
を
ぢ
つ
と
見
て
を
り
ま
し
た
』
（
・
３
）
△
（
・
４
）
→
後
ろ
姿
を
じ
68
26
つ
と
見
て
居
り
ま
し
た
」
（
・
）
70
14
×
反
つ
て
つ
ら
い
の
ぢ
や
』
（
・
５
）
△
（
・
４
）
→
反
つ
て
つ
ら
い
の
ぢ
や
。
68
26
（
・
１
）
〔
『
有
光
』
の
〝
。
〟
は
〝
」
〟
を
用
い
る
べ
き
と
こ
ろ
〕
71
ｇ
鶴
賓
先
生
は
さ
う
云
つ
て
、
先
き
に
立
つ
て
歩
き
出
し
た
。
（
・
７
）
△
（
・
68
27
１
）
→
鶴
賓
先
生
は
さ
う
云
つ
て
＜先
き
に
立
つ
て
歩
き
出
し
た
。
（
・
３
）
71
ｃ
ｇ
覚
蔵
が
、
周
章
＜て
そ
れ
を
打
ち
消
し
た
。
（
・
）
△
覚
蔵
が
、
周
章
て
そ
れ
あ
は
て
68
13
を
打
ち
消
し
た
。
（
・
１
）
→
覚
蔵
が
＜周
章
て
て
そ
れ
を
打
ち
消
し
た
。
（
27
71
・
）10
○
研
鑽
に
餘
念
が
な
い
こ
と
ぢ
や
ら
う
』
（
・
～
）
△
（
・
２
）
→
研
鑽
に
餘
69
16
17
27
念
が
な
い
さ
う
な
」
（
・
１
～
２
）
73
ｅ
古
実
を
た
づ
ね
る
の
ぢ
や
。
（
・
３
）
△
（
・
３
）
→
故
実
を
た
づ
ね
る
の
ぢ
70
27
や
。
（
・
５
）
73
ｇ
『
い
や
、
一
向
に
』
（
・
７
）
△
（
・
３
）
→
「
い
や
＜一
向
に
」
（
・
９
）
70
27
73
×
カ
ン
ボ
チ
ヤ
、
阿
媽
、
チ
ヤ
ン
バ
（
・
）
▲
カ
ン
ボ
チ
ヤ
、
阿
媽
港
、
チ
ヤ
ン
バ
あ
こ
う
70
11
（
・
４
）
→
カ
ン
ボ
チ
ヤ
、
阿
媽
、
チ
ヤ
ン
バ
（
・
）
〔
〝
阿
媽
〟
は
〝
阿
27
73
13
媽
港
〟
（
現
在
の
マ
カ
オ
を
指
す
）
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
〕
ｅ
ｇ
な
け
れ
ば
古
実
が
わ
か
ら
ぬ
の
で
＜｜
お
役
所
へ
献
言
で
き
ぬ
さ
う
な
。
（
・70
11
～
）
▲
な
け
れ
ば
献
言
で
き
ぬ
さ
う
な
。
（
・
４
）
→
な
け
れ
ば
故
実
が
わ
か
12
27
ら
ぬ
の
で
、
お
役
所
へ
献
言
で
き
ぬ
さ
う
な
。
（
・
～
）
73
13
14
ｈ
こ
と
ぢ
や
ら
う
』
／
〔
一
行
空
き
〕
／
オ
ロ
シ
ヤ
船
は
暗
い
海
上
に
、
黒
く
う
づ
く
ま
つ
た
感
じ
で
浮
ん
で
ゐ
た
。
（
・
～
）
▲
こ
と
ぢ
や
ら
う
」
／
〔
第
回
が
70
12
13
27
終
わ
り
、
第
回
が
始
ま
る
〕
深
夜
の
こ
と
（
三
）
／
オ
ロ
シ
ヤ
船
は
暗
い
海
上
28
に
、
黒
く
う
づ
く
ま
つ
た
感
じ
で
浮
ん
で
ゐ
た
。
（
・
４
～
・
１
）
→
こ
と
ぢ
27
28
や
ら
う
」
／
＜オ
ロ
シ
ヤ
船
は
暗
い
海
上
に
、
黒
く
う
づ
く
ま
つ
た
感
じ
で
浮
ん
で
ゐ
た
。
（
・
～
・
１
）
73
15
74
○
『
何
や
ら
、
寂
寞
ぢ
や
＜。
こ
の
景
色
を
見
て
を
る
と
、
は
て
し
な
い
か
の
ご
と
き
気
持
ぢ
や
わ
い
』
（
・
３
）
△
（
・
１
）
→
「
何
や
ら
、
寂
寞
ぢ
や
わ
い
。
こ
の
71
28
景
色
を
見
て
を
る
と
、
は
て
し
な
い
か
の
ご
と
き
気
持
ぢ
や
＜』
（
・
６
）
74
ｇ
『
は
て
、
覚
蔵
殿
は
、
ま
だ
塞
ぎ
の
蟲
か
。
（
・
６
）
▲
「
は
て
、
覚
蔵
殿
は
ま
71
だ
。
塞
ぎ
の
蟲
か
。
（
・
１
）
→
「
は
て
、
覚
蔵
殿
は
＜ま
だ
塞
ぎ
の
蟲
か
。
28
（
・
９
）
74
ｃ
殆
＜ど
醜
態
ぢ
や
』
（
・
７
）
△
殆
ど
醜
態
ぢ
や
」
（
・
１
）
→
殆
ん
ど
醜
態
ぢ
ほ
と
ん
71
28
や
」
（
・
）
74
10
ｄ
腰
を
卸
し
て
ゐ
た
。
（
・
～
）
△
（
・
３
）
→
腰
を
お
ろ
し
て
ゐ
た
。
（
72
10
11
28
76
・
２
）
ｈ
『
一
軒
、
二
軒
、
三
軒
目
。
い
ざ
飲
み
に
行
か
う
』
／
〔
一
行
空
き
〕
／
こ
れ
が
町
場
の
居
酒
屋
な
ら
夜
更
け
て
か
ら
の
商
ひ
は
御
法
度
で
あ
る
。
（
・
～
・
１
）
72
17
73
▲
「
一
軒
、
二
軒
、
三
軒
目
。
い
ざ
、
飲
み
に
行
か
う
」
／
〔
第
回
が
終
わ
り
、
28
第
回
が
始
ま
る
〕
深
夜
の
こ
と
（
四
）
／
こ
れ
が
町
場
の
居
酒
屋
な
ら
夜
更
け
て
29
か
ら
の
商
ひ
は
御
法
度
で
あ
る
。
（
・
４
～
・
１
）
→
「
一
軒
、
二
軒
、
三
軒
28
29
目
。
い
ざ
飲
み
に
行
か
う
」
／
＜こ
れ
が
町
場
の
居
酒
屋
な
ら
夜
更
け
て
か
ら
の
商
ひ
は
御
法
度
で
あ
る
。
（
・
８
～
９
）
76
×
権
右
衛
門
店
（
・
３
）
△
権
右
衞
門
店
（
・
１
）
→
権
右
衞
門
＜（
・
）
ご
ん
え
も
ん
み
せ
73
29
76
11
四
八
頁
○
＜儒
者
風
の
若
い
男
も
、
ち
よ
つ
と
酩
酊
し
て
ゐ
た
や
う
で
あ
る
。
（
・
９
）
▲
儒
77
者
風
の
若
い
男
は
、
ひ
ど
く
酩
酊
し
て
ゐ
た
や
う
で
あ
る
。
（
・
１
）
→
こ
の
儒
29
者
風
の
若
い
男
も
、
ち
よ
つ
と
酩
酊
し
て
ゐ
た
や
う
で
あ
る
。
（
・
２
）
77
○
一
度
に
十
二
軒
の
家
が
消
し
と
ぶ
の
ぢ
や
ぞ
。
（
・
）
△
（
・
１
）
→
一
度
に
73
10
29
十
二
軒
の
家
が
消
し
と
ぶ
の
ぢ
や
＜。
（
・
３
）
77
ｇ
恰
度
こ
の
漁
師
原
の
人
家
が
、
一
軒
残
ら
ず
（
・
）
▲
恰
度
、
こ
の
漁
師
原
の
人
て
う
ど
73
11
家
が
一
軒
残
ら
ず
（
・
１
）
→
恰
度
こ
の
漁
師
原
の
人
家
が
＜一
軒
残
ら
ず
（
29
77
・
４
）
○
『
へ
い
、
お
い
で
な
さ
い
ま
せ
、
お
酒
で
御
座
い
ま
す
か
？
』
（
・
４
）
▲
「
へ
い
74
へ
い
、
お
い
で
な
さ
い
ま
せ
、
お
酒
で
御
座
い
ま
す
か
？
」
（
・
２
）
→
「
へ
29
い
、
お
い
で
な
さ
い
ま
せ
＜」
（
・
）
77
13
ｃ
わ
ざ
わ
ざ
向
き
を
変
へ
て
三
人
と
差
し
向
＜ひ
に
な
つ
た
。
（
・
８
～
９
）
△
わ
ざ
74
わ
ざ
向
き
を
変
へ
て
三
人
と
差
し
向
ひ
に
な
つ
た
。
（
・
２
）
→
わ
ざ
わ
ざ
向
き
む
む
か
29
を
変
へ
て
三
人
と
差
し
向
か
ひ
に
な
つ
た
。
（
・
３
）
78
○
『
御
連
中
様
、
で
は
御
老
人
、
失
礼
な
が
ら
…
…
』
（
・
）
▲
「
な
る
ほ
ど
御
連
74
10
中
様
か
。
で
は
御
老
人
も
失
礼
な
が
ら
…
…
」
（
・
２
）
→
「
＜御
老
人
、
失
礼
29
な
が
ら
…
…
」
（
・
４
）
78
○
そ
れ
で
は
、
嘆
山
先
生
で
は
な
か
つ
た
か
な
？
』
（
・
２
）
△
（
・
４
）
→
＜嘆
75
29
山
先
生
で
は
な
か
つ
た
か
な
？
」
（
・
）
78
14
×
飲
み
助
、
は
ま
た
酒
を
つ
ぎ
足
し
た
。
（
・
）
▲
飲
み
助
は
、
ま
た
酒
を
つ
ぎ
足
75
13
し
た
。
（
・
１
）
→
飲
み
助
＜は
ま
た
酒
を
つ
ぎ
足
し
た
。
（
・
）
30
79
11
ｇ
『
だ
が
、
感
心
。
（
・
）
▲
「
し
か
し
偉
い
。
（
・
１
）
→
「
だ
が
＜感
心
。
75
16
30
（
・
）
79
14
○
周
章
て
そ
れ
を
引
込
め
た
。
（
・
６
）
△
周
章
て
そ
れ
を
引
込
め
た
。
（
・
２
）
あ
は
て
76
30
→
＜そ
れ
を
引
込
め
た
。
（
・
６
）
80
ｃ
恥
づ
か
し
い
筆
蹟
で
御
座
い
ま
す
。
（
・
７
）
△
恥
づ
か
し
い
筆
蹟
で
御
座
い
ま
は
76
す
。
（
・
２
）
→
恥
＜か
し
い
筆
蹟
で
御
座
い
ま
す
。
（
・
７
～
８
）
30
80
○
先
生
は
膝
を
乗
り
出
し
た
が
、
飲
み
助
は
（
・
）
△
（
・
２
）
→
先
生
は
膝
を
76
10
30
乗
り
出
し
た
。
飲
み
助
は
（
・
）
80
10
○
『
い
や
、
私
が
朗
読
い
た
し
ま
す
。
何
と
も
拙
い
筆
蹟
で
御
座
い
ま
す
。
先
生
は
（
76
・
）
△
（
・
２
）
→
「
い
や
、
私
が
朗
読
い
た
し
ま
す
。
＜先
生
は
（
・
15
30
80
）15
ｇ
角
行
燈
の
と
こ
ろ
に
行
つ
て
飲
め
。
太
吉
、
貴
様
は
覚
蔵
殿
に
お
酌
す
る
の
ぢ
や
。
（
・
１
～
２
）
▲
角
行
燈
の
と
こ
ろ
へ
行
つ
て
飲
め
。
太
吉
、
貴
様
は
覚
蔵
殿
77
に
、
お
酌
す
る
の
ぢ
や
。
（
・
２
）
→
角
行
燈
の
と
こ
ろ
に
行
つ
て
飲
め
、
太
30
吉
、
貴
様
は
覚
蔵
殿
に
お
酌
す
る
の
ぢ
や
。
（
・
３
～
４
）
81
○
ｇ
ｈ
鶴
賓
先
生
は
、
固
唾
を
の
ん
で
聞
い
て
ゐ
た
。
／
飲
み
助
の
嘆
山
先
生
は
、
（
77
・
７
～
８
）
△
（
・
３
）
→
鶴
賓
先
生
は
＜固
唾
を
の
ん
で
＜ゐ
た
。
＜飲
み
助
の
30
嘆
山
先
生
は
、
（
・
９
）
81
ｇ
ｆ
オ
ロ
シ
ヤ
国
軍
艦
、
ナ
デ
ジ
ダ
号
に
こ
れ
あ
り
候
。
（
・
８
）
△
（
・
４
）
→
77
30
オ
ロ
シ
ヤ
国
＜軍
艦
ナ
デ
ジ
タ
号
に
こ
れ
あ
り
候
。
（
・
）
81
10
【
第
五
齣
】
頁
～
頁
頁
82
105
26
○
伝
写
の
夜
〔
半
扉
吉
田
貫
三
郎
画
〕
（
頁
）
→
第
五
齣
（
・
１
）
〔
『
今
日
』
79
82
で
は
半
扉
・
目
次
と
も
に
〝
伝
写
の
夜
〟
と
あ
る
が
、
『
満
日
』
の
各
回
の
章
見
出
し
は
〝
転
写
の
夜
〟
と
あ
る
〕
○
『
こ
れ
を
お
聞
き
下
さ
い
。
オ
ロ
シ
ヤ
人
は
、
こ
の
や
う
な
返
答
を
し
て
を
り
ま
す
』
／
嘆
山
先
生
と
い
ふ
飲
み
助
は
、
懐
紙
に
書
き
写
し
た
問
答
の
聞
取
り
書
き
を
読
ん
四
九
頁
だ
。
殆
ん
ど
黙
読
す
る
や
う
に
、
ご
く
低
声
に
読
ん
だ
の
で
あ
る
。
（
・
１
～
80
３
）
▲
「
こ
れ
を
お
聞
き
下
さ
い
。
オ
ロ
シ
ヤ
人
は
、
こ
の
や
う
な
返
答
を
し
て
を
り
ま
す
」
／
嘆
山
先
生
と
い
ふ
飲
み
助
は
、
懐
紙
に
書
き
写
し
た
問
答
の
聞
取
り
書
き
を
読
ん
だ
。
殆
ん
ど
黙
読
す
る
や
う
に
、
声
を
ひ
そ
め
て
読
ん
だ
の
で
あ
る
。
（
・
１
）
→
＜嘆
山
先
生
と
い
ふ
飲
み
助
は
＜殆
ん
ど
黙
読
す
る
や
う
に
、
ご
く
低
31
声
に
読
ん
だ
の
で
あ
る
。
（
・
２
）
82
ｇ
ｆ
ニ
コ
ラ
イ
・
バ
ル
ト
ル
イ
ラ
・
レ
ザ
ノ
ツ
ト
侯
爵
に
御
座
候
＜―
（
・
５
）
△
80
（
・
１
）
→
ニ
コ
ラ
イ
・
バ
ル
ト
ル
イ
ツ
チ
・
レ
ザ
ノ
ツ
ト
侯
爵
に
御
座
候
。
31
―
（
・
４
）
82
○
ｇ
『
左
様
、
気
ま
ぐ
れ
で
は
あ
る
ま
い
な
。
し
て
、
い
ま
そ
の
貴
公
の
読
ん
だ
、
セ
ン
ト
ア
ン
ナ
第
一
等
勲
章
（
・
７
）
▲
「
も
と
よ
り
、
気
ま
ぐ
れ
で
は
あ
る
ま
い
80
な
。
し
て
、
い
ま
そ
の
貴
公
の
読
ん
だ
、
セ
ン
ト
ア
ン
ナ
第
一
等
勲
章
（
・
１
）
31
→
「
＜し
て
、
い
ま
そ
の
貴
公
の
読
ん
だ
＜セ
ン
ト
ア
ン
ナ
第
一
等
勲
章
（
・
７
）
82
ｇ
信
牌
の
儀
＜｜
右
は
こ
の
た
び
（
・
～
）
▲
信
牌
の
儀
、
右
は
こ
の
た
び
（
80
13
14
31
・
２
）
→
信
牌
の
儀
、
右
は
こ
の
た
び
（
・
２
）
83
○
持
参
い
た
さ
れ
候
や―
し
て
、
こ
こ
に
こ
の
や
う
な
（
・
）
△
（
・
２
）
→
80
14
31
持
参
い
た
さ
れ
候
や―
＜こ
こ
に
こ
の
や
う
な
（
・
２
）
83
ａ
ｈ
鶴
賓
先
生
は
ぢ
つ
と
考
へ
込
ん
で
ゐ
た
。
／
嘆
山
先
生
は
そ
の
続
き
を
読
ん
だ
。
（
・
２
～
３
）
△
（
・
２
）
→
鶴
賓
先
生
は
じ
つ
と
考
へ
込
ん
で
ゐ
た
。
＜嘆
81
31
山
先
生
は
そ
の
続
き
を
読
ん
だ
。
（
・
４
）
83
○
ｇ
『
一
、
検
使
曰
く
で
御
座
い
ま
す
。
右
の
次
第
は
、
長
崎
奉
行
所
へ
（
・
４
）
▲
81
「
一
、
検
使
曰
く
で
御
座
い
ま
す
な
。
右
の
次
第
は
、
長
崎
奉
行
所
へ
（
・
２
）
31
→
「
一
、
検
使
曰
く
、
右
の
次
第
は
＜長
崎
奉
行
所
へ
（
・
５
）
83
ｈ
鶴
賓
先
生
は
筆
に
矢
立
の
墨
を
含
ま
せ
た
。
／
嘆
山
先
生
は
煙
管
で
（
・
８
～
９
）
81
▲
鶴
賓
先
生
は
懐
紙
を
左
手
に
持
ち
、
筆
に
矢
立
の
墨
を
含
ま
せ
た
。
／
嘆
山
先
生
は
煙
草
で
（
・
２
）
→
鶴
賓
先
生
は
筆
に
矢
立
の
墨
を
含
ま
せ
た
。
＜嘆
山
先
生
31
は
煙
管
で
（
・
）
83
10
○
『
野
望
あ
る
も
の
、
用
意
周
到
ぢ
や
』
／
鶴
賓
先
生
は
筆
に
墨
を
た
つ
ぷ
り
つ
け
足
し
て
、
そ
の
続
き
を
す
ら
す
ら
と
筆
記
し
た
。
／
『
検
使
の
問
ひ
。
（
・
～
）
81
12
14
▲
「
用
意
周
到
ぢ
や
」
／
鶴
賓
先
生
は
筆
に
墨
を
つ
け
足
し
て
、
そ
の
続
き
を
す
ら
す
ら
と
、
筆
記
し
た
。
（
・
２
～
３
）
→
「
野
望
あ
る
も
の
、
用
意
周
到
ぢ
や
」
31
／
＜「
検
使
の
問
ひ
。
（
・
～
）
83
14
15
○
『
御
ン
答
へ
…
…
オ
ロ
シ
ヤ
使
節
の
答
へ
で
御
座
い
ま
す―
（
・
）
△
（
・
82
10
32
１
）
→
「
御
ン
答
へ
。
オ
ロ
シ
ヤ
使
節
の
答
へ
で
御
座
い
ま
す―
（
・
）
84
14
ｅ
南
極
の
氷
界
（
・
２
）
△
（
・
２
）
→
南
極
の
氷
海
（
・
９
）
83
32
85
ｄ
そ
の
と
き
店
の
奥
の
仕
切
り
を
明
け
、
（
・
）
▲
そ
の
と
き
、
店
の
奥
の
仕
切
り
83
14
を
明
け
、
（
・
３
～
４
）
→
そ
の
と
き
店
の
奥
の
仕
切
り
を
あ
け
、
（
・
６
）
32
86
×
ヤ
エ
ノ
と
い
ふ
娘
で
あ
る
。
（
・
１
）
△
ヤ
エ
ノ
と
い
ふ
娘
で
あ
る
。
（
・
４
）
81
32
→
ヤ
エ
ノ
と
い
ふ
娘
で
あ
る
。
（
・
）
86
10
○
嘆
山
先
生
は
女
の
素
振
り
を
一
向
に
感
じ
よ
う
と
し
な
か
つ
た
。
女
の
注
い
だ
酒
を
一
息
に
飲
み
ほ
し
て
、
（
・
２
）
▲
問
答
の
書
き
写
し
を
読
ん
で
ゐ
た
嘆
山
先
生
84
は
、
女
の
素
振
り
を
一
向
感
じ
し
よ
う
と
し
な
か
つ
た
。
女
の
注
い
だ
酒
を
一
息
に
つ
飲
み
ほ
し
て
、
（
・
１
）
→
嘆
山
先
生
は
＜女
の
注
い
だ
酒
を
一
息
に
飲
み
ほ
し
33
て
、
（
・
）
〔
『
満
日
』
の
〝
感
じ
し
よ
う
と
〟
の
〝
し
〟
は
衍
字
か
〕
86
11
×
ｆ
御
ン
答
へ―
。
さ
れ
ば
、
当
ナ
デ
ジ
ダ
号
の
乗
組
員
（
・
）
▲
御
ン
答
へ
84
13
―
。
さ
れ
ば
、
当
ナ
デ
ジ
タ
号
の
乗
組
員
（
・
１
）
→
御
ン
答
へ―
。
さ
れ
33
ば
、
当
ナ
デ
ジ
タ
号
の
乗
組
員
（
・
８
）
〔
他
の
箇
所
の
形
式
に
合
わ
せ
れ
ば
、
87
二
倍
ダ
ー
シ
に
続
く
句
点
〝
。
〟
は
不
要
〕
五
〇
頁
×
夏
の
候
に
て
も
、
降
る
雨
は
氷
雨
の
時
雨
に
御
座
候
。
（
・
６
～
７
）
△
（
・
85
33
２
）
→
夏
の
候
に
て
＜、
降
る
雨
は
氷
雨
の
時
雨
に
御
座
候
。
（
・
３
）
〔
『
有
88
光
』
は
前
後
の
文
脈
に
照
ら
せ
ば
、
〝
も
〟
が
誤
脱
〕
ｈ
故
国
の
山
川
草
木
を
慕
ひ
、
望
郷
の
念
に
耐
へ
が
た
き
者
ど
も
に
御
座
候
。
／
〔
一
行
空
き
〕
／
問
ひ―
右
、
四
名
の
石
ノ
巻
の
船
頭
の
ほ
か
、
（
・
１
～
３
）
△
故
86
国
の
山
川
草
木
を
慕
ひ
、
望
郷
の
念
に
耐
へ
が
た
き
者
ど
も
に
御
座
候
。
／
〔
第
33
回
が
終
わ
り
、
第
回
が
始
ま
る
〕
転
写
の
夜
（
四
）
／
問
ひ―
右
、
四
名
の
石
34
ノ
巻
の
船
頭
の
ほ
か
（
・
４
～
・
１
）
、
→
故
国
の
山
川
草
木
を
慕
ひ
、
望
郷
33
34
の
念
に
耐
へ
が
た
き
者
ど
も
に
御
座
候
。
／
＜問
ひ―
右
、
四
名
の
石
ノ
巻
の
船
頭
の
ほ
か
、
（
・
１
～
２
）
89
×
審
し
き
事
に
御
座
候
。
（
・
）
△
（
・
１
）
→
審
し
き
事
に
御
座
候
。
（
・
86
13
34
89
～
）
〔
〝
不
審
し
き
〟
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
。
な
お
、
『
満
日
』
の
〝
審
し
き
12
13
事
〟
に
は
ル
ビ
は
な
い
〕
ｃ
日
本
漂
民
の
不
仕
合
＜せ
な
る
境
涯
（
・
～
）
△
（
・
１
）
→
日
本
漂
民
の
86
14
15
34
不
仕
合
は
せ
な
る
境
涯
（
・
～
）
89
14
15
ｄ
去
れ
ば
右
の
次
第
（
・
４
）
△
（
・
２
）
→
さ
れ
ば
右
の
次
第
（
・
５
）
87
34
90
ｄ
長
崎
御
奉
行
所
へ
お
取
次
ぎ
い
た
し
た
き
故
（
・
４
）
△
（
・
２
）
→
長
崎
御
奉
87
34
行
所
へ
御
取
次
ぎ
い
た
し
た
き
故
（
・
５
）
90
×
ｇ
使
節
の
御
ン
申
入
れ―
然
ら
ば
、
わ
が
ナ
デ
ジ
タ
号
は
只
今
よ
り
、
波
静
か
な
る
セ
ト
ウ
ミ
に
廻
船
つ
か
ま
つ
る
べ
く
候
。
／
検
使
の
お
答
へ―
そ
の
儀
、
承
引
い
た
し
難
く
候
。
＜（
・
８
～
）
▲
使
節
の
御
ン
申
入
れ―
然
ら
ば
、
わ
が
ナ
88
10
デ
ジ
タ
号
は
、
只
今
よ
り
波
静
か
な
る
セ
ト
ウ
ミ
に
廻
船
つ
か
ま
つ
る
べ
く
候
。
／
検
使
の
お
答
へ―
そ
の
儀
、
承
引
い
た
し
難
く
候
。
（
・
１
）
→
使
節
の
御
ン
35
申
入
れ―
然
ら
ば
、
わ
が
ナ
デ
ジ
タ
号
は
只
今
よ
り
＜波
静
か
な
る
セ
ト
ウ
ミ
に
廻
船
つ
か
ま
つ
る
べ
く
候
。
／
検
使
の
お
答
へ―
そ
の
儀
、
承
引
い
た
し
難
く
候
。
／
使
節
の
御
ン
申
入
れ―
然
ら
ば
、
わ
が
ナ
デ
ジ
タ
号
は
只
今
よ
り
、
波
静
か
な
る
セ
ト
ウ
ミ
に
廻
船
つ
か
ま
つ
る
べ
く
候
。
／
検
使
の
お
答
へ―
そ
の
儀
、
承
引
い
た
し
難
く
候
。
（
・
～
・
３
）
〔
『
今
日
』
の
本
文
頁
８
行
目
～
91
12
92
88
９
行
目
が
、
『
有
光
』
で
は
頁
行
目
～
行
目
及
び
頁
１
行
目
～
３
行
目
の
91
12
14
92
二
箇
所
に
誤
っ
て
印
刷
さ
れ
て
い
る
〕
ｅ
お
怠
屈
で
御
座
い
ま
し
つ
ら
う
』
（
・
８
）
△
（
・
２
）
→
お
退
屈
で
御
座
い
ま
89
35
し
つ
ら
う
」
（
・
３
）
93
ｅ
『
怠
屈
ど
こ
ろ
か
、
（
・
）
△
（
・
２
）
→
「
退
屈
ど
こ
ろ
か
、
（
・
５
）
89
10
35
93
ａ
意
味
あ
り
げ
に
ぢ
つ
と
（
・
６
～
７
）
△
（
・
４
）
→
意
味
あ
り
げ
に
じ
つ
と
90
35
（
・
５
）
94
○
『
は
て
、
覚
蔵
氏
は
何
を
し
と
る
の
ぢ
や
ら
う
』
／
〔
一
行
空
き
〕
／
鶴
賓
先
生
は
忙
し
さ
う
に
山
羊
ひ
げ
を
し
ご
き
、
ち
よ
つ
と
難
し
い
顔
を
し
て
嘆
山
先
生
に
云
つ
た
。
老
先
生
は
最
早
や
酔
ひ
を
発
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
／
〔
中
略
〕
／
『
そ
れ
と
い
ひ
こ
れ
と
い
ひ
、
最
早
や
、
何
と
な
く
儂
は
寂
寞
ぢ
や
』
／
鶴
賓
先
生
は
、
目
を
閉
ぢ
て
湯
呑
み
の
冷
た
く
な
つ
た
酒
を
飲
ん
だ
。
（
・
９
～
・
８
）
▲
「
は
90
94
て
、
覚
蔵
氏
は
何
を
し
と
る
の
ぢ
や
ら
う
」
／
〔
第
回
が
終
わ
り
、
第
回
が
始
35
36
ま
る
〕
転
写
の
夜
（
六
）
／
鶴
賓
先
生
は
忙
し
さ
う
に
山
羊
ひ
げ
を
し
ご
き
、
ち
よ
い
そ
が
つ
と
難
し
い
顔
を
し
て
嘆
山
先
生
に
云
つ
た
。
老
先
生
は
最
早
や
酔
ひ
を
発
し
て
ゐ
も
は
た
の
で
あ
る
。
／
〔
中
略
〕
／
「
そ
れ
と
い
ひ
こ
れ
と
い
ひ
、
最
早
や
、
何
と
な
く
末
世
ぢ
や
」
／
鶴
賓
先
生
は
、
目
を
閉
ぢ
て
湯
吞
み
の
冷
た
く
な
つ
た
酒
を
飲
ん
だ
。
（
・
４
～
・
３
）
→
「
は
て
、
覚
蔵
氏
は
何
を
し
と
る
の
ぢ
や
ら
う
」
／
35
37
〔
一
行
空
き
〕
／
＜鶴
賓
先
生
は
、
目
を
閉
ぢ
て
湯
吞
み
の
冷
た
く
な
つ
た
酒
を
飲
ん
だ
。
（
・
７
～
８
）
〔
『
有
光
』
は
、
『
今
日
』
頁
行
目
（
頁
９
行
目
94
90
10
90
五
一
頁
と
行
目
の
間
に
一
行
空
き
が
あ
る
）
～
頁
７
行
目
を
削
除
す
る
。
そ
の
削
除
部
10
94
分
は
、
『
満
日
』
第
回
全
部
と
第
回
の
大
半
に
相
当
し
、
ヤ
ヱ
ノ
を
「
ニ
ン
ホ
36
37
ー
マ
ー
ニ
ア
」
（
「
色
欲
の
多
量
す
ぎ
る
病
患
の
謂
」
）
だ
と
す
る
鶴
賓
と
嘆
山
と
の
会
話
を
描
く
〕
ｈ
さ
う
云
つ
て
、
骰
子
を
頭
の
髻
の
な
か
に
蔵
つ
た
。
／
〔
一
行
空
き
〕
／
そ
の
男
は
や
を
ら
立
ち
あ
が
つ
た
。
（
・
～
・
１
）
▲
さ
う
云
つ
て
、
骰
子
を
頭
の
髻
の
さ
い
た
ぶ
さ
94
16
95
な
か
に
蔵
つ
た
。
／
〔
第
回
が
終
わ
り
、
第
回
が
始
ま
る
〕
転
写
の
夜
（
八
）
37
38
／
髻
の
な
か
に
骰
子
を
か
く
し
た
男
は
や
を
ら
立
ち
あ
が
つ
た
。
（
・
４
～
・
37
38
１
）
→
さ
う
云
つ
て
、
骰
子
を
頭
の
髻
の
な
か
に
蔵
つ
た
。
／
＜そ
の
男
は
や
を
ら
立
ち
あ
が
つ
た
。
（
・
２
～
３
）
95
ｇ
見
る
か
ら
に
、
品
の
よ
く
な
い
町
奴
の
風
体
で
あ
る
。
（
・
１
～
２
）
△
（
・
95
38
１
）
→
見
る
か
ら
に
＜品
の
よ
く
な
い
町
奴
の
風
体
で
あ
る
。
（
・
３
～
４
）
95
○
す
こ
し
顔
を
貸
し
て
も
れ
ひ
て
え
の
さ
。
姐
御
ち
よ
つ
と
失
礼
…
…
』
（
・
６
）
▲
95
す
こ
し
顔
を
貸
し
て
も
れ
ひ
て
え
の
さ
。
姐
御
、
ち
よ
つ
と
失
礼
…
…
」
（
・38
１
）
→
す
こ
し
顔
を
貸
し
て
も
れ
ひ
て
え
＜」
（
・
８
）
95
○
『
す
こ
し
顔
を
貸
し
て
も
れ
え
て
え
。
手
間
は
と
ら
さ
ね
え
と
い
ふ
こ
と
さ
』
（
・95
９
）
△
（
・
１
）
→
「
＜顔
を
貸
し
て
も
れ
え
て
え
。
手
間
は
と
ら
さ
ね
え
と
い
38
ふ
こ
と
さ
」
（
・
）
95
11
○
『
姐
御
、
す
ま
ね
え
。
と
こ
ろ
が
こ
の
世
に
は
、
（
・
）
△
（
・
１
）
→
「
姐
95
13
38
御
＜。
と
こ
ろ
が
こ
の
世
に
は
、
（
・
）
95
15
○
『
あ
た
し
を
、
誰
だ
と
思
ふ
の
さ
。
か
う
見
え
て
も
あ
た
し
は
堅
気
の
女
だ
よ
、
穀
類
屋
の
七
兵
衛
店
の
娘
だ
よ
』
（
・
１
）
▲
「
あ
た
し
を
、
誰
だ
と
思
ふ
の
さ
。
か
96
う
見
え
て
も
、
あ
た
し
は
堅
気
の
女
だ
よ
、
穀
類
屋
の
七
兵
衛
店
の
娘
だ
よ
」
（
38
・
２
）
→
「
あ
た
し
を
、
誰
だ
と
思
ふ
の
さ
。
＜穀
類
屋
の
七
兵
衛
店
の
娘
だ
よ
」
（
・
５
）
96
○
ｈ
お
や
ぢ
は
と
び
起
き
て
、
／
『
何
ぢ
や
い
、
何
ぢ
や
い
』
／
さ
う
云
つ
て
、
尻
端
折
り
を
し
て
土
間
に
と
び
降
り
た
。
（
・
７
～
９
）
△
（
・
２
）
→
お
や
ぢ
は
と
96
38
び
起
き
て
、
＜「
何
ぢ
や
い
、
何
ぢ
や
い
」
と
、
尻
端
折
り
を
し
て
土
間
に
と
び
降
り
た
。
（
・
）
96
12
○
ｈ
『
お
や
ぢ
、
余
計
な
こ
と
を
す
る
と
腕
を
へ
し
折
る
ぞ
』
／
と
威
か
し
た
。
凄
い
見
幕
で
あ
る
。
／
お
や
ぢ
は
目
を
こ
す
つ
て
、
そ
の
ま
ゝ
棒
立
ち
に
な
つ
て
黙
り
込
ん
だ
。
／
扉
之
助
は
何
の
抵
抗
も
受
け
な
い
で
、
（
・
～
）
▲
「
お
や
ぢ
、
余
96
13
16
計
な
こ
と
を
す
る
と
、
腕
を
へ
し
折
る
ぞ
」
／
と
威
か
し
た
。
凄
い
見
幕
で
あ
る
。
／
お
や
ぢ
は
目
を
こ
す
つ
て
、
そ
の
ま
ゝ
棒
立
ち
に
な
つ
て
黙
り
込
ん
だ
。
／
扉
之
助
は
、
何
の
抵
抗
も
受
け
な
い
で
、
（
・
２
）
→
「
＜余
計
な
こ
と
を
す
る
と
腕
38
を
へ
し
折
る
ぞ
」
／
と
威
か
し
た
。
凄
い
見
幕
で
あ
る
。
＜お
や
ぢ
は
目
を
こ
す
つ
て
、
そ
の
ま
ま
棒
立
ち
に
な
つ
て
黙
り
込
ん
だ
。
＜扉
之
助
は
何
の
抵
抗
も
受
け
な
い
で
、
（
・
１
～
３
）
97
ｅ
手
元
が
あ
ぶ
ね
え
。
（
・
２
）
△
（
・
３
）
→
手
許
が
あ
ぶ
ね
え
。
（
・
６
）
97
38
97
○
髷
だ
け
切
り
落
す
ん
だ
。
（
・
２
～
３
）
△
髷
だ
け
切
り
落
す
ん
だ
。
（
・
３
）
ま
げ
お
と
97
38
→
髷
だ
け
切
り
落
す
＜。
（
・
６
～
７
）
97
○
よ
く
知
ら
ね
え
が
、
姐
御
、
白
ば
つ
く
れ
る
な
。
何
も
因
果
と
い
ふ
も
の
だ
ろ
う
さ
』
（
・
６
）
△
よ
く
知
ら
ね
え
が
、
姐
御
、
白
■
つ
く
れ
る
な
。
何
も
因
果
と
い
ふ
97
も
の
だ
ろ
う
さ
」
（
・
４
）
→
よ
く
知
ら
ね
え
が
、
＜何
も
因
果
と
い
ふ
も
の
だ
38
ろ
う
さ
」
（
・
）
〔
『
満
日
』
の
■
は
〝
ば
〟
と
も
〝
ほ
〟
と
も
判
読
し
難
い
97
10
が
、
仮
に
〝
ば
〟
と
し
て
お
く
〕
ｃ
申
し
合
＜せ
た
や
う
に
、
（
・
）
△
（
・
１
）
→
申
し
合
は
せ
た
や
う
に
、
97
10
39
（
・
）
97
14
五
二
頁
◎
鼻
の
低
い
方
が
拳
骨
を
か
た
め
、
／
『
待
て
ツ
、
ど
こ
へ
行
く
か
』
／
と
呼
び
と
め
た
。
（
・
～
）
△
（
・
１
）
→
鼻
の
低
い
方
が
拳
骨
を
か
た
め
て
呼
び
と
97
11
13
39
め
た
。
／
「
待
て
ツ
、
ど
こ
へ
行
く
か
」
（
・
１
～
２
）
98
×
目
の
た
だ
れ
た
方
の
町
奴
が
（
・
）
△
（
・
１
）
→
目
を
た
だ
れ
た
方
の
町
奴
97
14
39
（
・
３
）
98
○
『
ま
、
豪
傑
諸
君
、
静
か
に
す
る
が
よ
い
。
（
・
３
）
▲
「
豪
傑
諸
君
、
静
か
に
す
98
る
が
よ
い
。
（
・
１
）
→
「
＜豪
傑
諸
君
、
静
か
に
す
る
が
よ
い
。
（
・
８
）
39
98
○
い
ま
や
＜危
急
存
亡
の
秋
、
（
・
３
）
△
（
・
１
）
→
い
ま
や
国
家
危
急
存
亡
の
98
39
秋
、
（
・
８
）
98
ｇ
と
こ
ろ
が
、
鼻
の
低
い
方
の
町
奴
が
、
（
・
４
）
△
（
・
１
）
→
と
こ
ろ
が
＜鼻
98
39
の
低
い
方
の
町
奴
が
、
（
・
）
98
10
○
ｈ
『
豪
傑
諸
君
、
名
乗
り
を
挙
げ
な
く
て
は
卑
怯
だ
ら
う
』
／
二
人
の
町
奴
は
目
を
怒
ら
せ
、
物
を
も
云
は
ず
に
嘆
山
先
生
に
打
つ
て
来
た
。
／
嘆
山
先
生
は
そ
れ
を
外
し
、
／
『
ば
か
者
ど
も
！
』
／
と
一
喝
く
ら
は
し
た
。
（
・
７
～
）
▲
「
豪
傑
98
11
諸
君
、
名
乗
り
を
挙
げ
な
く
し
て
は
卑
怯
だ
ら
う
」
／
二
人
の
町
奴
は
目
を
怒
ら
せ
、
物
を
も
云
は
ず
に
嘆
山
先
生
に
打
つ
て
来
た
。
／
嘆
山
先
生
は
、
／
「
ば
か
者
ど
も
！
」
／
と
一
喝
く
ら
は
し
叫
ん
だ
。
（
・
１
～
２
）
→
「
豪
傑
諸
君
、
＜卑
39
怯
だ
ら
う
」
／
二
人
の
町
奴
は
目
を
怒
ら
せ
、
物
を
も
云
は
ず
に
嘆
山
先
生
に
打
つ
て
来
た
。
＜嘆
山
先
生
は
そ
れ
を
外
し
、
／
「
ば
か
者
ど
も
！
」
／
と
一
喝
く
ら
は
し
た
。
（
・
～
・
１
）
98
13
99
ｈ
い
づ
れ
も
脾
腹
を
突
か
れ
た
の
で
あ
る
。
／
嘆
山
先
生
は
今
度
は
（
・
～
）
△
98
12
13
（
・
２
）
→
い
づ
れ
も
脾
腹
を
突
か
れ
た
の
で
あ
る
。
＜嘆
山
先
生
は
今
度
は
39
（
・
２
）
99
ｈ
俯
伏
し
に
な
つ
た
ま
ゝ
黙
つ
て
ゐ
た
。
／
土
間
の
な
か
は
森
閑
と
し
た
。
（
・
～
98
16
・
１
）
△
（
・
２
）
→
俯
伏
し
に
な
つ
た
ま
ま
黙
つ
て
ゐ
た
。
＜土
間
の
な
か
99
39
は
森
閑
と
し
た
。
（
・
５
～
６
）
99
ｅ
そ
こ
へ
駆
け
つ
け
た
の
か
、
（
・
２
）
△
（
・
２
）
→
そ
こ
へ
駈
け
つ
け
た
の
99
39
か
、
（
・
７
）
99
ｄ
露
路
か
ら
き
こ
え
て
来
た
。
（
・
２
）
△
（
・
２
）
→
露
路
か
ら
き
こ
え
て
き
99
39
た
。
（
・
７
）
99
ｇ
す
る
て
い
と
、
坊
主
と
比
丘
尼
の
道
行
き
を
、
桟
席
で
見
物
で
き
よ
う
と
い
ふ
も
の
だ
。
（
・
～
）
▲
す
る
て
い
と
坊
主
と
比
丘
尼
の
道
行
き
を
、
桟
席
で
見
物
99
12
13
で
き
よ
う
と
い
ふ
も
さ
ね
。
（
・
４
）
→
す
る
て
い
と
、
坊
主
と
比
丘
尼
の
道
行
39
き
を
＜｜
桟
席
で
見
物
で
き
よ
う
と
い
ふ
も
の
だ
。
（
・
２
～
３
）
〔
い
ず
れ
も
100
〝
桟
席
〟
は
〝
桟
敷
〟
と
あ
る
べ
き
か
〕
○
よ
く
せ
き
一
生
懸
命
に
な
つ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
（
・
～
）
△
（
・
１
）
→
99
15
16
40
よ
く
せ
き
一
生
懸
命
に
な
つ
て
ゐ
た
の
だ
ら
う
。
（
・
５
～
６
）
100
○
拙
者
の
頭
を
坊
主
に
し
て
も
ら
ひ
た
い
』
／
扉
之
助
は
、
ま
る
で
軽
く
あ
し
ら
つ
た
。
／
『
脂
つ
こ
い
野
郎
だ
な
、
て
め
い
。
そ
ん
な
に
坊
主
に
な
り
た
く
ば
、
（
・
３
100
～
５
）
▲
拙
者
の
頭
を
坊
主
に
し
て
も
ら
ひ
た
い
」
／
扉
之
助
は
、
ま
る
で
軽
く
あ
し
ら
つ
た
。
／
「
ふ
ん
、
脂
つ
こ
い
野
郎
だ
な
、
て
め
い
。
そ
ん
な
に
坊
主
に
な
り
や
に
た
く
ば
、
（
・
１
）
→
拙
者
の
頭
を
坊
主
に
し
て
も
ら
ひ
た
い
」
／
＜「
＜て
め
40
い
、
そ
ん
な
に
坊
主
に
な
り
た
く
ば
、
（
・
９
～
）
100
10
ｅ
駆
け
出
し
て
来
る
足
音
が
（
・
９
）
△
（
・
１
）
→
駈
け
出
し
て
来
る
足
音
が
100
40
（
・
）
100
14
ｅ
明
る
み
の
な
か
に
駆
け
出
し
て
来
た
。
（
・
）
▲
明
る
み
の
な
か
に
駆
け
出
し
て
100
10
来
た
の
で
あ
る
。
（
・
１
）
→
明
る
み
の
な
か
に
駈
け
出
し
て
来
た
。
（
・
40
101
１
）
五
三
頁
ｅ
土
間
の
な
か
に
駆
け
込
ん
だ
。
（
・
）
△
（
・
１
～
２
）
→
土
間
の
な
か
に
駈
100
11
40
け
込
ん
だ
。
（
・
２
）
101
○
と
び
出
し
て
来
た
。
（
・
）
△
（
・
２
）
→
と
び
出
し
＜た
。
（
・
３
）
100
12
40
101
○
ｇ
手
間
ど
り
ま
し
た
』
／
『
忝
け
な
い
』
／
嘆
山
先
生
は
、
提
灯
を
太
吉
の
手
か
ら
受
取
る
と
、
（
・
～
）
▲
手
間
ど
り
ま
し
た
」
／
「
忝
け
な
い
「
／
嘆
山
先
生
100
14
15
は
、
提
灯
を
太
吉
の
手
か
ら
受
取
る
と
、
（
・
２
）
→
手
間
ど
り
ま
し
た
」
／
＜
40
嘆
山
先
生
は
＜提
灯
を
太
吉
の
手
か
ら
受
取
る
と
、
（
・
４
～
５
）
〔
『
満
日
』
101
の
〝
「
〟
は
〝
」
〟
の
誤
植
〕
ａ
ｈ
ぢ
つ
と
俯
伏
し
に
な
つ
て
ゐ
た
。
／
篝
火
の
明
る
み
で
、
（
・
３
～
５
）
△
（
101
40
・
２
）
→
じ
つ
と
俯
伏
し
に
な
つ
て
ゐ
た
。
＜篝
火
の
明
る
み
で
、
（
・
～
101
11
）12
◎
虚
空
に
突
き
出
し
て
、
／
『
さ
あ
殺
せ
、
さ
あ
殺
せ
』
／
と
不
貞
腐
れ
て
呼
ば
は
つ
た
。
（
・
～
）
△
（
・
３
）
→
虚
空
に
突
き
出
し
て
不
貞
腐
れ
て
呼
ば
は
101
11
14
40
つ
た
。
／
「
さ
あ
殺
せ
、
さ
あ
殺
せ
」
（
・
４
～
５
）
102
×
嘆
山
先
生
は
暗
い
露
路
の
な
か
を
（
・
）
△
（
・
４
）
→
嘆
山
＜は
暗
い
露
路
101
15
40
の
な
か
を
（
・
６
）
〔
『
有
光
』
は
〝
先
生
〟
が
誤
脱
〕
102
○
『
お
怪
我
は
な
か
つ
た
か
な
、
貴
公
。
さ
あ
、
早
く
出
て
来
て
、
い
ま
の
う
ち
に
（
101
・
）
△
（
・
４
）
→
「
お
怪
我
は
な
か
つ
た
か
な
、
＜さ
あ
、
早
く
出
て
お
い
16
40
で
。
い
ま
の
う
ち
に
（
・
７
）
102
○
恥
し
さ
う
に
覚
蔵
が
答
へ
た
。
（
・
）
△
恥
し
さ
う
に
覚
蔵
が
答
へ
た
。
（
・
は
づ
か
101
17
40
４
）
→
恥
し
さ
う
な
声
で
覚
蔵
が
答
へ
た
。
（
・
８
）
102
ｃ
早
く
家
に
帰
＜る
が
よ
い
』
（
・
４
）
△
早
く
家
に
帰
る
が
よ
い
」
（
・
１
）
→
う
ち
か
へ
102
41
早
く
家
に
帰
へ
る
が
よ
い
」
（
・
～
）
102
12
13
ｃ
た
う
て
い
恥
＜し
く
て
（
・
７
）
△
た
う
て
い
恥
し
く
て
（
・
１
）
→
た
う
て
い
は
づ
か
102
41
恥
か
し
く
て
（
・
２
～
３
）
103
ｈ
大
き
な
声
で
あ
つ
た
。
／
扉
之
助
は
と
び
起
き
た
。
／
嘆
山
先
生
は
も
う
一
つ
、
一
喝
く
ら
は
し
た
。
（
・
～
）
△
（
・
１
）
→
大
き
な
声
で
あ
つ
た
。
＜扉
之
102
12
14
41
助
は
と
び
起
き
た
。
＜嘆
山
先
生
は
も
う
一
つ
、
一
喝
く
ら
は
し
た
。
（
・
８
）
103
ｇ
二
人
の
相
棒
を
、
両
腕
に
抱
き
と
つ
て
（
・
～
・
１
）
△
（
・
１
）
→
二
人
102
16
103
41
の
相
棒
＜を
両
腕
に
抱
き
と
つ
て
（
・
）
103
11
ａ
ど
う
し
て
お
ゐ
で
に
な
り
ま
せ
う
か
？
』
（
・
５
）
△
（
・
１
）
→
ど
う
し
て
お
103
41
い
で
に
な
り
ま
せ
う
か
？
」
（
・
）
103
15
○
『
老
先
生
は
、
い
ま
店
の
な
か
に
お
い
で
に
な
る
。
お
そ
ら
く
は
老
先
生
、
乃
公
の
腕
力
沙
汰
を
顰
蹙
し
て
お
ゐ
で
に
な
る
だ
ら
う
。
老
先
生
の
お
供
も
、
（
・
６
～
103
７
）
▲
「
老
先
生
は
、
い
ま
店
の
な
か
に
お
ゐ
で
に
な
る
。
お
そ
ら
く
は
老
先
生
、
乃
公
の
腕
力
沙
汰
を
顰
蹙
し
て
お
ゐ
で
に
な
る
だ
ら
う
。
老
先
生
の
お
供
も
、
（
41
・
２
）
→
「
老
先
生
は
、
い
ま
店
の
な
か
に
お
い
で
に
な
る
。
＜老
先
生
の
お
供
も
、
（
・
１
）
104
○
例
の
女
子
も
店
の
な
か
に
（
・
７
）
△
（
・
２
）
→
＜女
子
も
店
の
な
か
に
（
103
41
104
・
１
～
２
）
ｅ
落
ち
て
ゐ
る
髻
（
・
９
）
△
（
・
２
）
→
落
ち
て
ゐ
る
髷
（
・
３
）
103
41
104
ｅ
提
灯
と
髻
（
・
）
△
（
・
２
）
→
提
灯
と
髷
（
・
７
）
103
13
41
104
ｅ
そ
の
髻
を
太
吉
は
（
・
）
△
（
・
２
）
→
そ
の
髷
を
太
吉
は
（
・
７
）
103
13
41
104
ｅ
髻
と
い
ふ
も
の
は
、
（
・
）
△
（
・
２
）
→
髷
と
い
ふ
も
の
は
、
（
・
９
）
103
15
41
104
ｅ
差
上
げ
た
髻
で
（
・
）
△
（
・
２
）
→
差
上
げ
た
髷
で
（
・
）
103
16
41
104
10
ｅ
『
こ
の
髻
は
、
（
・
２
）
△
（
・
３
）
→
「
こ
の
髷
は
、
（
・
）
104
41
104
14
ｈ
娘
も
返
事
を
し
な
か
つ
た
。
／
鶴
賓
先
生
は
苦
い
顔
を
し
て
、
（
・
４
～
５
）
△
104
（
・
３
）
→
娘
も
返
事
を
し
な
か
つ
た
。
＜鶴
賓
先
生
は
苦
い
顔
を
し
て
、
（
41
105
五
四
頁
・
１
）
○
鶴
賓
先
生
は
一
分
銀
を
四
つ
と
り
出
し
て
、
ふ
ら
ふ
ら
し
な
が
ら
（
・
７
）
△
（
104
41
・
４
）
→
そ
し
て
一
分
銀
を
四
つ
と
り
出
し
て
、
ふ
ら
ふ
ら
し
な
が
ら
（
・
３
）
105
【
第
六
齣
】
頁
～
頁
合
計
頁
105
120
16
○
移
風
易
俗
の
章
〔
半
扉
吉
田
貫
三
郎
画
〕
（
頁
）
→
第
六
齣
（
・
４
）
105
105
ｃ
踏
み
荒
ら
さ
れ
て
ゐ
た
。
（
・
１
）
△
踏
み
荒
ら
さ
れ
て
ゐ
た
。
（
・
１
）
→
踏
あ
106
42
み
荒
＜さ
れ
て
ゐ
た
。
（
・
５
）
105
ｃ
踏
み
荒
ら
さ
れ
た
柳
の
苗
床
（
・
８
）
△
踏
み
荒
ら
さ
れ
た
柳
の
苗
床
（
・
１
）
あ
106
42
→
踏
み
荒
＜さ
れ
た
柳
の
苗
床
（
・
）
105
10
ｇ
先
生
が
う
つ
か
り
し
て
ゐ
る
間
に
、
人
夫
等
が
（
・
）
△
先
生
が
う
つ
か
り
し
て
106
10
ゐ
る
間
に
、
人
夫
等
が
（
・
１
）
→
先
生
が
う
つ
か
り
し
て
ゐ
る
間
に
＜人
夫
等
ま
42
が
（
・
）
105
12
ｇ
人
夫
等
は
、
数
本
の
杙
を
地
面
に
打
ち
込
む
と
、
（
・
）
△
（
・
１
）
→
人
夫
106
11
42
等
は
＜数
本
の
杙
を
地
面
に
打
ち
込
む
と
、
（
・
１
）
106
ｇ
手
を
触
れ
る
と
、
枯
れ
る
の
ぢ
や
』
（
・
）
▲
手
を
触
る
と
、
枯
れ
る
の
ぢ
や
」
106
16
（
・
２
）
→
手
を
触
れ
る
と
＜枯
れ
る
の
ぢ
や
」
（
・
６
）
42
106
ｂ
太
吉
が
鍬
を
か
づ
い
で
（
・
１
）
▲
太
吉
が
鍬
を
か
つ
い
で
（
・
２
）
→
太
吉
が
107
42
鍬
を
か
つ
い
で
（
・
７
）
106
ｄ
今
度
は
嘆
山
先
生
が
障
子
を
明
け
（
・
１
）
△
（
・
２
）
今
度
は
嘆
山
先
生
が
障
107
42
子
を
あ
け
（
・
７
）
106
ｃ
嘆
山
先
生
は
老
先
生
に
向
＜ひ
、
（
・
８
）
△
嘆
山
先
生
は
老
先
生
に
向
ひ
、
（
む
か
107
42
・
２
）
→
嘆
山
先
生
は
老
先
生
に
向
か
ひ
（
・
）
106
14
×
嘆
山
先
生
は
老
先
生
を
間
吟
塾
ま
で
見
送
つ
て
、
（
・
８
～
９
）
△
（
・
２
）
→
107
42
嘆
山
先
生
は
老
先
＜を
間
吟
塾
ま
で
見
送
つ
て
、
（
・
～
）
106
14
15
×
嘆
山
先
生
も
幼
い
塾
生
と
（
・
）
△
（
・
２
）
→
嘆
山
先
先
も
幼
い
塾
生
と
107
13
42
（
・
４
）
107
○
ｅ
鶴
賓
先
生
は
尻
端
折
り
を
お
ろ
し
、
三
人
に
対
つ
て
黙
礼
＜し
た
。
そ
し
て
ま
た
尻
端
折
り
を
し
て
、
鍬
で
土
を
（
・
）
△
（
・
３
）
→
鶴
賓
先
生
は
＜、
三
人
107
15
42
に
向
つ
て
目
礼
を
し
た
。
そ
し
て
ま
た
＜鍬
で
土
を
（
・
６
）
107
ｄ
二
行
目
か
ら
で
御
座
い
ま
す
』
（
・
２
）
△
（
・
３
）
→
二
行
目
か
ら
で
ご
ざ
い
108
42
ま
す
」
（
・
９
）
107
ｈ
少
年
は
い
つ
も
よ
り
尚
ほ
堅
く
な
つ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
／
〔
一
行
空
き
〕
／
鶴
賓
先
生
は
柳
の
苗
を
掘
り
起
し
な
が
ら
、
い
つ
も
の
通
り
朗
読
調
で
講
釈
し
た
。
（
・108
７
～
８
）
▲
少
年
は
い
つ
も
よ
り
尚
ほ
堅
く
な
つ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
／
〔
第
回42
が
終
わ
り
、
第
回
が
始
ま
る
〕
移
風
易
俗
の
章
（
二
）
／
鶴
賓
先
生
は
柳
の
苗
を
43
掘
り
起
し
な
が
ら
、
い
つ
も
の
通
り
朗
読
調
で
講
釈
し
た
。
（
・
４
～
・
１
）
42
43
→
少
年
は
い
つ
も
よ
り
尚
ほ
堅
く
な
つ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
／
＜鶴
賓
先
生
は
柳
の
苗
を
掘
り
起
し
な
が
ら
、
い
つ
も
の
通
り
朗
読
調
で
講
釈
し
た
。
（
・
～
・
107
15
108
１
）
ｃ
殆
＜ど
縁
側
の
方
に
背
を
向
け
て
（
・
６
）
△
殆
ど
縁
側
の
方
に
背
を
向
け
て
（
ほ
と
ん
109
43
・
２
）
→
殆
ん
ど
縁
側
の
方
に
背
を
向
け
て
（
・
）
108
15
ｇ
『
鄭
声
と
は
、
雅
楽
を
妨
げ
風
俗
を
や
ぶ
る
、
淫
声
の
楽
な
の
ぢ
や
。
（
・
７
）
△
109
（
・
２
）
→
「
鄭
声
と
は
、
雅
楽
を
妨
げ
風
俗
を
や
ぶ
る
。
淫
声
の
楽
な
の
ぢ
43
や
。
（
・
１
）
109
○
ａ
こ
れ
淫
楽
は
世
を
み
だ
り
、
国
を
亡
ぼ
す
道
理
あ
る
を
云
ふ
た
も
の
ぢ
や
。
す
べ
て
、
淫
声
は
淫
楽
を
と
も
な
ひ
、
淫
声
は
煩
手
を
と
も
な
ふ
。
今
日
の
歌
舞
音
曲
、
三
絃
俗
楽
、
煩
手
に
終
止
す
る
淫
楽
ぢ
や
。
こ
れ
、
世
を
乱
し
国
を
亡
ぼ
す
の
音
楽
五
五
頁
ぢ
や
』
（
・
８
～
）
▲
こ
れ
淫
楽
は
世
を
み
だ
り
、
国
を
亡
ぼ
す
道
理
あ
る
を
109
10
云
ふ
た
も
の
ぢ
や
。
す
べ
て
、
淫
声
は
淫
楽
を
と
も
な
ひ
、
淫
声
は
煩
手
を
と
も
な
ふ
。
今
日
の
歌
舞
音
曲
、
三
絃
俗
楽
、
煩
手
に
終
止
す
る
淫
楽
ぢ
や
。
こ
れ
、
世
を
乱
し
、
国
を
亡
ぼ
す
の
音
楽
ぢ
や
」
（
・
２
）
→
こ
れ
淫
楽
は
世
を
み
だ
り
、
国
43
を
亡
ぼ
す
通
理
あ
る
を
云
う
た
も
の
ぢ
や
＜」
（
・
２
～
３
）
109
○
声
を
張
り
あ
げ
て
、
大
き
な
声
で
読
む
の
ぢ
や
』
（
・
）
△
（
・
２
）
→
＜大
109
12
43
き
な
声
で
読
む
の
ぢ
や
」
（
・
５
）
109
ａ
い
ま
儂
の
云
ふ
た
こ
と
が
わ
か
ら
ぬ
で
も
よ
い
。
（
・
）
△
（
・
３
）
→
い
ま
109
16
43
儂
の
云
う
た
こ
と
が
わ
か
ら
ぬ
で
も
よ
い
。
（
・
９
～
）
109
10
ａ
い
ま
儂
の
云
ふ
た
こ
と
が
自
づ
か
ら
（
・
～
・
１
）
△
（
・
３
）
→
い
ま
儂
109
17
110
43
の
云
う
た
こ
と
が
自
づ
か
ら
（
・
）
109
11
ｈ
ふ
と
太
吉
の
騒
々
し
い
声
を
き
ゝ
つ
け
た
。
／
太
吉
の
声
は
、
表
の
木
戸
口
の
方
か
ら
（
・
２
～
３
）
▲
不
図
、
そ
の
と
き
、
太
吉
の
騒
々
し
い
声
を
き
き
つ
け
た
。
／
110
太
吉
の
声
は
、
表
の
木
戸
口
の
方
か
ら
（
・
３
～
４
）
→
ふ
と
太
吉
の
騒
々
し
い
43
声
を
き
き
つ
け
た
。
＜太
吉
の
声
は
、
表
の
木
戸
口
の
方
か
ら
（
・
～
）
109
12
13
ｈ
ど
う
か
、
お
静
か
に
お
願
ひ
し
ま
す
』
／
〔
一
行
空
き
〕
／
闖
入
者
の
甲
高
い
声
が
き
こ
え
た
。
（
・
６
～
７
）
▲
ど
う
か
、
お
静
か
に
お
願
ひ
し
ま
す
」
／
〔
第
回
110
43
が
終
わ
り
、
第
回
が
始
ま
る
〕
移
風
易
俗
の
章
（
三
）
／
闖
入
者
の
甲
高
い
声
が
44
き
こ
え
た
。
（
・
４
～
・
１
）
→
ど
う
か
、
お
静
か
に
お
願
ひ
し
ま
す
」
／
＜
43
44
闖
入
者
の
甲
高
い
声
が
き
こ
え
た
。
（
・
～
・
１
）
109
15
110
○
闖
入
者
の
口
吻
に
よ
る
と
、
ど
う
や
ら
覚
蔵
が
（
・
１
）
△
（
・
１
）
→
闖
入
者
111
44
の
口
吻
に
よ
る
と
、
＜覚
蔵
が
（
・
）
110
11
ａ
ぢ
つ
と
聞
き
耳
た
て
ゝ
ゐ
た
。
（
・
３
）
△
（
・
１
）
→
じ
つ
と
聞
き
耳
た
て
て
110
44
ゐ
た
。
（
・
）
110
13
○
『
は
て
、
何
ご
と
ぢ
や
ら
う
な
。
覚
蔵
氏
が
追
手
に
迫
ら
れ
て
を
る
や
う
ぢ
や
。
貴
公
、
御
苦
労
ぢ
や
が
、
（
・
４
）
▲
「
は
て
、
何
ご
と
ぢ
や
ら
う
な
。
覚
蔵
が
追
111
手
に
迫
ら
れ
て
を
る
や
う
ぢ
や
。
貴
公
、
御
苦
労
ぢ
や
が
、
（
・
１
～
２
）
→
44
「
は
て
、
何
ご
と
ぢ
や
ら
う
な
。
＜貴
公
、
御
苦
労
ぢ
や
が
、
（
・
）
110
14
○
さ
う
云
つ
て
鶴
賓
先
生
が
柳
の
苗
床
を
出
る
と
、
嘆
山
先
生
は
周
章
て
云
つ
た
。
／
『
先
生
、
私
は
浅
学
で
御
座
い
ま
す
。
そ
れ
に
私
の
祖
述
い
た
し
ま
す
は
、
陸
王
二
子
の
学
派
で
御
座
い
ま
す
。
幼
い
塾
生
衆
に
、
い
か
ゞ
な
も
の
で
御
座
い
ま
せ
う
か
？
』
／
し
か
し
鶴
賓
先
生
は
、
／
『
心
配
な
い
』
／
と
云
ひ
残
し
、
せ
か
せ
か
と
表
の
方
に
出
て
行
つ
た
。
／
案
の
定
、
闖
入
者
は
表
の
木
戸
口
の
と
こ
ろ
で
（
・111
６
～
）
▲
さ
う
云
つ
て
鶴
賓
先
生
が
柳
の
苗
床
を
出
る
と
、
嘆
山
先
生
は
周
章
て
あ
は
て
12
云
つ
た
。
／
「
先
生
、
私
は
浅
学
で
御
座
い
ま
す
。
そ
れ
に
私
の
祖
述
い
た
し
ま
す
は
、
陸
王
二
子
の
学
派
で
御
座
い
ま
す
。
幼
い
塾
生
衆
に
は
、
い
か
が
な
も
の
で
御
座
い
ま
せ
う
か
？
」
／
し
か
し
鶴
賓
先
生
は
、
／
「
心
配
な
い
。
小
生
も
ま
た
、
陽
明
太
虚
の
説
じ
や
。
よ
ろ
し
く
頼
む
」
／
と
云
ひ
残
し
、
せ
か
せ
か
と
裏
庭
か
ら
表
の
方
に
出
て
行
つ
た
。
／
案
の
定
、
闖
入
者
は
表
の
木
戸
口
の
と
こ
ろ
で
（
・44
２
）
→
さ
う
云
つ
て
鶴
賓
先
生
は
苗
床
を
出
た
。
／
＜闖
入
者
は
表
の
木
戸
口
の
と
こ
ろ
で
（
・
１
～
２
）
111
○
手
を
合
は
さ
ん
ば
か
り
に
し
て
云
ひ
す
が
つ
て
ゐ
た
。
（
・
～
）
△
（
・
111
12
13
44
２
）
→
手
を
合
は
さ
ん
ば
か
り
に
＜云
ひ
す
が
つ
て
ゐ
た
。
（
・
２
～
３
）
111
ｇ
鶴
賓
先
生
は
、
そ
の
押
し
問
答
の
な
か
に
（
・
１
）
△
（
・
２
）
→
鶴
賓
先
生
は
112
44
＜そ
の
押
し
問
答
の
な
か
に
（
・
９
）
111
ｈ
見
れ
ば
、
顔
に
見
覚
え
の
あ
る
文
錦
堂
の
番
頭
丁
三
郎
で
あ
る
。
／
丁
三
郎
の
方
で
も
、
（
・
３
～
４
）
▲
見
れ
ば
、
顔
に
見
覚
え
の
あ
る
文
錦
堂
の
番
頭
丁
三
郎
で
112
あ
つ
た
。
／
丁
三
郎
の
方
で
も
、
（
・
３
）
→
見
れ
ば
、
顔
に
見
覚
え
の
あ
る
文
44
五
六
頁
錦
堂
の
番
頭
丁
三
郎
で
あ
る
。
＜丁
三
郎
の
方
で
も
、
（
・
）
111
11
○
『
先
生
は
、
天
晴
れ
仁
者
で
御
座
い
ま
す
ス
な
？
』
（
・
）
△
（
・
４
）
→
112
11
44
「
先
生
は
、
天
晴
れ
仁
者
で
御
座
い
ま
す
＜な
？
」
（
・
３
）
112
○
ｇ
鶴
賓
先
生
は
、
気
を
悪
く
し
て
呟
い
た
。
（
・
）
△
（
・
１
）
→
鶴
賓
先
生
112
12
45
は
＜気
を
悪
く
し
＜た
。
（
・
４
）
112
○
ｇ
仁
者
ぢ
や
故
に
＜下
僕
に
鋏
箱
を
か
つ
が
せ
て
、
覚
蔵
師
が
女
子
を
出
張
り
に
行
く
お
供
に
つ
け
て
（
・
１
～
２
）
▲
先
生
は
仁
者
ぢ
や
故
に
、
下
僕
に
挟
箱
を
か
つ
113
が
せ
て
、
覚
蔵
師
が
女
子
を
出
張
り
に
行
く
お
供
に
つ
け
て
（
・
１
）
→
仁
者
ぢ
45
や
故
に
、
下
僕
に
鋏
箱
を
か
つ
が
せ
て
、
覚
蔵
師
が
女
子
を
出
張
り
に
行
く
お
供
を
つ
け
て
（
・
９
～
）
112
10
○
番
頭
は
聊
か
の
手
加
減
も
な
く
云
つ
た
。
（
・
７
）
△
（
・
１
）
→
番
頭
は
何
の
113
45
手
加
減
も
な
く
云
つ
た
。
（
・
２
）
113
○
は
つ
き
り
と
お
伺
ひ
し
ま
す
ス
が
、
（
・
８
）
△
（
・
１
）
→
は
つ
き
り
と
お
伺
113
45
ひ
し
ま
＜ス
が
、
（
・
３
）
113
ｅ
あ
の
男
は
髻
を
失
せ
さ
し
た
の
ぢ
や
』
（
・
１
）
▲
あ
の
男
は
髻
を
せ
失
せ
さ
し
た
114
の
ぢ
や
」
（
・
２
）
→
あ
の
男
は
髷
を
失
せ
さ
し
た
の
ぢ
や
」
（
・
）
45
113
13
〔
『
満
日
』
の
〝
せ
〟
は
衍
字
〕
ｅ
髻
を
失
せ
さ
せ
る
（
・
３
）
△
（
・
２
）
→
髷
を
失
せ
さ
せ
る
（
・
）
114
45
113
15
○
わ
け
は
御
座
せ
ぬ
ス
わ
』
（
・
３
～
４
）
▲
わ
け
は
御
座
い
ま
せ
ぬ
ス
わ
」
（
・
114
45
２
）
→
わ
け
が
御
座
せ
ぬ
ス
わ
」
（
・
～
・
１
）
113
15
114
ｇ
そ
し
て
先
生
は
、
太
吉
に
云
ひ
つ
け
た
。
（
・
６
）
△
（
・
２
）
→
そ
し
て
先
生
114
45
は
＜太
吉
に
云
ひ
つ
け
た
。
（
・
３
）
114
○
ｅ
『
太
吉
。
ゆ
ん
べ
の
覚
蔵
の
髻
が
、
（
・
７
）
△
（
・
２
）
→
「
＜ゆ
ん
べ
の
114
45
覚
蔵
の
髷
が
、
（
・
４
）
114
ｅ
ｈ
太
吉
は
駆
け
出
し
て
行
つ
た
。
／
番
頭
は
そ
れ
で
も
尚
ほ
、
（
・
８
～
９
）
△
114
（
・
３
）
→
太
吉
は
駈
け
出
し
て
行
つ
た
。
＜番
頭
は
そ
れ
で
も
尚
ほ
、
（
・
45
114
５
）
○
覚
蔵
師
が
版
下
絵
を
七
枚
描
く
こ
と
に
な
つ
と
り
ま
す
ス
が
、
ど
う
な
る
こ
と
や
ら
心
配
な
の
ス
わ
。
（
・
～
）
△
（
・
３
）
→
覚
蔵
師
が
版
下
絵
を
七
枚
描
く
114
11
12
45
こ
と
に
な
つ
て
を
つ
た
ス
が
、
ど
う
な
つ
た
こ
と
や
ら
心
配
＜ス
わ
。
（
・
７
～
114
８
）
○
絵
が
出
来
さ
に
な
い
の
で
逃
げ
出
し
た
か
も
わ
か
ら
ぬ
の
ス
わ
。
（
・
）
△
（
114
12
45
・
３
～
４
）
→
絵
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
逃
げ
出
し
た
か
も
わ
か
ら
ぬ
＜ス
わ
。
（
114
・
８
）
〔
『
今
日
』
の
〝
出
来
さ
に
な
い
〟
は
〝
出
来
さ
う
に
な
い
〟
の
誤
植
か
〕
ｅ
よ
し
ん
ば
髻
を
（
・
）
△
（
・
４
）
→
よ
し
ん
ば
髷
を
（
・
８
～
９
）
114
12
45
114
○
子
供
の
隠
れ
ん
ぼ
の
や
う
な
こ
と
を
し
て
も
ら
つ
て
は
我
慢
な
ら
ぬ
の
ス
。
出
て
来
た
ら
、
ひ
つ
掴
ま
へ
て
描
か
し
て
や
る
ス
』
（
・
～
）
▲
子
供
の
隠
れ
ん
ぼ
の
114
13
14
や
う
な
こ
と
を
し
て
も
ら
つ
て
は
我
慢
な
ら
ぬ
の
ス
。
出
て
来
ら
、
ひ
つ
掴
ま
へ
て
描
か
し
て
や
る
ス
」
（
・
４
）
→
子
供
の
隠
れ
ん
ぼ
の
や
う
な
こ
と
を
し
て
も
ら
45
つ
て
は
我
慢
な
ら
ぬ
ス
わ
＜」
（
・
９
）
114
ｅ
包
ん
だ
髻
（
・
）
△
（
・
４
）
→
包
ん
だ
髷
（
・
）
114
15
45
114
10
ｅ
彼
は
そ
の
髻
を
、
（
・
）
△
（
・
４
）
→
彼
は
そ
の
髷
を
、
（
・
）
114
15
45
114
10
○
ｅ
『
い
か
ゞ
で
す
、
こ
の
髻
は
、
（
・
）
△
（
・
４
）
→
「
＜こ
の
髷
は
、
114
16
45
（
・
）
114
11
ｅ
太
吉
は
そ
の
髻
を
（
・
１
）
△
（
・
１
）
→
太
吉
は
そ
の
髷
を
（
・
）
115
46
114
12
○
ｇ
『
番
頭
さ
ん
、
ほ
う
ら
、
こ
の
通
り
、
地
鑞
の
、
（
・
２
）
▲
「
番
頭
さ
ん
、
ほ
115
う
ら
こ
の
通
り
、
地
鑞
の
、
（
・
１
）
→
「
＜ほ
＜ら
＜こ
の
通
り
、
地
鑞
の
、
46
（
・
）
114
13
五
七
頁
○
ｇ
彩
絹
の
元
結
は
僭
上
で
は
な
い
ス
か
、
と
仰
有
つ
た
こ
と
が
（
・
３
～
４
）
△
115
（
・
１
）
→
彩
絹
の
元
結
は
僭
上
で
は
な
い
＜か
＜と
仰
有
つ
た
こ
と
が
（
・
46
114
）14
ｅ
そ
の
髻
の
鬢
つ
け
油
（
・
５
）
△
（
・
１
）
→
そ
の
髷
の
鬢
つ
け
油
（
・
１
）
115
46
115
ｃ
『
い
や
、
確
＜に
そ
れ
は
（
・
６
）
△
「
い
や
、
確
に
そ
れ
は
（
・
１
）
→
「
い
た
し
か
115
46
や
、
確
か
に
そ
れ
は
（
・
２
）
115
ｅ
覚
蔵
師
の
髻
に
違
ひ
な
い
ス
わ
。
何
で
覚
蔵
師
は
髻
を
（
・
６
）
△
（
・
１
）
→
115
46
覚
蔵
師
の
髷
に
違
ひ
な
い
ス
わ
。
何
で
覚
蔵
師
は
髻
を
（
・
２
）
115
○
手
に
入
れ
た
ス
か
』
／
文
錦
堂
の
番
頭
は
、
呆
れ
た
顔
で
太
吉
の
顔
を
見
た
。
／
太
吉
は
寧
ろ
得
意
然
と
し
て
答
へ
た
。
（
・
７
～
９
）
△
（
・
１
）
→
手
に
入
れ
た
115
46
ス
か
」
／
＜太
吉
は
寧
ろ
得
意
然
と
し
て
答
へ
た
。
（
・
３
～
４
）
115
○
『
は
て
、
何
と
い
ふ
名
の
（
・
）
△
（
・
１
）
→
「
＜何
と
い
ふ
名
の
（
・
115
12
46
115
７
）
○
ａ
ｅ
ｈ
『
そ
の
通
り
、
覚
蔵
様
は
無
慙
に
髻
を
切
ら
れ
て
し
ま
は
れ
ま
し
た
』
／
太
吉
は
思
ひ
な
ほ
し
た
や
う
に
声
を
落
し
、
／
『
全
く
、
お
気
の
毒
な
こ
と
で
御
座
い
ま
し
た
。
＜覚
蔵
様
は
そ
れ
で
今
日
、
頭
を
覆
面
し
て
お
ゐ
で
に
な
る
の
で
御
座
い
ま
せ
う
』
／
さ
う
云
つ
て
、
太
吉
は
ぼ
そ
ぼ
そ
と
懐
紙
に
髻
を
包
ん
だ
。
／
『
こ
の
髻
は
、
（
・
５
～
）
△
「
そ
の
通
り
、
覚
蔵
様
は
無
慙
に
髻
を
切
ら
れ
て
し
ま
は
116
10
れ
ま
し
た
」
／
太
吉
は
思
ひ
な
ほ
し
た
や
う
に
声
を
落
し
、
／
「
全
く
、
お
気
の
毒
お
と
な
こ
と
で
御
座
い
ま
し
た
。
覚
蔵
様
は
そ
れ
で
今
日
、
頭
を
覆
面
し
て
お
ゐ
で
に
な
あ
た
ま
る
の
で
御
座
い
ま
せ
う
」
／
「
さ
う
云
つ
て
、
太
吉
は
ぼ
そく
と
懐
紙
に
髻
を
包
ん
だ
。
／
「
こ
の
髻
は
、
（
・
２
）
→
「
そ
の
通
り
、
覚
蔵
様
は
無
慙
に
髻
を
切
46
ら
れ
て
し
ま
は
れ
ま
し
た
。
お
気
の
毒
な
こ
と
で
御
座
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
覚
蔵
様
は
＜、
顔
を
覆
面
し
て
お
い
で
に
な
る
の
で
御
座
い
ま
せ
う
」
／
＜太
吉
は
ぼ
そ
ぼ
そ
と
懐
紙
に
髷
を
包
ん
だ
。
／
「
こ
の
髻
は
、
（
・
２
～
５
）
116
○
お
店
を
縮
尻
り
ま
す
ス
わ
。
（
・
）
△
（
・
２
）
→
お
店
を
縮
尻
る
ス
わ
。
116
14
46
（
・
９
）
116
ｅ
番
頭
は
背
が
ひ
く
い
の
で
、
（
・
１
）
△
（
・
３
）
→
番
頭
は
脊
が
ひ
く
い
の
117
46
で
、
（
・
）
116
13
○
お
店
大
事
と
あ
の
女
を
大
事
に
し
て
を
り
ま
し
た
ス
。
し
か
し
乍
ら
ス
な
、
私
は
自
分
か
ら
求
め
て
、
あ
の
女
と
仲
よ
く
し
た
覚
え
は
毛
頭
な
い
の
ス
わ
。
世
間
で
は
、
（
・
５
～
６
）
▲
お
店
大
事
と
あ
の
女
を
大
事
に
し
て
を
り
ま
し
た
ス
。
し
か
し
117
乍
ら
ス
な
、
私
は
自
分
か
ら
求
め
て
、
あ
の
女
と
仲
よ
し
し
た
覚
え
は
毛
頭
な
い
の
ス
わ
。
世
間
で
は
、
（
・
４
）
→
お
店
大
事
と
あ
の
女
を
大
事
に
し
て
を
り
ま
し
46
た
ス
。
＜世
間
で
は
、
（
・
２
）
117
ａ
私
に
心
中
だ
て
す
る
た
め
だ
と
云
ふ
て
を
る
さ
う
ス
が
、
（
・
６
～
７
）
▲
私
に
心
117
中
だ
て
す
る
た
め
だ
と
云
つ
て
を
る
さ
う
ス
が
、
（
・
４
）
→
私
に
心
中
だ
て
す
46
る
た
め
だ
と
云
う
て
を
る
さ
う
ス
が
、
（
・
３
）
117
○
こ
の
私
が
ま
た
女
ぎ
ら
ひ
と
来
て
を
り
ま
ス
わ
』
（
・
７
）
△
（
・
４
）
→
こ
の
117
46
私
が
ま
た
女
ぎ
ら
ひ
と
来
て
を
る
ス
わ
』
（
・
３
～
４
）
117
ｅ
苦
虫
（
・
８
）
△
（
・
１
）
→
苦
蟲
（
・
５
）
117
47
117
ｈ
文
錦
堂
の
番
頭
の
お
し
や
べ
り
を
き
い
て
ゐ
た
。
／
番
頭
は
べ
ら
べ
ら
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
（
・
８
～
９
）
▲
文
錦
堂
の
番
頭
の
お
し
や
べ
り
を
き
い
て
ゐ
た
。
／
番
頭
117
は
年
甲
斐
も
な
く
、
べ
ら
べ
ら
と
厚
か
ま
し
い
こ
と
を
云
ふ
の
で
あ
る
。
（
・47
１
）
→
文
錦
堂
の
番
頭
の
お
し
や
べ
り
を
き
い
て
ゐ
た
。
＜番
頭
は
べ
ら
べ
ら
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
（
・
５
～
６
）
117
○
斡
旋
の
労
を
と
る
か
も
し
れ
な
い
ス
な
。
（
・
）
△
（
・
１
）
→
斡
旋
の
労
を
117
10
47
と
る
か
も
し
れ
な
い
ス
＜。
（
・
７
）
117
五
八
頁
×
私
は
い
つ
さ
い
風
趣
を
持
た
ぬ
ス
わ
。
な
あ
の
女
子
は
ス
な
、
（
・
）
▲
私
は
い
117
11
つ
さ
い
趣
味
を
持
た
な
い
ス
な
。
あ
の
女
子
は
ス
な
、
（
・
１
）
→
私
は
い
つ
さ
47
い
風
趣
を
持
た
ぬ
ス
わ
。
＜あ
の
女
子
は
ス
な
、
（
・
８
～
９
）
117
×
あ
ま
り
に
善
な
る
＜過
ぎ
る
の
か
も
し
れ
ぬ
』
（
・
５
）
△
（
・
２
）
→
あ
ま
り
118
47
に
善
な
る
に
過
ぎ
る
の
か
も
し
れ
ぬ
」
（
・
５
）
118
ａ
思
ふ
て
を
つ
て
も
ら
ひ
た
い
ス
』
（
・
）
▲
思
う
て
を
つ
て
も
ら
ひ
た
い
ス
ぞ
」
118
14
（
・
２
）
→
思
う
て
を
つ
て
も
ら
ひ
た
い
ス
」
（
・
）
47
118
14
ａ
『
な
に
、
か
く
ま
つ
て
く
れ
と
云
ふ
た
か
』
（
・
４
）
△
な
に
、
か
く
ま
つ
て
く
れ
119
と
云
ふ
た
か
？
」
（
・
２
～
３
）
→
「
な
に
、
か
く
ま
つ
て
く
れ
と
云
う
た
か
」
47
（
・
６
）
119
○
儂
は
あ
の
番
頭
に
食
言
し
た
』
／
し
か
し
先
生
は
云
ひ
な
ほ
し
た
。
／
『
と
云
ふ
の
は
、
儂
の
大
間
違
ひ
ぢ
や
。
つ
い
儂
は
、
道
学
者
流
の
ご
と
き
こ
と
を
云
ふ
癖
が
あ
る
』
／
『
先
生
、
窮
鳥
が
懐
に
は
い
れ
ば
、
（
・
６
～
９
）
△
（
・
３
）
→
儂
119
47
は
あ
の
番
頭
に
食
言
し
た
」
／
＜「
先
生
、
窮
鳥
が
懐
に
は
い
れ
ば
、
（
・
８
～
119
９
）
ｈ
太
吉
の
寝
所
に
泊
め
て
も
ら
つ
た
も
の
で
あ
る
。
／
〔
一
行
空
き
〕
／
土
間
の
奥
に
は
藁
が
堆
く
、
天
井
に
と
ゞ
く
ほ
ど
積
み
あ
げ
て
あ
る
。
（
・
～
）
▲
太
吉
の
119
13
14
寝
所
に
泊
め
て
も
ら
つ
た
も
の
で
あ
る
。
／
〔
第
回
が
終
わ
り
、
第
回
が
始
ま
47
48
る
〕
移
風
易
俗
の
章
（
八
）
／
土
間
の
奥
に
は
藁
が
堆
く
、
天
井
に
と
ゞ
く
ほ
ど
積
み
あ
げ
て
あ
る
。
（
・
４
～
・
１
）
→
太
吉
の
寝
所
に
泊
め
て
も
ら
つ
た
も
の
47
48
で
あ
る
。
／
＜土
間
の
奥
に
は
藁
が
堆
く
、
天
井
に
と
ど
く
ほ
ど
積
み
あ
げ
て
あ
る
。
（
・
～
）
119
13
14
ｈ
藁
の
堆
積
は
森
閑
と
し
て
ゐ
た
。
／
太
吉
は
気
を
き
か
せ
、
（
・
５
～
６
）
△
（
120
48
・
１
）
→
藁
の
堆
積
は
森
閑
と
し
て
ゐ
た
。
＜太
吉
は
気
を
き
か
せ
、
（
・
５
）
120
ｈ
そ
れ
で
も
何
の
返
答
も
な
か
つ
た
。
／
鶴
賓
先
生
は
困
つ
た
も
の
（
・
９
～
）
△
120
10
（
・
１
）
→
そ
れ
で
も
何
の
返
答
も
な
か
つ
た
。
＜鶴
賓
先
生
は
困
つ
た
も
の
48
（
・
）
120
10
○
嘆
山
先
生
は
幼
い
塾
生
の
た
め
孝
経
第
十
六
章
の
解
説
に
つ
と
め
、
鶴
賓
先
生
の
代
講
を
つ
と
め
て
ゐ
た
。
（
・
）
▲
嘆
山
先
生
は
幼
い
塾
生
の
た
め
孝
経
第
十
六
章
120
13
の
解
説
に
つ
と
め
、
鶴
賓
先
生
の
代
講
を
引
受
け
て
ゐ
た
。
（
・
２
）
→
嘆
山
先
48
生
は
幼
い
塾
生
の
た
め
＜、
鶴
賓
先
生
の
代
講
を
つ
と
め
て
ゐ
た
。
（
・
）
120
13
○
『
…
…
さ
れ
ば
、
礼
に
は
五
つ
あ
り
。
〔
中
略
〕
さ
う
云
つ
て
、
彼
は
の
ろ
の
ろ
と
立
ち
上
つ
た
。
（
・
～
・
）
▲
（
・
２
～
・
４
。
異
同
に
つ
い
て
は
省
120
14
128
13
48
51
略
）
→
〔
な
し
〕
（
・
～
・
１
間
）
〔
『
有
光
』
で
削
除
さ
れ
た
の
は
、
120
13
121
『
今
日
』
頁
行
目
か
ら
始
ま
る
、
孝
経
第
十
六
章
と
詩
経
「
園
有
桃
」
に
関
す
120
14
る
嘆
山
の
講
義
の
様
子
、
鶴
賓
が
菅
茶
山
と
同
門
で
あ
っ
た
こ
と
、
二
人
の
前
に
扉
之
助
が
現
わ
れ
て
謝
罪
し
た
こ
と
、
ま
た
、
扉
之
助
の
口
か
ら
ヤ
ヱ
ノ
の
姉
が
引
田
屋
の
埴
輪
野
で
あ
る
こ
と
が
明
か
さ
れ
る
場
面
で
あ
る
。
『
満
日
』
で
は
、
第
回48
２
段
目
５
行
目
か
ら
第
回
末
尾
に
相
当
す
る
〕
51
【
第
七
齣
】
頁
～
頁
合
計
頁
121
159
39
○
献
策
〔
半
扉
吉
田
貫
三
郎
画
〕
（
頁
）
→
第
七
齣
（
・
１
）
129
121
ｅ
頑
丈
な
帆
前
船
で
あ
る
（
・
１
）
△
（
・
１
）
→
巌
乗
な
帆
前
船
で
あ
る
（
・
130
52
121
２
）
ｇ
し
ば
し
ば
市
川
市
鶴
を
見
物
に
行
つ
た
も
の
ぢ
や
、
四
方
赤
良
は
楽
屋
へ
市
鶴
を
訪
ね
て
行
つ
た
こ
と
も
あ
る
。
（
・
３
～
４
）
△
（
・
２
）
→
し
ば
し
ば
市
川
市
鶴
131
52
を
見
物
に
行
つ
た
も
の
ぢ
や
。
四
方
赤
良
は
楽
屋
へ
市
鶴
を
訪
ね
て
行
つ
た
こ
と
も
あ
る
。
（
・
６
～
７
）
122
五
九
頁
ｃ
殆
＜ど
聖
教
の
（
・
８
）
△
殆
ど
聖
教
の
（
・
２
）
→
殆
ん
ど
聖
教
の
（
・
ほ
と
ん
131
52
122
）12
○
嘆
山
先
生
は
思
は
ず
微
笑
し
た
。
（
・
９
）
△
（
・
２
）
→
嘆
山
先
生
は
＜微
笑
131
52
し
た
。
（
・
）
122
13
ｄ
い
ま
売
出
し
と
い
ふ
譬
へ
で
（
・
）
△
（
・
２
）
→
今
売
出
し
と
い
ふ
譬
へ
で
131
11
52
（
・
～
・
１
）
122
15
123
○
『
な
る
ほ
ど
、
さ
う
も
あ
ら
う
。
で
は
、
五
山
先
生
＜は
、
ど
の
俳
優
に
譬
へ
て
を
る
？
』
（
・
）
▲
「
で
は
、
五
山
先
生
は
、
ど
の
俳
優
に
譬
へ
て
を
る
？
」
131
13
（
・
２
）
→
「
な
る
ほ
ど
、
さ
う
も
あ
ら
う
。
で
は
、
五
山
先
生
の
こ
と
は
、
ど
52
の
俳
優
に
譬
へ
て
を
る
？
」
（
・
２
）
123
○
加
藤
千
蔭
は
何
に
譬
へ
て
あ
る
？
』
（
・
）
△
（
・
３
）
→
加
藤
千
蔭
は
131
15
52
＜？
」
（
・
４
）
123
ａ
水
ぎ
わ
の
石
段
へ
板
を
（
・
～
）
▲
水
ぎ
は
の
石
段
へ
板
を
（
・
２
）
→
水
133
16
17
53
ぎ
は
の
石
段
へ
板
を
（
・
～
）
125
10
11
×
た
ゞ
国
防
と
い
ふ
こ
と
は
（
・
）
△
（
・
４
）
→
だ
た
国
防
と
い
ふ
こ
と
は
136
15
54
（
・
１
～
２
）
129
ｈ
鶴
賓
先
生
は
堅
く
信
じ
て
さ
う
云
つ
た
。
／
〔
一
行
空
き
〕
／
『
大
筒
の
音
が
お
嫌
ひ
だ
と
申
さ
れ
ま
す
の
は
…
…
』
（
・
２
～
３
）
▲
鶴
賓
先
生
は
堅
く
信
じ
て
さ
う
137
云
つ
た
。
／
〔
第
回
が
終
わ
り
、
第
回
が
始
ま
る
〕
献
策
（
五
）
／
「
大
筒
の
54
55
音
が
お
嫌
ひ
だ
と
申
さ
れ
ま
す
の
は
…
」
（
・
４
～
・
１
）
→
鶴
賓
先
生
は
堅
54
55
く
信
じ
て
さ
う
云
つ
た
。
／
＜「
大
筒
の
音
が
お
嫌
ひ
だ
と
申
さ
れ
ま
す
の
は
…
…
」
（
・
５
～
６
）
〔
『
満
日
』
第
回
の
章
見
出
し
〝
献
策
（
五
）
〟
は
正
し
129
55
く
は
〝
献
策
（
四
）
〟
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
。
な
お
、
第
回
の
章
見
出
し
は
〝
献
56
策
（
五
）
〟
と
さ
れ
て
い
る
〕
×
嘆
山
先
生
は
鶴
賓
先
生
と
並
ん
で
歩
き
な
が
ら
、
（
・
４
）
△
（
・
１
）
→
嘆
山
137
55
先
生
＜鶴
賓
先
生
と
並
ん
で
歩
き
な
が
ら
、
（
・
７
）
129
ｇ
『
左
様
、
空
砲
の
音
も
好
か
ぬ
が
、
弾
丸
を
込
め
た
音
も
す
か
ぬ
。
（
・
７
）
△
137
（
・
１
）
→
「
左
様
、
空
砲
の
音
も
好
か
ぬ
が
＜弾
丸
を
込
め
た
音
も
す
か
ぬ
。
55
（
・
）
129
10
ｈ
『
い
や
、
必
ず
し
も
儂
は
、
大
筒
の
音
が
嫌
ひ
で
は
な
い
』
／
〔
一
行
空
き
〕
／
大
波
戸
か
ら
丸
山
遊
郭
へ
行
く
路
は
、
（
・
３
～
４
）
▲
「
い
や
、
必
ず
し
も
儂
は
、
139
大
筒
の
音
が
嫌
ひ
で
は
な
い
」
／
〔
第
回
が
終
わ
り
、
第
回
が
始
ま
る
〕
献
策
55
56
（
五
）
／
大
波
戸
か
ら
丸
山
遊
郭
へ
行
く
路
は
、
（
・
４
～
・
１
）
→
「
い
55
56
や
、
必
ず
し
も
儂
は
、
大
筒
の
音
が
嫌
ひ
で
は
な
い
」
／
＜大
波
戸
か
ら
丸
山
遊
郭
へ
行
く
路
は
、
（
・
～
・
１
）
131
15
132
ｅ
一
挺
の
駕
籠
が
駆
け
つ
け
て
来
た
。
（
・
～
）
△
（
・
１
）
→
一
挺
の
駕
籠
139
13
14
56
が
駈
け
つ
け
て
来
た
。
（
・
～
）
132
11
12
ｅ
も
う
一
挺
の
駕
籠
が
駆
け
つ
け
て
来
た
。
（
・
）
△
（
・
１
）
→
も
う
一
挺
の
139
16
56
駕
籠
が
駈
け
つ
け
て
来
た
。
（
・
）
132
14
ａ
お
疲
れ
で
ゐ
ら
つ
し
や
る
ん
だ
』
（
・
９
）
△
（
・
２
）
→
お
疲
れ
で
い
ら
つ
し
140
56
や
る
ん
だ
」
（
・
８
～
９
）
133
ｅ
無
闇
に
（
・
１
）
△
（
・
３
）
→
無
暗
に
（
・
４
）
141
56
134
ｈ
『
ヘ
ヘ
ツ
』
／
と
頭
を
下
げ
た
。
（
・
３
～
４
）
△
（
・
３
）
→
「
ヘ
ヘ
ツ
」
＜
141
56
と
頭
を
下
げ
た
。
（
・
６
）
134
ｃ
駕
籠
に
向
か
つ
て
（
・
４
）
△
駕
籠
に
向
か
つ
て
（
・
３
）
→
駕
籠
に
向
＜つ
て
む
141
56
（
・
６
～
７
）
134
○
も
う
陽
が
沈
み
、
（
・
８
）
△
（
・
４
）
→
も
う
陽
は
沈
み
、
（
・
）
141
56
134
10
ｈ
街
が
つ
ゞ
い
て
ゐ
る
。
＜出
来
鍛
冶
屋
町
か
ら
川
境
の
向
ふ
が
（
・
～
）
△
街
141
11
12
六
〇
頁
が
つ
ゞ
い
て
ゐ
る
。
出
来
鍛
冶
屋
町
か
ら
川
境
の
向
ふ
が
（
・
１
）
→
街
が
つ
づ
む
か
57
い
て
ゐ
る
。
／
出
来
鍛
冶
屋
町
か
ら
川
境
の
向
ふ
が
（
・
～
）
134
13
14
○
『
小
生
は
勝
手
が
わ
か
ら
ん
。
諸
事
、
貴
公
を
見
習
ふ
と
し
よ
う
』
／
老
先
生
は
さ
う
云
つ
て
、
（
・
９
～
）
△
（
・
１
）
→
「
＜諸
事
、
貴
公
を
見
習
ふ
と
し
よ
142
10
57
う
」
／
＜さ
う
云
つ
て
、
（
・
～
）
135
13
14
ｄ
丁
度
、
お
待
ち
申
し
て
を
り
ま
し
た
。
（
・
６
）
△
（
・
３
）
→
ち
や
う
ど
、
お
143
57
待
ち
申
し
て
を
り
ま
し
た
。
（
・
）
136
12
ｈ
『
左
様
、
こ
の
家
の
養
女
と
い
ふ
と
こ
ろ
で
御
座
い
ま
せ
う
な
』
／
〔
一
行
空
き
〕
／
ふ
と
鶴
賓
先
生
は
聞
き
耳
を
た
て
た
。
（
・
～
・
１
）
▲
「
左
様
、
こ
の
143
17
144
家
の
養
女
と
い
ふ
と
こ
ろ
で
御
座
い
ま
せ
う
な
」
／
〔
第
回
が
終
わ
り
、
第
回
う
ち
57
58
が
始
ま
る
〕
献
策
（
七
）
／
不
図
、
鶴
賓
先
生
は
聞
き
耳
を
た
て
た
。
（
・
４
～
57
・
１
）
→
「
左
様
、
こ
の
家
の
養
女
と
い
ふ
と
こ
ろ
で
御
座
い
ま
せ
う
な
」
／
＜
58ふと
鶴
賓
先
生
は
聞
き
耳
を
た
て
た
。
（
・
８
～
９
）
〔
『
満
日
』
で
は
第
回
137
58
の
章
見
出
し
〝
献
策
（
七
）
〟
の
前
に
〝
前
回
ま
で
の
梗
概
〟
を
掲
載
〕
ｃ
足
を
組
み
合
＜せ
、
（
・
１
）
△
（
・
３
）
→
足
を
組
み
合
は
せ
、
（
・
～
145
58
138
10
）11
ｄ
控
へ
の
間
の
仕
切
り
を
静
か
に
明
け
、
さ
き
ほ
ど
の
（
・
）
▲
そ
の
と
き
、
控
へ
145
12
の
間
の
仕
切
り
を
静
か
に
明
け
、
さ
き
ほ
ど
の
（
・
３
）
→
控
へ
の
間
の
仕
切
り
58
を
静
か
に
あ
け
、
さ
き
ほ
ど
の
（
・
６
）
139
○
ｅ
ｇ
豊
艶
な
顔
を
し
て
、
ぱ
ち
や
ぱ
ち
や
と
し
て
し
か
も
背
が
高
い
。
（
・
～
145
13
）
▲
豊
艶
な
顔
を
し
て
、
ど
つ
し
り
と
し
て
し
か
も
背
が
高
い
。
（
・
３
）
→
14
58
豊
艶
な
顔
を
し
て
＜ぽ
ち
や
ぽ
ち
や
と
し
て
し
か
も
脊
が
高
い
。
（
・
８
）
139
ｇ
脚
つ
き
の
台
に
は
、
鉢
に
入
れ
た
桃
や
＜色
の
つ
い
た
ギ
ヤ
マ
ン
の
湯
呑
み
（
・145
）
△
（
・
３
）
→
脚
つ
き
の
台
に
は
＜鉢
に
入
れ
た
桃
や
、
色
の
つ
い
た
ギ
ヤ
17
58
マ
ン
の
湯
吞
み
（
・
）
139
11
ａ
窓
ぎ
わ
に
立
つ
て
行
つ
た
。
（
・
３
）
▲
窓
ぎ
は
に
立
つ
て
行
つ
た
。
（
・
２
）
148
59
→
窓
ぎ
は
に
立
つ
て
行
つ
た
。
（
・
４
）
142
ｈ
『
こ
と
づ
け
？
そ
れ
や
無
論
、
こ
と
づ
け
し
て
お
い
た
』
／
〔
一
行
空
き
〕
／
女
は
ち
よ
つ
と
真
剣
な
顔
を
し
た
。
（
・
～
・
１
）
▲
「
こ
と
づ
け
？
そ
れ
や
148
16
149
無
論
、
こ
と
づ
け
し
て
お
い
た
」
／
〔
第
回
が
終
わ
り
、
第
回
が
始
ま
る
〕
献
59
60
策
（
九
）
／
女
は
ち
よ
つ
と
真
剣
な
顔
を
し
た
。
（
・
４
～
・
１
）
→
「
こ
と
59
60
づ
け
？
そ
れ
や
無
論
、
こ
と
づ
け
し
て
お
い
た
」
／
＜女
は
ち
よ
つ
と
真
剣
な
顔
を
し
た
。
（
・
２
～
３
）
143
ａ
波
打
ち
ぎ
わ
に
、
（
・
）
▲
波
打
ち
ぎ
は
に
、
（
・
１
）
→
波
打
ち
ぎ
は
に
、
149
12
60
（
・
～
）
143
14
15
ｄ
女
は
煙
管
を
と
り
上
げ
て
、
吸
ひ
つ
け
煙
草
を
（
・
）
△
（
・
３
）
→
女
は
煙
150
11
60
管
を
と
り
あ
げ
て
、
吸
ひ
つ
け
煙
草
を
（
・
）
144
15
ａ
そ
し
て
窓
ぎ
は
の
老
先
生
の
方
を
振
り
向
い
た
。
／
老
先
生
は
窓
ぎ
わ
を
離
れ
、
（
150
・
～
・
１
）
▲
そ
し
て
窓
ぎ
は
の
老
先
生
の
方
を
振
り
向
い
た
。
／
老
先
生
は
17
151
窓
ぎ
は
を
離
れ
、
（
・
４
）
→
そ
し
て
窓
ぎ
は
の
老
先
生
の
方
を
振
り
向
い
た
。
60
／
老
先
生
は
窓
ぎ
は
を
離
れ
、
（
・
６
～
７
）
145
ｇ
沓
ぬ
ぎ
に
あ
つ
た
バ
ラ
緒
の
草
履
を
は
い
て
＜築
山
に
出
た
。
（
・
４
）
△
（
・
151
61
１
）
→
沓
ぬ
ぎ
に
あ
つ
た
バ
ラ
緒
の
草
履
を
は
い
て
、
築
山
に
出
た
。
（
・
）
145
10
ｅ
駆
け
つ
け
る
と
老
先
生
の
顔
を
見
て
、
（
・
２
）
▲
駆
け
つ
け
る
と
、
老
先
生
の
顔
153
を
見
て
、
（
・
３
）
→
駈
け
つ
け
る
と
老
先
生
の
顔
を
見
て
、
（
・
）
61
147
13
×
『こ
れ
は
こ
れ
は
、
（
・
３
）
▲
「
こ
れ
は
こ
れ
は
、
（
・
３
）
→
「
こ
れ
は
こ
153
61
れ
は
、
（
・
）
147
14
×
お
茶
坊
子
の
や
う
な
辮
髪
詩
人
（
・
）
△
（
・
１
）
→
お
茶
坊
子
の
や
う
な
辮
153
14
62
六
一
頁
髪
詩
人
（
・
）
〔
い
ず
れ
も
〝
お
茶
坊
主
〟
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
か
〕
148
11
ｇ
縁
側
に
押
し
上
げ
る
の
は
、
君
子
の
礼
で
な
い
』
（
・
１
～
２
）
△
（
・
１
）
→
154
62
縁
側
に
押
し
上
げ
る
の
は
＜君
子
の
礼
で
な
い
」
（
・
～
・
１
）
148
14
149
×
閑
吟
塾
へ
伺
は
せ
ま
し
た
使
者
が
、
（
・
）
△
閑
吟
塾
へ
伺
は
せ
ま
し
た
使
者
154
12
が
、
→
閑
吟
塾
へ
伺
は
せ
ま
し
た
使
者
が
、
（
・
）
〔
〝
間
吟
塾
〟
と
あ
る
べ
140
11
き
と
こ
ろ
〕
ａ
一
座
の
取
締
り
と
し
て
お
ゐ
で
に
な
り
ま
す
』
（
・
６
～
７
）
△
（
・
３
）
→
一
155
62
座
の
取
締
り
と
し
て
お
い
で
に
な
り
ま
す
」
（
・
７
～
８
）
150
ｅ
有
力
な
仲
間
が
一
人
ま
た
増
え
た
の
で
満
足
さ
う
に
（
・
）
▲
ま
た
一
人
有
力
な
155
12
仲
間
が
増
え
た
の
で
、
つ
い
満
足
さ
う
に
（
・
４
）
→
有
力
な
仲
間
が
一
人
ま
た
62
殖
え
た
の
で
満
足
さ
う
に
（
・
）
150
14
○
ｄ
こ
の
二
等
組
を
、
更
ら
に
紅
白
二
組
に
分
離
し
て
も
、
（
・
）
▲
こ
の
二
等
組
155
14
を
更
に
紅
白
二
組
に
分
離
し
て
も
、
（
・
４
）
→
こ
の
二
等
組
を
、
さ
ら
に
紅
白
62
＜に
分
離
し
て
も
（
・
）
151
14
×
彼
は
髭
面
の
い
か
め
し
い
顔
を
し
て
ゐ
た
が
、
漢
文
句
調
は
つ
か
＜な
か
つ
た
。
（
156
・
）
▲
彼
は
髭
面
の
い
か
め
し
い
顔
を
し
て
ゐ
た
が
、
漢
文
句
調
は
つ
か
は
な
か
17
つ
た
。
（
・
２
）
→
彼
は
髭
面
の
い
か
め
し
い
顔
を
し
て
ゐ
た
が
、
漢
文
句
調
は
63
つ
か
は
な
か
つ
た
。
（
・
７
）
〔
『
今
日
』
は
〝
は
〟
を
誤
脱
〕
152
×
水
に
は
蛟
龍
を
斬
り
、
陸
に
は
豪
犀
を
斬
り
、
（
・
～
）
▲
水
に
は
蛟
龍
を
斬
159
15
17
り
、
陸
に
は
象
犀
を
斬
り
、
（
・
３
）
→
水
に
は
蛟
龍
を
斬
り
、
陸
に
は
豪
犀
を
64
斬
り
、
（
・
～
・
１
）
〔
説
岳
全
伝
第
十
一
回
に
〝
凡
劍
之
利
者
、
水
斷
蛟
155
15
156
龍
、
陸
剸
犀
象
〟
と
あ
る
。
『
満
日
』
の
〝
象
犀
〟
や
『
今
日
』
『
有
光
』
の
〝
豪
犀
〟
は
、
〝
犀
象
〟
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
か
。
あ
る
い
は
、
発
話
者
の
「
明
倫
堂
の
助
講
格
で
」
「
甲
府
の
徽
典
館
か
ら
転
じ
て
来
た
秀
才
」
と
さ
れ
る
森
渓
流
を
揶
揄
す
る
か
〕
×
そ
れ
君
子
の
廟
堂
に
立
つ
や
君
主
、
召
し
て
擯
せ
し
む
る
と
き
は
、
色
、
勃
如
た
り
、
足
、
躍
如
た
り
。
（
・
）
△
そ
れ
君
子
の
廟
堂
に
立
つ
や
｜
君
主
、
召
し
て
擯
161
11
せ
し
む
る
と
き
は
、
色
、
勃
如
た
り
、
足
、
躍
如
た
り
。
（
・
２
）
→
そ
れ
君
子
65
の
廟
堂
に
立
つ
や
、
君
主
、
召
し
て
擯
せ
し
む
る
と
き
は
、
色
、
勃
如
た
り
、
足
、
躍
如
た
り
。
（
・
～
・
１
）
〔
論
語
郷
党
篇
に
〝
君
召
使
擯
、
色
勃
如
也
、
157
15
158
足
躩
如
也
〟
と
あ
る
〕
×
唄
は
せ
＜ゐ
る
も
の
に
ち
が
ひ
な
い
。
（
・
９
）
△
（
・
４
）
→
唄
は
せ
て
ゐ
る
162
65
も
の
に
ち
が
ひ
な
い
。
（
・
１
）
159
【
第
八
齣
】
頁
～
頁
合
計
頁
159
181
23
○
早
打
の
注
進
〔
半
扉
吉
田
貫
三
郎
画
〕
（
頁
）
→
第
八
齣
（
・
５
）
163
159
○
ｅ
東
は
亜
細
亜
の
果
て
し
ま
で
の
大
範
圖
。
（
・
）
▲
東
は
亜
細
亜
の
果
て
し
ま
164
13
で
の
大
範
圖
。
（
・
２
）
→
東
は
亜
細
亜
の
果
て
＜ま
で
の
大
範
圍
。
（
・
は
ん
と
66
160
６
）
〔
〈
『
今
日
』
の
〝
大
範
図
〟
は
〝
大
版
図
〟
あ
る
い
は
〝
大
範
囲
〟
な
ど
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
か
〕
ｇ
ま
さ
に
日
本
国
は
、
そ
れ
を
ば
避
け
る
べ
き
こ
と
』
（
・
１
）
▲
ま
さ
に
日
本
国
165
は
、
そ
れ
を
ば
避
け
る
べ
し
」
（
・
２
）
→
ま
さ
に
日
本
国
は
＜そ
れ
を
ば
避
け
66
る
べ
き
こ
と
」
（
・
８
）
160
ｃ
蛙
の
声
が
微
＜に
き
こ
え
て
ゐ
た
。
（
・
４
）
△
蛙
の
声
が
微
に
き
こ
え
て
ゐ
た
。
か
す
か
164
（
・
２
）
→
蛙
の
声
が
微
か
に
き
こ
え
て
ゐ
た
。
（
・
）
66
160
11
ｄ
と
云
ふ
声
が
し
た
。
（
・
）
△
（
・
１
）
→
と
い
ふ
声
が
し
た
。
（
・
）
168
14
68
164
14
ｇ
卯
之
助
は
因
幡
守
に
向
か
ひ
、
畳
に
頭
を
す
り
つ
け
た
。
（
・
３
）
△
卯
之
助
は
因
169
幡
守
に
向
か
ひ
、
畳
に
頭
を
す
り
つ
け
た
。
（
・
１
）
→
卯
之
助
は
因
幡
守
に
向
む
68
六
二
頁
か
ひ
＜畳
に
頭
を
す
り
つ
け
た
。
（
・
６
）
165
ｃ
豊
後
守
と
顔
を
見
合
＜せ
た
。
（
・
５
）
△
（
・
１
）
→
豊
後
守
と
顔
を
見
合
は
169
68
せ
た
。
（
・
７
）
165
ｃ
豊
後
守
は
慌
た
ゞ
し
く
云
つ
た
。
（
・
）
豊
後
守
は
慌
た
ゞ
し
く
云
つ
た
。
△
あ
は
170
10
（
・
３
）
→
豊
後
守
は
慌
＜し
く
云
つ
た
。
（
・
２
）
68
167
○
オ
ロ
シ
ヤ
皇
帝
の
宸
翰
が
、
一
向
そ
の
文
意
が
わ
か
ら
ぬ
（
・
）
△
オ
ロ
シ
ヤ
皇
170
12
帝
の
宸
翰
が
、
一
向
そ
の
文
意
が
わ
か
ら
ぬ
（
・
３
）
→
オ
ロ
シ
ヤ
皇
帝
の
宸
翰
こ
う
68
が
、
一
同
そ
の
文
意
が
わ
か
ら
ぬ
（
・
４
）
167
○
『
な
に
、
木
ツ
葉
役
人
と
申
し
た
＜か
？
』
（
・
１
）
△
（
・
４
）
→
「
な
に
、
171
68
木
ツ
葉
役
人
と
申
し
た
の
か
？
」
（
・
）
167
11
ｅ
羊
の
皮
を
鞣
し
た
（
・
１
）
△
（
・
２
）
→
羊
の
革
を
鞣
し
た
（
・
）
172
69
168
14
〔
『
用
字
便
覧
陸
軍
幼
年
学
校
用
』
頁
に
「
皮
」
は
「
毛
ノ
ア
ル
マ
マ
、
又
ハ
92
體
ニ
ツ
キ
タ
ル
マ
マ
ノ
皮
。
」
と
し
、
「
革
」
は
「
毛
ヲ
去
リ
タ
ル
皮
」
と
す
る
〕
ｅ
羊
の
皮
の
鞣
し
皮
に
、
（
・
３
）
△
（
・
４
）
→
羊
の
革
の
鞣
し
革
に
、
（
・
173
69
170
５
）
×
石
ノ
港
（
・
）
△
石
ノ
港
（
・
２
）
→
石
ノ
港
（
・
５
）
〔
い
ず
れ
も
〝
石
み
な
と
174
14
70
172
ノ
巻
〟
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
か
〕
ｆ
た
ま
た
ま
国
都
ヘ
テ
ル
ホ
ル
カ
に
て
国
王
の
（
・
５
）
△
（
・
３
）
→
た
ま
た
ま
175
70
国
都
ペ
テ
ル
ホ
ル
カ
に
て
国
王
の
（
・
）
172
13
ｄ
本
日
引
卸
し
の
、
オ
ロ
シ
ヤ
船
の
武
器
弾
薬
（
・
９
）
△
（
・
１
）
→
本
日
引
お
176
71
ろ
し
の
、
オ
ロ
シ
ヤ
船
の
武
器
弾
薬
（
・
６
）
174
×
『
申
し
上
げ
ま
す
。
た
ゞ
い
ま
洞
摺
乃
助
こ
と
が
、
（
・
１
）
▲
「
申
し
上
げ
ま
177
す
。
た
だ
い
ま
胴
摺
之
助
が
、
（
・
２
）
→
「
申
し
上
げ
ま
す
。
た
ゞ
い
ま
洞
摺
71
乃
助
こ
と
が
、
（
・
）
〔
『
今
日
』
で
は
、
こ
れ
以
前
は
〝
胴
摺
之
助
〟
と
表
174
15
記
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
こ
か
ら
頁
行
目
（
「
早
打
の
注
進
」
末
尾
）
ま
で
〝
洞
182
13
摺
之
助
〟
と
誤
植
さ
れ
る
。
そ
の
次
に
出
現
す
る
頁
行
目
以
降
は
〝
風
吹
胴
摺
323
10
之
助
〟
あ
る
い
は
〝
胴
摺
之
助
〟
と
い
う
表
記
に
戻
る
。
『
有
光
』
で
は
、
こ
の
174
頁
行
目
だ
け
が
〈
洞
摺
之
助
〉
と
誤
植
。
次
の
頁
３
行
目
以
降
は
〝
胴
摺
之
15
175
助
〟
と
す
る
〕
×
『
洞
摺
之
助
と
は
、
そ
り
や
何
者
だ
』
（
・
４
）
▲
「
胴
摺
之
助
と
は
、
そ
り
や
何
177
者
だ
」
→
「
胴
摺
之
助
と
は
、
そ
り
や
何
者
だ
」
（
・
３
）
175
ｃ
因
幡
守
は
豊
後
守
と
顔
を
見
合
＜せ
た
。
（
・
）
△
（
・
３
）
→
因
幡
守
は
豊
177
15
71
後
守
と
顔
を
見
合
は
せ
た
。
（
・
）
175
14
ｃ
ま
だ
確
＜で
御
座
い
ま
す
。
（
・
）
△
ま
だ
確
で
御
座
い
ま
す
。
（
・
１
）
→
た
し
か
178
14
72
ま
だ
確
か
で
御
座
い
ま
す
。
（
・
１
）
177
×
ｄ
彼
は
煙
草
入
れ
＜戴
い
て
も
と
の
座
に
帰
り
、
（
・
９
）
△
（
・
２
）
→
彼
は
179
72
煙
草
入
れ
を
戴
い
て
元
の
座
に
帰
り
、
（
・
）
177
12
×
そ
こ
の
沓
脱
ぎ
に
は
、
洞
摺
之
助
が
中
間
風
の
（
・
）
▲
そ
こ
の
沓
脱
ぎ
に
は
、
179
13
胴
摺
之
助
が
中
間
風
の
（
・
２
）
→
そ
こ
の
沓
脱
ぎ
に
は
、
胴
摺
之
助
が
中
間
風
72
の
（
・
１
）
178
×
『
洞
摺
之
助
、
待
た
し
て
す
ま
ん
な
』
（
・
）
▲
「
胴
摺
之
助
、
待
た
し
て
す
ま
179
15
ん
な
」
（
・
２
）
→
「
胴
摺
之
助
、
待
た
し
て
す
ま
ん
な
」
（
・
３
）
72
178
×
洞
摺
之
助
は
沓
脱
ぎ
か
ら
腰
を
上
げ
、
（
・
）
▲
胴
摺
之
助
は
沓
脱
ぎ
か
ら
腰
を
179
17
上
げ
｜
（
・
２
）
→
胴
摺
之
助
は
沓
脱
ぎ
か
ら
腰
を
上
げ
、
（
・
５
）
72
178
×
洞
摺
之
助
に
見
せ
た
。
（
・
３
）
▲
胴
摺
之
助
に
見
せ
た
。
（
・
３
）
→
胴
摺
之
180
72
助
に
見
せ
た
。
（
・
８
）
178
ｇ
『
こ
い
つ
、
左
様
に
申
し
て
、
（
・
）
▲
「
こ
い
つ
め
、
さ
う
云
つ
て
、
（
・
180
14
73
１
）
→
「
こ
い
つ
＜左
様
に
申
し
て
、
（
・
４
）
179
六
三
頁
×
卯
之
助
と
乾
分
の
洞
摺
之
助
は
、
（
・
２
）
▲
卯
之
助
と
乾
分
の
胴
摺
之
助
は
、
181
（
・
１
）
→
卯
之
助
と
乾
分
の
胴
摺
之
助
は
、
（
・
９
）
73
179
ｅ
人
の
背
の
高
さ
の
（
・
４
）
△
（
・
１
）
→
人
の
脊
の
高
さ
の
（
・
）
181
73
179
11
×
卯
之
助
と
洞
摺
之
助
は
そ
の
燈
火
の
（
・
４
）
▲
卯
之
助
と
胴
摺
之
助
は
、
そ
の
燈とも
し
181
灯
の
（
・
１
）
→
卯
之
助
と
胴
摺
之
助
は
そ
の
燈
火
の
（
・
）
び
73
174
11
×
洞
摺
之
助
の
云
ふ
通
り
、
（
・
７
）
▲
胴
摺
之
助
の
云
ふ
通
り
、
（
・
１
）
→
胴
181
73
摺
之
助
の
云
ふ
通
り
、
（
・
）
179
14
×
洞
摺
之
助
は
鼻
を
持
つ
て
（
・
）
▲
胴
摺
之
助
は
鼻
を
持
つ
て
（
・
２
）
→
胴
181
12
73
摺
之
助
は
鼻
を
持
つ
て
（
・
６
）
180
×
洞
摺
之
助
も
浮
き
立
つ
て
ゐ
た
。
（
・
）
▲
胴
摺
之
助
も
浮
き
立
つ
て
ゐ
た
。
181
16
（
・
２
）
→
胴
摺
之
助
も
浮
き
立
つ
て
ゐ
た
。
（
・
）
73
180
12
ｅ
た
ん
と
お
手
元
へ
差
上
げ
ま
す
』
（
・
８
）
△
（
・
２
）
→
た
ん
と
お
手
許
へ
差
182
73
上
げ
ま
す
』
（
・
６
）
181
×
そ
の
後
ろ
か
ら
洞
摺
之
助
が
門
番
に
気
が
ね
を
し
て
、
（
・
～
）
▲
そ
の
後
ろ
182
11
12
か
ら
胴
摺
之
助
が
、
門
番
に
気
が
ね
を
し
て
、
（
・
３
～
４
）
→
そ
の
後
ろ
か
ら
73
胴
摺
之
助
が
門
番
に
気
が
ね
を
し
て
、
（
・
）
181
10
ｇ
そ
の
後
ろ
か
ら
、
脱
兎
の
や
う
な
勢
ひ
で
（
・
～
）
△
（
・
４
）
→
そ
の
後
182
12
13
73
ろ
か
ら
＜脱
兎
の
や
う
な
勢
ひ
で
（
・
～
）
181
10
11
ｅ
背
の
高
い
男
が
駈
け
つ
け
て
来
た
。
（
・
）
△
（
・
４
）
→
脊
の
高
い
男
が
駈
182
13
73
け
つ
け
て
来
た
。
（
・
）
181
11
×
洞
摺
之
助
は
び
つ
く
り
し
て
身
構
へ
た
が
、
（
・
）
▲
胴
摺
之
助
は
び
つ
く
り
し
182
13
て
身
構
へ
た
が
、
（
・
４
）
→
胴
摺
之
助
は
び
つ
く
り
し
て
身
構
へ
た
が
、
（
73
181
・
～
）
11
12
ｅ
背
の
高
い
男
は
卯
之
助
に
（
・
～
）
△
（
・
４
）
→
脊
の
高
い
男
は
卯
之
助
182
13
14
73
に
（
・
）
181
12
○
〔
「
陶
畳
の
お
座
敷
」
全
章
〕
（
頁
〔
半
扉
〕
～
・
）
▲
（
第
回
～
第
183
205
16
74
82
回
。
異
同
の
掲
出
は
省
略
）
→
〔
な
し
〕
（
・
～
・
１
間
）
〔
「
陶
畳
の
お
181
14
182
座
敷
」
は
以
下
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。
高
島
四
郎
兵
衛
が
引
田
屋
を
訪
ね
る
と
、
陶
畳
の
座
敷
で
は
、
嘆
山
が
阿
蘭
陀
屋
敷
に
出
入
り
す
る
引
田
屋
の
遊
女
（
ヤ
ヱ
ノ
の
姉
・
埴
輪
野
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
名
や
ヤ
ヱ
ノ
と
の
関
係
は
明
か
さ
れ
ず
「
女
」
と
の
み
記
さ
れ
る
）
か
ら
新
兵
器
の
情
報
を
聞
き
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
高
島
四
郎
兵
衛
と
嘆
山
と
の
話
題
は
、
西
洋
の
各
種
兵
器
か
ら
、
嘆
山
が
提
言
す
る
対
露
戦
略
に
も
及
ぶ
。
そ
こ
へ
、
阿
蘭
陀
屋
敷
か
ら
逃
亡
し
た
黒
人
が
、
引
田
屋
の
庭
に
入
り
込
ん
で
一
騒
ぎ
に
な
る
。
〕
【
第
九
齣
】
頁
～
頁
合
計
頁
182
201
20
○
草
書
長
屋
〔
半
扉
吉
田
貫
三
郎
画
〕
（
頁
）
→
第
九
齣
（
・
１
）
207
182
○
画
料
の
手
金
と
い
ふ
わ
け
に
な
り
ま
し
た
ス
な
？
』
（
・
２
）
△
（
・
２
）
→
画
209
83
料
の
手
金
と
い
ふ
わ
け
に
な
り
ま
し
た
ス
な
＜」
（
・
６
）
183
○
あ
の
女
子
な
ん
か
わ
け
＜な
い
ス
わ
』
（
・
）
△
（
・
２
）
→
あ
の
女
子
な
ん
209
11
83
か
わ
け
が
な
い
ス
わ
」
（
・
）
183
15
×
覚
蔵
は
早
く
も
ほ
ろ
り
＜し
て
（
・
）
△
（
・
３
）
→
覚
蔵
は
早
く
も
ほ
ろ
り
209
16
83
と
し
て
（
・
５
）
184
○
『
は
て
。
困
つ
た
わ
い
…
…
』
（
・
）
▲
「
は
て
、
困
つ
た
わ
い
…
…
」
（
・
210
16
84
１
）
→
「
＜困
つ
た
わ
い
…
…
」
（
・
８
）
185
×
家
の
な
か
は
ま
る
見
え
で
あ
る
、
あ
る
じ
が
見
台
を
前
に
し
て
端
座
し
て
ゐ
る
の
が
見
え
た
。
（
・
８
～
９
）
▲
家
の
な
か
は
ま
る
見
え
な
い
で
、
あ
る
じ
が
見
台
を
前
211
に
し
て
端
座
し
て
ゐ
る
の
が
見
え
た
。
（
・
２
）
→
家
の
な
か
は
ま
る
見
え
で
あ
84
六
四
頁
る
、
あ
る
じ
が
見
台
を
前
に
し
て
端
座
し
て
ゐ
る
の
が
見
え
た
。
（
・
２
～
３
）
185
〔
『
満
日
』
の
〝
家
の
な
か
は
ま
る
見
え
な
い
で
〟
の
〝
な
い
〟
は
衍
字
か
。
ま
た
、
『
今
日
』
『
有
光
』
両
者
の
〝
家
の
な
か
は
ま
る
見
え
で
あ
る
、
〟
末
尾
の
読
点
は
句
点
を
用
い
る
べ
き
と
こ
ろ
〕
ｅ
虫
く
ひ
だ
ら
け
の
（
・
１
）
△
（
・
２
）
→
蟲
く
ひ
だ
ら
け
の
（
・
）
212
84
185
12
×
さ
つ
そ
く
お
礼
に
上
ら
う
と
思
ひ
な
が
ら
、
つ
い
何
気
な
く
（
・
４
）
△
（
・
212
84
３
）
→
さ
つ
そ
く
お
礼
に
上
ら
う
と
思
ひ
な
が
ら
□
つ
い
何
気
な
く
（
・
～
186
15
187
・
１
）
ｃ
覚
蔵
は
周
章
＜て
云
ひ
足
し
た
。
（
・
６
）
△
覚
蔵
は
周
章
て
云
ひ
足
し
た
。
（
あ
は
て
213
85
・
１
）
→
覚
蔵
は
周
章
て
て
云
ひ
足
し
た
。
（
・
５
）
188
ｃ
そ
れ
も
筒
抜
け
に
聞
＜え
ま
し
た
わ
い
。
（
・
９
）
△
そ
れ
も
筒
抜
け
に
聞
え
ま
し
き
こ
214
た
わ
い
。
（
・
２
）
→
そ
れ
も
筒
抜
け
に
聞
こ
え
ま
し
た
わ
い
。
（
・
）
85
189
12
×
犬
の
頭
骸
骨
に
背
骨
を
一
箇
づ
つ
丹
念
に
附
け
足
し
て
行
つ
た
。
（
・
８
）
△
（
215
86
・
１
）
→
犬
の
頭
骸
骨
＜を
一
箇
づ
つ
丹
念
に
附
け
足
し
て
行
つ
た
。
（
・
）
190
13
〔
『
有
光
』
は
〝
に
脊
骨
〟
が
誤
脱
。
〝
頭
骸
骨
〟
は
一
般
に
は
〝
頭
蓋
骨
〟
と
表
記
す
る
〕
ｅ
背
骨
は
、
数
珠
つ
な
が
り
に
（
・
９
）
△
（
・
１
）
→
脊
骨
は
、
数
珠
つ
な
が
り
215
86
に
（
・
）
190
14
ｈ
彼
は
外
に
出
た
。
／
彼
は
脇
の
下
に
、
び
つ
し
よ
り
汗
を
か
い
て
ゐ
る
の
に
気
が
つ
い
た
。
（
・
～
）
▲
と
お
辞
儀
を
し
て
、
外
に
出
た
。
／
彼
は
脇
の
下
に
、
び
217
10
11
つ
し
よ
り
と
汗
を
か
い
て
ゐ
る
の
に
気
が
つ
い
た
。
（
・
４
）
→
彼
は
外
に
出
86
た
。
＜彼
は
脇
の
下
に
、
び
つ
し
よ
り
汗
を
か
い
て
ゐ
る
の
に
気
が
つ
い
た
。
（
193
・
８
）
○
空
も
青
く
塗
つ
て
あ
る
。
（
・
）
△
（
・
１
）
→
空
も
青
く
塗
つ
て
ゐ
る
。
217
15
87
（
・
）
193
12
×
犬
の
骨
組
み
を
、
そ
の
ま
ゝ
（
・
２
～
３
）
△
（
・
２
）
→
犬
の
骨
組
み
を
□
そ
219
87
の
ま
ま
（
・
５
）
195
ｈ
値
が
よ
い
の
と
同
じ
理
で
御
座
い
ま
せ
う
な
』
／
〔
一
行
空
き
〕
／
神
古
の
先
生
は
、
筒
巻
き
に
し
て
持
参
し
た
絵
を
ひ
ろ
げ
た
。
（
・
～
・
１
）
▲
値
が
よ
い
の
219
17
220
と
同
じ
理
で
御
座
い
ま
せ
う
な
？
」
／
〔
第
回
が
終
わ
り
、
第
回
が
始
ま
る
〕
87
88
草
書
長
屋
（
六
）
／
神
古
の
先
生
は
、
筒
巻
き
に
し
て
持
参
し
た
絵
を
ひ
ろ
げ
、
か
ん
こ
（
・
４
～
・
１
）
→
値
が
よ
い
の
と
同
じ
理
で
御
座
い
ま
せ
う
な
」
／
＜神
古
87
88
の
先
生
は
、
筒
巻
き
に
し
て
持
参
し
た
絵
を
ひ
ろ
げ
た
。
（
・
６
～
７
）
196
×
ｂ
古
神
の
先
生
は
、
地
球
儀
を
指
ざ
し
て
云
つ
た
。
（
・
２
）
▲
神
古
の
先
生
は
、
221
地
球
儀
を
指
ざ
し
て
云
つ
た
。
（
・
２
）
→
神
古
の
先
生
は
、
地
球
儀
を
指
さ
し
ゆ
び
88
て
云
つ
た
。
（
・
）
197
10
○
『
で
、
老
先
生
は
何
ん
と
仰
有
つ
た
ら
う
＜』
（
・
５
）
▲
「
で
、
老
先
生
は
何
ん
223
と
仰
有
つ
た
な
？
」
（
・
２
）
→
「
で
、
老
先
生
は
何
ん
と
仰
有
つ
た
ら
う
？
」
89
（
・
６
）
200
○
覚
蔵
は
平
気
で
大
砲
を
塗
り
な
ほ
し
て
ゐ
た
。
（
・
）
△
（
・
３
）
→
覚
蔵
は
223
16
89
平
気
で
大
砲
を
塗
り
な
ほ
し
＜た
。
（
・
１
）
201
ｅ
意
気
悄
沈
（
・
）
▲
意
気
銷
沈
（
・
３
）
→
意
気
銷
沈
（
・
３
）
223
17
89
201
○
〔
「
ヤ
エ
ノ
」
全
章
〕
（
頁
〔
半
扉
〕
～
・
９
）
▲
（
第
回
～
第
回
。
異
同
225
249
90
99
の
掲
出
は
省
略
）
→
〔
な
し
〕
〔
文
錦
堂
の
番
頭
丁
三
郎
が
漁
師
原
の
穀
類
屋
七
兵
衛
店
を
訪
れ
、
町
奴
の
手
か
ら
逃
れ
る
方
便
に
、
娘
・
ヤ
ヱ
ノ
（
章
見
出
し
は
「
ヤ
エ
ノ
」
だ
が
、
本
文
で
は
「
ヤ
ヱ
ノ
」
と
表
記
）
に
美
人
版
画
の
モ
デ
ル
に
な
る
話
を
持
ち
か
け
る
。
ヤ
ヱ
ノ
は
そ
の
話
を
承
諾
し
、
丁
三
郎
は
ヤ
ヱ
ノ
を
連
れ
て
覚
蔵
宅
に
向
か
う
。
途
中
で
、
二
人
は
、
間
吟
塾
の
鶴
賓
を
訪
れ
よ
う
と
し
て
い
た
嘆
山
六
五
頁
に
出
会
う
。
突
然
現
わ
れ
た
町
奴
た
ち
が
ヤ
ヱ
ノ
た
ち
を
襲
う
が
、
危
う
い
と
こ
ろ
を
嘆
山
に
よ
っ
て
救
わ
れ
る
〕
○
〔
「
似
顔
絵
」
全
章
〕
（
頁
〔
半
扉
〕
～
・
９
）
▲
（
第
回
～
第
回
。
異
同
251
264
100
107
の
掲
出
は
省
略
す
る
）
→
〔
な
し
〕
〔
ヤ
ヱ
ノ
と
嘆
山
が
間
吟
塾
近
く
ま
で
来
た
と
こ
ろ
で
、
町
奴
た
ち
の
手
を
逃
れ
て
い
た
丁
三
郎
が
姿
を
現
わ
す
。
ヤ
ヱ
ノ
と
丁
三
郎
は
、
間
吟
塾
へ
向
か
う
嘆
山
と
別
れ
て
、
覚
蔵
の
住
む
草
書
長
屋
を
目
指
す
。
し
か
し
、
草
書
長
屋
に
現
わ
れ
た
町
奴
た
ち
に
ヤ
ヱ
ノ
は
攫
わ
れ
、
比
丘
尼
頭
に
さ
れ
て
し
ま
う
〕
○
〔
な
し
〕
▲
（
第
回
～
第
回
）
→
〔
な
し
〕
〔
嘆
山
は
、
比
丘
尼
頭
に
さ
れ
た
ヤ
108
115
ヱ
ノ
を
、
寄
留
先
の
高
島
四
郎
兵
衛
別
邸
（
宅
）
に
連
れ
帰
る
。
そ
こ
へ
高
島
四
郎
兵
衛
も
姿
を
現
わ
し
て
、
オ
ロ
シ
ヤ
船
乗
船
の
段
取
り
を
附
け
た
こ
と
を
嘆
山
に
報
告
す
る
。
ヤ
ヱ
ノ
は
嘆
山
の
月
代
を
剃
る
〕
【
第
十
齣
】
頁
～
頁
合
計
頁
202
228
27
○
鴃
舌
問
答
〔
半
扉
吉
田
貫
三
郎
画
〕
（
頁
）
→
第
十
齣
（
・
１
）
265
202
ｆ
水
之
浦
陣
所
を
出
帆
し
た
。
（
・
１
）
△
（
・
１
）
→
水
の
浦
陣
所
を
出
帆
し
266
116
た
。
（
・
２
）
202
×
洞
の
間
の
薄
べ
り
敷
き
の
上
に
（
・
３
）
▲
胴
の
間
の
薄
べ
り
敷
き
の
上
に
（
・
266
116
１
）
→
胴
の
間
の
薄
べ
り
敷
き
の
上
に
（
・
４
）
202
ｆ
加
比
丹
ズ
ー
フ
（
・
４
）
△
（
・
１
）
→
加
比
丹
ズ
ー
ブ
（
・
５
）
266
116
202
ｃ
沖
合
ひ
に
向
＜つ
て
差
し
出
し
た
。
（
・
）
△
沖
合
ひ
に
向
つ
て
差
し
出
し
た
。
お
き
む
か
266
12
（
・
１
）
→
沖
合
ひ
に
向
か
つ
て
差
し
出
し
た
。
（
・
２
）
116
203
ｆ
モ
ル
チ
ー
ル
に
て
、
（
・
３
）
△
（
・
２
）
→
モ
ン
チ
ー
ル
に
て
、
（
・
７
）
267
116
203
〔
〝
モ
ル
チ
ー
ル
〟
は
モ
ル
チ
ー
ル
砲
M
ortar（
臼
砲
）
の
こ
と
〕
×
如
何
な
る
差
が
御
座
い
ま
す
と
？
（
・
４
）
▲
如
何
な
る
差
が
御
座
い
ま
す
か
？
267
（
・
２
）
→
如
何
な
る
差
が
御
座
い
ま
す
か
？
（
・
８
）
116
203
○
注
文
次
第
に
て
明
年
の
船
に
積
み
入
れ
る
こ
と
（
・
）
△
（
・
３
）
→
注
文
次
267
17
116
第
に
て
明
年
に
船
に
積
み
入
れ
る
こ
と
（
・
６
）
204
ｃ
加
比
丹
に
引
き
合
＜せ
た
。
（
・
２
）
△
（
・
３
～
４
）
→
加
比
丹
に
引
き
合
は
268
116
せ
た
。
（
・
８
）
204
ｃ
『
船
首
の
と
こ
ろ
で
、
肩
を
組
み
合
＜せ
て
を
る
数
名
（
・
４
）
△
（
・
１
）
→
271
118
「
船
首
の
と
こ
ろ
で
、
肩
を
組
み
合
は
せ
て
を
る
数
名
（
・
１
）
208
ｅ
背
の
高
い
の
が
、
（
・
）
△
（
・
２
）
→
脊
の
高
い
の
が
、
（
・
）
271
17
118
208
14
ｅ
背
の
高
い
オ
ロ
シ
ヤ
人
は
、
（
・
１
）
△
（
・
２
）
→
脊
の
高
い
オ
ロ
シ
ヤ
人
272
118
は
、
（
・
）
208
15
×
引
き
合
は
せ
＜く
れ
と
申
し
出
た
男
（
・
３
～
４
）
△
（
・
２
～
３
）
→
引
き
合
272
118
は
せ
て
く
れ
と
申
し
出
た
男
（
・
２
～
３
）
〔
『
満
日
』
と
『
今
日
』
と
は
209
〝
て
〟
を
誤
脱
〕
ｆ
乾
分
イ
ヴ
ン
（
・
９
）
▲
乾
分
イ
ヷ
ン
（
・
３
）
→
乾
分
イ
ヷ
ン
（
・
８
）
272
118
209
○
オ
ロ
シ
ヤ
随
一
の
港
の
由
で
御
座
い
ま
す
。
（
・
）
△
（
・
４
）
→
オ
ロ
シ
ヤ
272
12
118
随
一
の
港
の
由
に
御
座
い
ま
す
。
（
・
）
209
11
ｄ
検
使
た
ち
一
同
は
袴
の
股
立
ち
を
取
り
、
（
・
３
）
△
（
・
１
）
→
検
使
た
ち
一
273
119
同
は
袴
の
股
立
ち
を
と
り
、
（
・
４
）
210
ｆ
水
之
浦
陣
所
（
・
）
△
（
・
２
）
→
水
の
浦
陣
所
（
・
１
）
273
15
119
211
ｆ
イ
ヴ
ン
・
ゲ
ゲ
レ
コ
ロ
イ
チ
（
・
）
▲
イ
ワ
ン
・
ゲ
レ
ゴ
ロ
イ
チ
（
・
２
）
→
273
17
119
イ
ヴ
ン
・
ゲ
＜レ
ゴ
ロ
イ
チ
（
・
３
）
211
ｄ
い
ざ
、
御
案
内
つ
か
ま
つ
る
』
／
さ
う
云
つ
て
、
（
・
３
～
４
）
△
（
・
２
）
→
274
119
い
ざ
、
御
案
内
つ
か
ま
つ
る
」
／
さ
う
い
つ
て
、
（
・
６
～
７
）
211
六
六
頁
×
コ
ル
テ
ゲ
ノ
は
審
し
さ
う
に
首
を
振
つ
た
。
（
・
６
）
△
（
・
４
）
→
コ
ル
テ
ゲ
275
119
ノ
は
審
し
さ
う
に
首
を
振
つ
た
。
（
・
）
〔
い
ず
れ
も
〝
不
審
さ
う
に
〟
と
あ
212
12
る
べ
き
と
こ
ろ
〕
ｃ
毛
織
り
の
服
を
着
て
、
正
面
の
（
・
８
）
▲
毛
織
り
の
服
を
着
て
正
面
の
（
・
け
お
275
120
１
）
→
毛
織
＜の
服
を
着
て
、
正
面
の
（
・
１
）
213
○
異
国
の
船
わ
が
国
へ
の
渡
来
の
儀
も
厳
禁
の
掟
と
さ
れ
て
あ
る
』
（
・
～
・
276
17
277
１
）
▲
異
国
の
船
船
わ
が
国
へ
の
渡
来
も
厳
禁
の
掟
と
さ
れ
て
あ
る
」
（
・
３
）
120
→
異
国
の
船
わ
が
国
へ
の
渡
来
の
儀
も
厳
禁
の
掟
と
さ
れ
て
ゐ
る
」
（
・
～
214
12
）13
ｈ
異
国
顕
官
を
迎
へ
る
た
め
の
国
法
に
あ
ら
ず
』
／
〔
一
行
空
き
〕
／
『
さ
り
な
が
ら
、
こ
の
世
に
於
い
て
（
・
８
～
９
）
▲
異
国
顕
官
を
迎
へ
る
た
め
の
国
法
に
あ
ら
ず
277
…
」
／
〔
第
回
が
終
わ
り
、
第
回
が
始
ま
る
〕
鴃
舌
問
答
（
六
）
／
「
さ
り
な
120
121
が
ら
、
こ
の
世
に
於
い
て
（
・
４
～
・
１
）
→
異
国
顕
官
を
迎
へ
る
た
め
の
国
120
121
法
に
あ
ら
ず
」
／
＜「
さ
り
な
が
ら
、
こ
の
世
に
於
い
て
（
・
６
～
７
）
215
ｅ
こ
の
事
跡
は
、
厳
と
し
て
（
・
５
）
△
（
・
２
）
→
こ
の
事
蹟
は
、
厳
と
し
て
278
121
（
・
５
～
６
）
216
ｆ
水
之
浦
陣
所
（
・
２
）
△
（
・
１
）
→
水
の
浦
陣
所
（
・
６
）
280
122
218
ｅ
カ
ラ
ン
ス
タ
ツ
ト
の
鋼
鉄
の
鋼
鉄
の
乾
児
は
弥
十
郎
に
（
・
）
△
（
・
２
）
→
280
17
122
カ
ラ
ン
ス
タ
ツ
ト
の
鋼
鉄
の
鋼
鉄
の
乾
分
は
弥
十
郎
に
（
・
８
）
219
×
風
邪
の
た
め
、
（
・
４
）
△
（
・
３
）
→
風
邪
の
た
め
、
（
・
）
〔
〝
風
281
122
219
12
邪
〟
で
は
な
く
〝
風
〟
と
あ
る
べ
き
か
〕
ｅ
ｆ
鋼
鉄
の
鋼
鉄
の
乾
児
イ
ヴ
ン
殿
に
（
・
５
）
△
（
・
３
）
→
鋼
鉄
の
鋼
鉄
の
乾
281
122
分
イ
ヷ
ン
殿
に
（
・
）
219
13
ｆ
イ
ヴ
ン
は
気
を
よ
く
し
た
と
見
え
、
（
・
７
）
▲
イ
ワ
ン
は
気
を
良
く
し
た
と
見
281
え
、
（
・
３
）
→
イ
ヷ
ン
は
気
を
よ
く
し
た
と
見
え
、
（
・
）
122
219
15
ｆ
『
い
ま
拙
者
は
、
イ
ヴ
ン
殿
に
（
・
９
）
▲
「
い
ま
拙
者
は
、
イ
ワ
ン
殿
に
（
・
281
122
４
）
→
「
い
ま
拙
者
は
、
イ
ヷ
ン
殿
に
（
・
２
）
220
×
引
き
合
は
せ
る
光
栄
に
浴
し
た
い
。
貴
殿
の
前
に
立
つ
こ
の
人
物
は
、
（
・
９
～
281
）
△
（
・
４
）
→
引
き
合
は
せ
る
光
栄
に
浴
し
た
い
、
貴
殿
の
前
に
立
つ
こ
の
10
122
人
物
は
、
（
・
２
～
３
）
〔
『
有
光
』
の
〝
、
〟
は
誤
植
〕
220
ｆ
イ
ヴ
ン
は
驚
異
の
目
を
見
張
り
、
（
・
）
▲
イ
ワ
ン
は
驚
異
の
目
を
見
張
り
、
281
11
（
・
４
）
→
イ
ヷ
ン
は
驚
異
の
目
を
見
張
り
、
（
・
４
）
122
220
ｃ
不
快
至
極
な
る
気
持
を
味
＜つ
た
』
（
・
）
△
不
快
至
極
な
る
気
持
を
味
つ
た
」
あ
じ
は
282
11
（
・
２
）
→
不
快
至
極
な
る
気
持
を
味
は
つ
た
」
（
・
７
）
123
221
×
ク
ル
ゼ
ン
ス
テ
ル
ン
氏
の
上
位
に
立
つ
役
人
（
・
８
）
△
（
・
１
）
→
ク
ル
ゼ
ン
284
124
ス
テ
ル
ン
氏
の
上
度
に
立
つ
役
人
（
・
９
～
）
〔
『
有
光
』
は
〝
位
〟
と
あ
る
223
10
べ
き
と
こ
ろ
〕
ｇ
『
左
様
な
不
心
得
の
人
間
は
、
ロ
ン
ヘ
ル
ケ
氏
の
ほ
か
皆
無
で
あ
る
』
（
・
５
）
△
285
（
・
２
）
→
「
左
様
な
不
心
得
の
人
間
は
＜ロ
ン
ヘ
ル
ケ
氏
の
ほ
か
皆
無
で
あ
124
る
」
（
・
８
）
224
×
加
比
丹
は
憤
然
と
し
た
。
／
『
予
は
貴
下
の
問
ひ
に
答
へ
な
い
。
予
は
、
使
節
レ
ザ
ノ
ツ
ト
氏
に
対
面
す
る
検
使
一
行
の
一
員
で
あ
る
』
／
加
比
丹
は
高
く
靴
音
を
鳴
ら
し
て
立
ち
去
つ
た
。
／
イ
ヷ
ン
は
大
き
く
打
ち
笑
つ
て
か
ら
弥
十
郎
を
見
て
、
『
阿
蘭
陀
人
は
小
人
で
あ
る
』
／
と
云
つ
た
。
（
・
～
・
１
）
▲
加
比
丹
は
憤
然
と
287
13
288
し
て
、
／
「
予
は
貴
下
の
問
ひ
に
答
へ
な
い
。
予
は
、
使
節
レ
ザ
ノ
ツ
ト
氏
に
対
面
す
る
検
使
一
行
の
一
員
で
あ
る
」
／
さ
う
云
つ
て
、
加
比
丹
は
高
く
靴
音
を
鳴
ら
し
て
立
ち
去
つ
た
。
／
イ
ワ
ン
は
大
き
く
打
ち
笑
つ
て
か
ら
弥
十
郎
を
見
て
、
「
阿
蘭
陀
人
は
小
人
で
あ
る
」
／
と
云
つ
た
。
（
・
３
）
→
加
比
丹
は
憤
然
と
し
た
。
／
125
六
七
頁
「
予
は
貴
下
の
問
ひ
に
答
へ
な
い
。
予
は
、
使
節
レ
ザ
ノ
ツ
ト
氏
に
対
面
す
る
検
使
一
行
の
一
員
で
あ
る
」
／
加
比
丹
は
＜大
き
く
打
ち
笑
つ
て
か
ら
弥
十
郎
を
見
て
、
／
「
阿
蘭
陀
人
は
小
人
で
あ
る
」
／
と
云
つ
た
。
（
・
６
～
）
〔
『
有
光
』
227
10
は
、
『
今
日
』
の
傍
線
部
を
誤
脱
〕
ｃ
気
が
荒
ら
く
な
つ
て
を
る
ら
し
う
御
座
い
ま
す
』
（
・
４
）
△
気
が
荒
ら
く
な
つ
て
あ
288
を
る
ら
し
う
御
座
い
ま
す
」
（
・
４
）
→
気
が
荒
＜く
な
つ
て
を
る
ら
し
う
御
座
125
い
ま
す
」
（
・
～
）
227
13
14
【
第
十
一
齣
】
頁
～
頁
合
計
頁
228
253
26
○
仙
台
漂
民
〔
半
扉
吉
田
貫
三
郎
画
〕
（
頁
）
→
第
十
一
齣
（
・
３
）
229
228
×
船
首
に
片
寄
つ
た
櫓
の
か
げ
に
姿
を
消
し
た
。
＜ま
だ
下
船
す
る
の
で
は
な
い
。
（
290
・
１
～
２
）
△
（
・
１
）
→
船
首
に
片
寄
つ
た
櫓
の
か
げ
に
姿
を
消
し
た
。
」
ま
126
だ
下
船
す
る
の
で
は
な
い
。
（
・
４
～
５
）
〔
『
有
光
』
の
〝
」
〟
は
衍
字
〕
228
ｆ
イ
ワ
ン
（
・
４
）
△
（
・
１
）
→
イ
ヷ
ン
（
・
７
）
290
126
228
ｆ
イ
ワ
ン
（
・
６
）
△
（
・
１
）
→
イ
ヷ
ン
（
・
９
）
290
126
228
ｆ
イ
ワ
ン
（
・
）
△
（
・
１
）
→
イ
ヷ
ン
（
・
１
）
290
10
126
229
ｆ
イ
ワ
ン
（
・
）
△
（
・
１
）
→
イ
ヷ
ン
（
・
４
）
290
13
126
229
ｅ
衣
服
の
虫
干
し
（
・
１
）
△
（
・
２
）
→
衣
服
の
蟲
干
し
（
・
６
）
291
126
229
×
『
さ
う
な
が
ら
四
名
の
日
本
漂
民
は
、
（
・
）
▲
「
さ
り
な
が
ら
四
名
の
日
本
漂
291
11
民
は
、
（
・
２
）
→
「
さ
り
な
が
ら
四
名
の
日
本
漂
民
は
、
（
・
１
）
126
230
ｆ
イ
ワ
ン
（
・
５
）
△
（
・
４
）
→
イ
ヷ
ン
（
・
）
292
126
230
12
ｆ
イ
ワ
ン
（
・
６
）
△
（
・
４
）
→
イ
ヷ
ン
（
・
）
292
126
230
13
ｃ
毛
織
り
の
裾
な
が
服
（
・
８
～
９
）
△
毛
織
り
の
裾
な
が
服
（
・
１
）
→
毛
織
＜
け
お
す
そ
ふ
く
292
127
の
裾
な
が
服
（
・
２
）
231
ｃ
頭
が
殆
＜ど
丸
坊
主
（
・
）
△
（
・
１
）
→
頭
が
殆
ん
ど
丸
坊
主
（
・
３
）
292
10
127
231
ｅ
目
が
黒
く
背
丈
け
が
低
く
、
（
・
２
～
３
）
△
（
・
３
）
→
目
が
黒
く
脊
丈
け
が
294
127
低
く
、
（
・
～
）
232
14
15
ｃ
銭
を
出
し
合
＜し
て
石
塔
を
（
・
８
～
９
）
△
（
・
３
）
→
銭
を
出
し
合
は
し
て
296
128
石
塔
を
（
・
～
）
235
10
11
×
節
目
を
つ
け
て
ゐ
な
か
つ
た
。
（
・
）
△
節
目
を
つ
け
て
ゐ
な
か
つ
た
。
（
・
ふ
し
め
296
13
128
４
）
→
櫛
目
を
つ
け
て
ゐ
な
か
つ
た
。
（
・
１
）
236
ｅ
ｈ
『
へ
い
』
／
と
云
つ
た
。
（
・
３
～
４
）
△
（
・
１
）
→
「
へ
い
」
＜と
言
つ
297
129
た
。
（
・
７
）
236
ｃ
手
と
手
を
軽
く
打
ち
合
＜し
た
。
（
・
２
）
△
（
・
４
）
→
手
と
手
を
軽
く
打
ち
299
129
合
は
し
た
。
（
・
）
238
14
ｃ
オ
ロ
シ
ヤ
の
女
子
と
云
ひ
合
＜し
ま
し
た
や
う
な
（
・
８
）
△
（
・
１
）
→
オ
ロ
299
130
シ
ヤ
の
女
子
と
云
ひ
合
は
し
ま
し
た
や
う
な
（
・
５
）
239
ｇ
ペ
テ
ル
ホ
ル
カ
の
盛
場
に
出
か
け
ま
し
て
、
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ル
様
の
（
・
～
）
299
13
14
△
（
・
１
）
→
ペ
テ
ル
ホ
ル
カ
の
盛
場
に
出
か
け
ま
し
て
＜ア
レ
キ
サ
ン
ド
ル
様
130
の
（
・
）
239
12
×
『
そ
の
段
、
神
妙
ぢ
や
。
（
・
５
）
△
（
・
４
）
→
『
そ
の
段
、
神
妙
ぢ
や
。
301
130
（
・
８
）
〔
『
有
光
』
は
〝
『
〟
で
は
な
く
〝
「
〟
を
用
い
る
べ
き
と
こ
ろ
〕
241
×
難
題
を
持
ち
か
け
て
来
た
』
（
・
）
△
（
・
１
）
→
難
題
を
持
ち
か
け
て
来
302
11
131
た
。
（
・
１
）
〔
『
有
光
』
は
〝
。
〟
で
は
な
く
〝
」
〟
を
用
い
る
べ
き
と
こ
243
ろ
〕
ｃ
『
確
＜に
、
そ
れ
に
相
違
な
い
な
？
』
（
・
７
）
△
「
確
に
、
そ
れ
に
相
違
な
い
た
し
か
303
な
？
」
（
・
２
）
→
「
確
か
に
、
そ
れ
に
相
違
な
い
な
？
」
（
・
）
131
243
14
ａ
津
太
夫
は
あ
は
て
て
顔
を
あ
げ
て
答
へ
た
。
（
・
）
▲
津
太
夫
は
周
章
て
顔
を
あ
あ
は
て
303
11
六
八
頁
げ
て
答
へ
た
。
（
・
３
）
→
津
太
夫
は
あ
わ
て
て
顔
を
あ
げ
て
答
へ
た
。
（
・
131
244
３
）
ｃ
殆
＜ど
信
じ
か
ね
る
や
う
な
話
（
・
９
）
△
殆
ど
信
じ
か
ね
る
や
う
な
話
（
・
ほ
と
ん
304
132
１
）
→
殆
ん
ど
信
じ
か
ね
る
や
う
な
話
（
・
４
）
245
○
永
い
月
日
の
旅
で
御
座
い
ま
し
た
…
…
ニ
コ
ラ
イ
新
蔵
は
（
・
～
）
△
（
・
304
12
13
132
１
）
→
永
い
月
日
の
旅
で
御
座
い
ま
し
た
。
ニ
コ
ラ
イ
新
蔵
は
（
・
７
～
８
）
245
×
つ
ら
い
思
ひ
を
い
た
し
ま
し
た
』
（
・
２
）
△
（
・
２
）
→
つ
ら
い
思
ひ
を
い
た
305
132
し
ま
し
た
。
（
・
）
〔
『
有
光
』
は
〝
。
〟
で
は
な
く
〝
」
〟
を
用
い
る
べ
き
245
13
と
こ
ろ
〕
ｇ
左
様
な
作
法
は
な
い
、
坐
つ
て
礼
を
す
る
こ
と
相
成
ら
ん
（
・
５
）
△
（
・
４
）
306
132
→
左
様
な
作
法
は
な
い
。
坐
つ
て
礼
を
す
る
こ
と
相
成
ら
ん
（
・
４
）
247
×
天
下
様
の
お
言
葉
は
、
私
ど
も
の
附
添
ひ
で
参
り
ま
し
た
＜ニ
コ
ラ
イ
新
蔵
が
取
り
次
ぎ
い
た
し
ま
し
た
…
…
（
・
４
）
△
（
・
１
～
２
）
→
天
下
様
の
お
言
葉
は
、
307
133
私
ど
も
の
附
添
ひ
で
参
り
ま
し
た
。
ニ
コ
ラ
イ
新
蔵
が
取
り
次
ぎ
い
た
し
ま
し
た
…
｜
…
（
・
６
～
７
）
〔
『
有
光
』
の
〝
。
〟
は
誤
入
〕
248
×
打
ち
首
に
な
る
の
ぢ
や
＜申
し
て
を
り
ま
し
た
。
（
・
）
▲
打
ち
首
に
な
る
か
ら
307
17
と
申
し
て
を
り
ま
し
た
。
（
・
３
）
→
打
ち
首
に
な
る
の
ぢ
や
と
申
し
て
を
り
ま
133
し
た
。
（
・
６
～
７
）
〔
『
今
日
』
は
〝
と
〟
を
誤
脱
〕
249
ｃ
申
し
合
＜せ
ま
し
て
御
座
い
ま
す
る
』
（
・
２
）
▲
申
し
合
＜せ
ま
し
て
御
座
い
ま
308
す
」
（
・
３
）
→
申
し
合
は
せ
ま
し
て
御
座
い
ま
す
る
」
（
・
８
）
133
249
×
お
手
を
お
載
せ
下
さ
い
ま
し
た
…
…
』
（
・
～
）
△
（
・
４
）
→
お
手
を
＜
308
10
11
133
載
せ
下
さ
い
ま
し
た
…
…
』
（
・
３
～
４
）
〔
『
有
光
』
は
〝
お
〟
を
誤
脱
〕
250
×
辨
髪
（
・
８
）
▲
辮
髪
（
・
１
）
→
辮
髪
（
・
２
）
309
134
251
ａ
偉
い
お
役
人
が
お
ゐ
で
に
な
れ
ば
よ
い
（
・
８
）
△
（
・
３
）
→
偉
い
お
役
人
が
310
134
お
い
で
に
な
れ
ば
よ
い
（
・
４
）
252
○
書
き
取
る
げ
な
…
…
失
礼
な
が
ら
、
オ
ロ
シ
ヤ
人
は
左
様
に
（
・
～
）
△
（
310
16
17
134
・
４
）
→
書
き
取
る
げ
な
。
失
礼
な
が
ら
、
オ
ロ
シ
ヤ
人
は
左
様
に
（
・
）
252
14
【
第
十
二
齣
】
頁
～
頁
合
計
頁
253
378
26
○
災
厄
〔
半
扉
吉
田
貫
三
郎
画
〕
（
頁
）
→
第
十
二
齣
（
・
３
）
313
253
○
但
し
目
じ
る
し
＜小
旗
を
立
て
、
（
・
）
△
但
し
目
じ
る
し
｜
小
旗
を
立
て
、
314
12
（
・
２
）
→
但
し
目
じ
る
し
の
小
旗
を
立
て
、
（
・
３
）
135
254
×
先
生
は
蘭
書
を
音
読
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
（
・
５
）
△
（
・
２
）
→
先
生
は
315
135
蘭
書
の
音
読
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
（
・
）
〔
『
有
光
』
の
〝
の
〟
は
誤
254
11
植
〕
ｅ
ｈ
『
昨
日
、
乃
公
は
妙
な
も
の
を
見
た
』
／
と
云
つ
た
。
（
・
～
）
△
（
・
315
10
11
135
２
）
→
「
昨
日
、
乃
公
は
妙
な
も
の
を
見
た
」
＜と
言
つ
た
。
（
・
１
）
255
ｃ
ｄ
つ
ゞ
い
て
入
口
の
格
子
戸
を
手
荒
ら
く
明
け
る
音
が
し
て
、
（
・
２
）
▲
つ
ゞ
い
316
て
入
口
の
格
子
戸
を
荒
ら
く
明
け
る
音
が
し
て
、
（
・
４
）
→
続
い
て
入
口
の
格
あ
135
子
戸
を
手
荒
＜く
あ
け
る
音
が
し
て
、
（
・
）
255
10
×
辨
髪
の
男
は
（
・
５
）
▲
青
大
観
は
（
・
２
）
→
辮
髪
の
男
は
（
・
３
）
318
136
258
ｅ
總
髪
を
髻
に
結
つ
た
。
（
・
５
）
△
（
・
１
）
→
總
髪
を
髷
に
結
つ
た
（
・
319
137
259
５
）
ｃ
笑
ひ
を
浮
＜べ
て
ゐ
る
。
（
・
７
）
△
笑
ひ
を
浮
べ
て
ゐ
る
。
（
・
１
）
→
笑
ひ
わ
ら
う
か
319
137
を
浮
か
べ
て
ゐ
る
。
（
・
７
）
259
ｅ
嘆
山
氏
へ
詫
び
に
（
・
）
△
（
・
３
）
→
嘆
山
氏
へ
詑
び
に
（
・
２
～
３
）
320
13
137
261
ｅ
小
生
が
詫
び
に
（
・
）
△
（
・
３
）
→
小
生
が
詑
び
に
（
・
３
）
320
14
137
261
×
ｈ
こ
ゝ
に
参
り
ま
し
た
』
／
〔
一
行
空
き
〕
／
鶴
賓
先
生
は
疑
は
し
げ
に
首
を
ひ
ね
つ
六
九
頁
ゐ
＜。
（
・
９
～
）
▲
こ
ゝ
に
参
り
ま
し
た
」
／
〔
第
回
が
終
わ
り
、
第
321
10
137
138
回
が
始
ま
る
〕
災
厄
（
四
）
／
鶴
賓
先
生
は
青
大
観
の
顔
を
見
て
、
疑
は
し
げ
に
頭
を
ひ
ね
つ
て
ゐ
た
。
（
・
４
～
・
１
）
→
こ
こ
に
参
り
ま
し
た
」
／
＜鶴
賓
先
137
138
生
は
疑
は
し
げ
に
首
を
ひ
ね
つ
た
。
（
・
～
・
１
）
261
15
262
×
不
用
意
な
進
言
を
し
た
げ
な
。
（
・
３
）
▲
不
用
意
な
進
言
を
し
た
さ
う
な
。
（
322
138
・
１
）
→
不
用
意
な
進
言
を
し
た
げ
た
。
（
・
）
〔
『
有
光
』
は
誤
植
〕
262
10
ｃ
敦
圉
く
こ
と
は
珍
ら
し
い
。
（
・
９
）
△
敦
圉
く
こ
と
は
珍
ら
し
い
。
（
・
２
）
い
き
ま
322
138
→
敦
圉
く
こ
と
は
珍
＜し
い
。
（
・
２
）
263
ｄ
老
先
生
に
申
し
て
を
る
の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ぬ
。
（
・
）
△
（
・
２
）
→
老
先
322
13
138
生
に
申
し
て
を
る
の
で
は
御
座
い
ま
せ
ぬ
。
（
・
６
～
７
）
263
ｇ
山
羊
鬚
の
先
き
を
つ
ま
ん
だ
ま
ま
、
大
き
な
嘆
息
を
し
た
。
（
・
）
△
（
・
323
12
138
４
）
→
山
羊
鬚
の
先
き
を
つ
ま
ん
だ
ま
ま
＜大
き
な
嘆
息
を
し
た
。
（
・
）
264
10
○
下
郎
さ
が
れ
と
云
ふ
こ
と
ぢ
や
』
（
・
）
▲
下
郎
さ
が
れ
と
云
ふ
と
こ
ぢ
や
」
323
14
（
・
４
）
→
下
郎
さ
が
れ
と
云
ふ
と
こ
ぢ
や
」
（
・
）
138
264
12
ｄ
つ
い
潔
く
双
の
握
り
こ
ぶ
し
を
地
に
突
い
た
。
（
・
）
△
（
・
１
）
→
つ
い
潔
323
15
139
く
双
の
握
り
こ
ぶ
し
を
地
に
つ
い
た
。
（
・
）
264
13
ｂ
青
大
観
を
指
ざ
し
た
。
（
・
５
）
△
（
・
１
）
→
青
大
観
を
指
さ
し
た
。
（
・
324
139
265
５
）
ｅ
無
闇
に
（
・
６
）
△
（
・
１
）
→
無
暗
に
（
・
６
）
324
139
265
○
御
座
ん
す
次
第
…
…
』
（
・
６
～
７
）
△
（
・
１
）
→
御
座
ん
す
次
第
＜」
（
324
139
265
・
７
）
ｇ
『
先
刻
、
わ
つ
ち
ど
も
が
＜居
酒
屋
で
（
・
）
△
（
・
１
）
→
「
先
刻
、
わ
つ
324
10
139
ち
ど
も
が
、
居
酒
屋
で
（
・
）
265
10
×
友
誼
を
故
意
に
曲
解
す
る
慮
外
で
あ
る
…
…
（
・
２
）
▲
友
誼
を
故
意
に
曲
解
す
る
326
は
慮
外
で
あ
る
…
…
（
・
４
）
→
友
誼
を
故
意
に
曲
解
す
る
慮
外
で
あ
る
…
…
139
（
・
７
）
〔
『
今
日
』
『
有
光
』
と
も
に
〝
は
〟
を
誤
脱
か
〕
267
ｆ
オ
ロ
シ
ヤ
船
の
折
助
イ
ワ
ン
（
・
５
）
△
（
・
２
）
→
オ
ロ
シ
ヤ
船
の
折
助
イ
ヷ
327
140
ン
（
・
）
268
12
ｃ
貴
官
は
慌
た
｜
ゞ
し
く
激
昂
い
た
さ
れ
る
か
、
（
・
～
・
１
）
△
貴
官
は
慌
た
あ
は
327
17
328
だ
し
く
激
昂
い
た
さ
れ
る
か
、
（
・
３
）
→
貴
官
は
慌
＜し
く
激
昂
い
た
さ
れ
る
140
か
、
（
・
）
269
10
×
そ
れ
は
憐
誼
を
求
め
る
国
の
人
と
は
（
・
１
）
△
そ
れ
は
憐
誼
を
求
め
る
国
の
人
と
れ
ん
328
は
（
・
３
）
→
そ
れ
は
隣
誼
を
求
め
る
国
の
人
と
は
（
・
）
140
269
10
ｃ
『
殆
＜ど
信
じ
ら
れ
ぬ
話
…
…
』
（
・
４
）
△
「
殆
ど
信
じ
ら
れ
ぬ
話
…
…
」
（
ほ
と
ん
328
140
・
４
）
→
「
殆
ん
ど
信
じ
ら
れ
ぬ
話
…
…
」
（
・
）
269
13
×
中
小
姓
…
…
『
（
・
８
）
▲
中
小
姓
…
…
」
（
・
４
）
→
中
小
姓
…
…
」
（
・
328
140
270
２
）
〔
『
今
日
』
は
〝
』
〟
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
を
〝
『
〟
に
誤
植
〕
ｅ
鶴
賓
先
生
は
苦
虫
を
（
・
）
△
（
・
１
）
→
鶴
賓
先
生
は
苦
蟲
を
（
・
４
）
328
10
141
270
ｅ
町
奴
ど
も
に
洩
ら
す
（
・
～
）
△
町
奴
ど
も
に
洩
ら
す
（
・
１
）
→
町
奴
ど
も
328
12
13
141
も
に
漏
ら
す
（
・
７
）
270
ｇ
玄
関
さ
き
に
ゐ
た
町
奴
た
ち
も
、
胴
摺
之
助
を
真
似
て
（
・
）
△
（
・
２
）
→
329
11
141
玄
関
さ
き
に
ゐ
た
町
奴
た
ち
も
＜胴
摺
之
助
を
真
似
て
（
・
８
）
271
ａ
偽
り
を
云
ふ
た
の
ぢ
や
ら
う
な
？
』
（
・
１
）
△
（
・
２
）
→
偽
り
を
云
う
た
の
330
141
ぢ
や
ら
う
な
？
」
（
・
１
）
272
ｅ
奉
行
所
の
内
幕
を
洩
ら
し
た
な
ら
、
（
・
３
）
△
奉
行
所
の
内
幕
を
洩
ら
し
た
な
も
330
ら
、
（
・
２
）
→
奉
行
所
の
内
幕
を
漏
ら
し
た
な
ら
、
（
・
３
）
141
272
ａ
悔
ゐ
る
こ
と
あ
御
座
ん
せ
ぬ
。
（
・
）
△
（
・
４
）
→
悔
い
る
こ
と
あ
御
座
ん
330
10
141
せ
ぬ
。
（
・
）
272
11
七
〇
頁
ｈ
『
ど
う
か
、
わ
つ
ち
を
縛
つ
て
お
く
ん
な
せ
え
』
／
〔
一
行
空
き
〕
／
鶴
賓
先
生
は
念
を
押
し
た
。
（
・
～
）
▲
「
ど
う
か
、
わ
つ
ち
を
縛
つ
て
お
く
ん
な
せ
え
」
330
14
15
／
〔
第
回
が
終
わ
り
、
第
回
が
始
ま
る
〕
災
厄
（
八
）
／
鶴
賓
先
生
は
念
を
押
141
142
し
た
。
（
・
４
～
・
１
）
→
「
ど
う
か
、
わ
つ
ち
を
縛
つ
て
お
く
ん
な
せ
え
」
141
142
／
＜鶴
賓
先
生
は
念
を
押
し
た
。
（
・
～
・
１
）
272
15
273
ａ
あ
り
よ
う
は
、
（
・
３
）
△
（
・
１
）
→
あ
り
や
う
は
、
（
・
５
）
331
142
273
ｅ
鶴
賓
先
生
は
山
羊
髭
を
つ
ま
ん
で
（
・
８
）
△
（
・
１
）
→
鶴
賓
先
生
は
山
羊
鬚
331
141
を
つ
ま
ん
で
（
・
）
273
10
○
門
の
外
に
出
て
行
つ
た
。
（
・
５
）
△
（
・
３
）
→
門
の
外
へ
出
て
行
つ
た
。
333
142
（
・
）
275
13
○
ａ
町
奴
が
何
と
云
ふ
た
か
、
あ
れ
を
貴
公
も
聴
い
た
ら
う
？
』
（
・
６
）
▲
町
奴
が
333
何
と
云
ふ
た
か
、
あ
れ
を
貴
公
も
聴
い
つ
ら
う
？
」
（
・
４
）
→
町
奴
が
何
と
云
142
う
た
か
、
あ
れ
を
貴
公
も
聴
い
た
ら
う
！
」
（
・
）
275
14
○
何
か
用
事
で
も
御
座
つ
た
か
？
』
（
・
）
△
（
・
１
）
→
何
か
用
事
で
も
あ
つ
333
13
143
た
か
？
」
（
・
６
）
276
○
『
左
様
、
ち
＜と
お
た
づ
ね
い
た
し
た
い
こ
と
が
あ
る
。
（
・
）
△
（
・
１
）
333
15
143
→
「
左
様
、
ち
よ
つ
と
お
た
づ
ね
い
た
し
た
い
こ
と
が
あ
る
。
（
・
８
）
276
○
尚
ほ
一
つ
に
は
オ
ロ
シ
ヤ
使
節
の
怒
り
を
解
く
た
め
に
｜
身
を
殺
し
て
（
・
６
～
334
７
）
▲
尚
ほ
一
つ
に
は
オ
ロ
シ
ヤ
使
節
の
怒
り
を
解
く
た
め
に
、
身
を
殺
し
て
（
143
・
１
）
→
尚
ほ
一
つ
＜は
オ
ロ
シ
ヤ
使
節
の
怒
り
を
解
く
た
め
に
身
を
殺
し
て
（
277
・
１
～
２
）
ｆ
ナ
デ
ジ
タ
号
（
・
）
△
（
・
２
）
→
ナ
デ
ジ
ダ
号
（
・
）
334
15
143
277
11
×
成
瀬
御
奉
行
所
は
、
（
・
）
▲
成
瀬
御
奉
行
は
、
（
・
２
）
→
成
瀬
御
奉
行
所
334
17
143
は
、
（
・
）
〔
『
今
日
』
『
有
光
』
の
〝
所
〟
は
衍
字
〕
277
13
ａ
い
つ
か
嘆
山
君
の
云
ふ
た
や
う
に
、
（
・
６
～
７
）
△
（
・
３
）
→
い
つ
か
嘆
山
335
143
君
の
云
う
た
や
う
に
、
（
・
５
）
278
【
第
十
三
齣
】
頁
～
頁
合
計
頁
279
292
13
○
離
合
〔
半
扉
吉
田
貫
三
郎
画
〕
（
頁
）
→
第
十
三
齣
（
・
１
）
337
279
×
御
本
邸
の
奉
行
人
み
ん
な
に
（
・
７
）
▲
御
本
邸
の
奉
公
人
み
ん
な
に
（
・
１
）
338
144
→
御
本
邸
の
奉
行
人
み
ん
な
に
（
・
８
）
279
×
□
周
郎
次
、
え
ら
く
上
機
嫌
だ
な
。
（
・
）
▲
「
周
郎
次
、
え
ら
く
上
機
嫌
だ
338
14
な
。
（
・
１
）
→
「
周
郎
次
、
え
ら
く
上
機
嫌
だ
な
。
（
・
４
）
〔
『
今
日
』
144
280
は
誤
っ
て
〝
『
〟
に
代
え
て
一
字
下
げ
る
〕
ｃ
そ
の
お
隣
り
の
お
部
屋
で
、
（
・
８
）
△
そ
の
お
隣
り
の
お
部
屋
で
、
（
・
２
）
と
な
へ
や
339
144
→
そ
の
お
隣
＜の
お
部
屋
で
、
（
・
～
）
280
12
13
ｅ
畜
犬
の
代
り
を
勤
め
て
啼
き
だ
し
た
。
（
・
５
）
△
（
・
４
）
→
畜
犬
の
代
り
を
340
144
勤
め
て
鳴
き
だ
し
た
。
（
・
）
281
12
×
ほ
ろ
り
＜し
て
云
ふ
の
で
あ
る
。
（
・
７
～
８
）
▲
ほ
ろ
り
と
し
て
云
ふ
の
で
あ
340
る
。
（
・
１
）
→
ほ
ろ
り
と
し
て
云
ふ
の
で
あ
る
。
（
・
～
・
１
）
145
281
14
292
○
御
本
宅
か
ら
、
持
ち
渡
り
品
の
（
・
）
△
（
・
１
）
→
御
本
邸
か
ら
、
持
ち
渡
340
11
145
り
品
の
（
・
４
）
282
ｇ
ほ
ろ
り
と
し
な
が
ら
＜先
生
の
た
め
に
お
茶
を
た
て
た
。
（
・
４
）
△
（
・
１
～
341
145
２
）
→
ほ
ろ
り
と
し
な
が
ら
、
先
生
の
た
め
に
お
茶
を
た
て
た
。
（
・
）
282
13
×
だ
が
、
貴
様
の
妹
は
、
（
・
）
△
（
・
２
）
→
だ
が
、
貴
様
の
姉
は
、
（
・
341
10
145
283
４
）
〔
ヤ
ヱ
ノ
に
向
か
っ
て
の
発
話
部
分
。
埴
輪
野
を
指
す
の
で
「
姉
」
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
〕
×
出
向
い
た
の
だ
』
（
・
）
△
（
・
４
）
→
出
向
い
た
の
だ
＜（
・
８
）
342
11
145
284
七
一
頁
〔
『
有
光
』
は
〝
」
〟
を
誤
脱
〕
ｃ
別
離
を
惜
＜む
た
め
（
・
）
△
別
離
を
惜
む
た
め
（
・
１
）
→
別
離
を
惜
し
む
を
し
342
15
146
た
め
に
（
・
～
）
284
12
13
ｅ
と
こ
ろ
ぢ
や
と
仰
言
つ
た
。
（
・
４
）
△
と
こ
ろ
ぢ
や
と
仰
言
つ
た
。
（
・
１
）
お
つ
343
146
→
と
こ
ろ
ぢ
や
と
仰
有
つ
た
。
（
・
３
）
285
ａ
喜
ん
で
お
ゐ
で
に
な
つ
た
』
（
・
５
）
△
（
・
１
）
→
喜
ん
で
お
い
で
に
な
つ
343
146
た
」
（
・
４
～
５
）
285
×
閑
吟
塾
（
・
９
）
△
（
・
１
）
→
閑
吟
塾
（
・
）
〔
〝
間
吟
塾
〟
と
あ
る
べ
345
147
287
12
き
と
こ
ろ
〕
×
そ
の
旨
を
成
瀬
奉
行
所
に
お
伝
へ
す
る
と
云
つ
た
。
（
・
）
△
（
・
１
）
→
そ
345
11
147
の
旨
を
成
瀬
奉
行
所
に
お
伝
へ
す
る
と
云
つ
た
。
（
・
）
〔
い
ず
れ
も
〝
成
瀬
287
14
奉
行
〟
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
〕
×
胴
摺
之
助
の
住
居
に
（
・
）
△
（
・
１
）
→
胴
摺
之
助
の
往
居
に
（
・
１
）
345
12
147
288
ｃ
『
そ
れ
に
し
て
も
、
慌
た
ゞ
し
い
。
（
・
）
△
「
そ
れ
に
し
て
も
、
慌
た
ゞ
し
あ
は
346
10
い
。
（
・
３
）
→
「
そ
れ
に
し
て
も
、
慌
＜し
い
。
（
・
２
）
147
289
ｅ
人
間
同
志
（
・
）
▲
人
間
同
士
（
・
３
）
→
人
間
同
士
（
・
６
）
346
14
147
289
ｃ
組
み
合
＜せ
（
・
）
△
（
・
３
）
→
組
み
合
は
せ
（
・
６
）
346
14
147
289
×
ヤ
ヱ
ノ
（
・
１
）
▲
ヤ
エ
ノ
（
・
４
）
→
ヤ
エ
ノ
（
・
）
〔
『
有
光
』
は
347
147
289
10
288
頁
３
行
目
ま
で
は
〝
ヤ
ヱ
ノ
〟
と
表
記
〕
ｇ
『
毎
度
、
御
苦
労
』
（
・
６
）
△
（
・
１
）
→
「
毎
度
＜御
苦
労
」
（
・
１
）
347
148
290
ｇ
中
込
卯
之
助
家
様
と
い
ふ
お
武
家
様
が
、
お
先
生
様
に
（
・
７
）
△
（
・
１
）
→
347
148
中
込
卯
之
助
家
様
と
い
ふ
お
武
家
様
が
＜お
先
生
様
に
（
・
２
）
290
×
ヤ
ヱ
ノ
に
云
ひ
き
か
せ
た
。
（
・
）
▲
ヤ
エ
ノ
に
云
ひ
き
か
せ
た
。
（
・
１
）
347
15
148
→
ヤ
エ
ノ
に
云
ひ
き
か
せ
た
。
（
・
）
290
11
×
ヤ
ヱ
ノ
は
衣
の
袖
で
（
・
２
）
▲
ヤ
エ
ノ
は
衣
の
袖
で
（
・
２
）
→
ヤ
エ
ノ
は
衣
348
148
の
袖
で
（
・
）
290
15
ｄ
怪
た
ゝ
ま
し
く
鳴
き
交
し
た
。
（
・
）
△
（
・
２
）
→
け
た
た
ま
し
く
鳴
き
交
348
11
148
し
た
。
（
・
９
）
291
×
『
些
細
承
知
…
…
』
（
・
３
）
△
（
・
３
）
→
「
委
細
承
知
…
…
」
（
・
３
）
349
148
292
×
ヤ
ヱ
ノ
の
尼
僧
姿
（
・
９
）
△
（
・
４
）
→
ヤ
エ
ノ
の
尼
僧
姿
（
・
）
349
148
292
10
【
第
十
四
齣
】
頁
～
頁
合
計
頁
292
311
20
○
十
五
夜
〔
半
扉
吉
田
貫
三
郎
画
〕
（
頁
）
→
第
十
四
齣
（
・
）
351
292
11
×
老
先
生
の
口
か
ら
或
瀬
奉
行
に
→
（
・
７
）
▲
老
先
生
の
口
か
ら
成
瀬
奉
行
に
（
352
149
・
１
）
→
老
先
生
の
口
か
ら
成
瀬
奉
行
に
（
・
６
）
293
○
拙
者
ま
で
も
偉
く
お
讃
め
に
（
・
）
△
（
・
１
）
→
拙
者
ま
で
＜偉
く
お
讃
め
352
11
149
に
（
・
）
293
10
ｄ
御
奉
行
へ
の
お
取
次
ぎ
を
名
指
し
で
（
・
２
）
△
（
・
２
）
→
御
奉
行
へ
の
御
取
353
149
次
ぎ
を
名
指
し
で
（
・
）
293
15
ａ
大
黒
屋
に
お
ゐ
で
に
な
る
。
（
・
）
△
（
・
２
）
→
大
黒
屋
に
お
い
で
に
な
353
11
149
る
。
（
・
９
）
294
ｅ
勢
ひ
よ
く
駆
け
出
し
た
が
、
（
・
８
～
９
）
△
（
・
１
）
→
勢
ひ
よ
く
駈
け
出
し
354
150
た
が
、
（
・
９
～
）
295
10
ｅ
駆
け
出
し
た
と
思
ふ
と
（
・
９
）
△
（
・
１
）
→
駈
け
出
し
た
と
思
ふ
と
（
・
354
150
295
）10
ｄ
店
の
な
か
に
案
内
し
た
。
（
・
５
）
△
（
・
１
）
→
店
の
内
に
案
内
し
た
。
（
355
150
296
・
９
）
ｃ
お
取
次
ぎ
願
ひ
上
げ
ま
す
』
（
・
７
）
△
（
・
３
）
→
お
取
次
＜願
ひ
上
げ
ま
356
150
七
二
頁
す
」
（
・
）
297
14
ｅ
居
ず
ま
ひ
を
革
め
て
（
・
１
）
△
居
ず
ま
ひ
を
革
め
て
（
・
１
）
→
居
ず
ま
ひ
を
あ
ら
た
357
151
改
め
て
（
・
）
298
10
ｅ
癇
の
虫
（
・
８
）
▲
疳
の
虫
（
・
１
）
→
癇
の
蟲
（
・
３
）
357
151
299
ａ
あ
は
て
て
押
し
と
め
た
。
（
・
）
▲
周
章
て
押
し
と
め
た
（
・
２
）
→
あ
わ
て
あ
は
て
357
10
151
て
押
し
と
め
た
。
（
・
５
）
299
ｃ
左
右
か
ら
向
＜ひ
合
つ
て
（
・
２
）
△
左
右
か
ら
向
ひ
合
つ
て
（
・
２
）
→
左
右
む
か
358
151
か
ら
向
か
ひ
合
つ
て
（
・
）
299
15
×
お
度
敷
で
あ
る
。
（
・
３
）
▲
お
座
敷
で
あ
る
。
（
・
２
）
→
お
座
敷
で
あ
る
。
358
151
（
・
１
）
300
ｄ
調
子
を
そ
ろ
へ
て
鳴
り
だ
し
た
。
（
・
８
～
９
）
△
（
・
３
）
→
調
子
を
そ
ろ
へ
358
151
て
鳴
り
出
し
た
。
（
・
６
～
７
）
300
ｈ
『
左
様
な
芝
居
は
、
止
め
て
い
た
ゞ
き
た
い
。
い
ま
成
瀬
奉
行
が
御
熟
睡
中
と
い
ふ
話
も
、
真
赤
な
偽
り
で
あ
ら
う
？
』
／
〔
一
行
空
き
〕
／
女
た
ち
は
再
び
お
囃
子
を
始
め
た
が
、
嘆
山
先
生
は
か
ま
は
ず
云
つ
た
。
（
・
～
・
１
）
▲
「
左
様
な
芝
358
16
359
居
は
、
止
め
て
い
た
ゞ
き
た
い
。
い
ま
成
瀬
奉
行
が
御
熟
睡
中
と
い
ふ
話
も
、
真
赤
な
偽
り
で
あ
ら
う
？
」
／
〔
第
回
が
終
わ
り
、
第
回
が
始
ま
る
〕
十
五
夜
151
152
（
四
）
／
女
た
ち
は
再
び
お
囃
子
を
始
め
た
が
、
嘆
山
先
生
は
か
ま
は
ず
云
つ
た
。
（
・
４
～
・
１
）
→
「
左
様
な
芝
居
は
、
止
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
い
ま
成
瀬
151
152
奉
行
が
御
熟
睡
中
と
い
ふ
話
も
、
真
赤
な
偽
り
で
あ
ら
う
？
」
／
＜女
た
ち
は
再
び
お
囃
子
を
始
め
た
が
、
嘆
山
先
生
は
か
ま
は
ず
云
つ
た
。
（
・
～
・
１
）
300
14
301
ｃ
来
た
る
べ
き
日
本
オ
ロ
シ
ヤ
両
国
の
紛
擾
は
、
（
・
）
△
来
た
る
べ
き
日
本
オ
ロ
361
14
シ
ヤ
両
国
の
紛
擾
は
、
（
・
２
）
→
来
＜る
べ
き
日
本
オ
ロ
シ
ヤ
両
国
の
紛
擾
は
153
（
・
８
～
９
）
、
304
○
ｃ
女
の
歌
声
に
合
＜し
て
う
た
ひ
出
し
た
。
（
・
）
△
（
・
３
）
→
女
の
＜声
に
362
13
153
合
は
し
て
う
た
ひ
出
し
た
。
（
・
９
）
305
ｅ
月
代
も
顎
髭
も
む
さ
く
る
し
く
（
・
８
）
△
（
・
１
）
→
月
代
も
顎
鬚
も
む
さ
く
363
154
る
し
く
（
・
６
～
７
）
306
ａ
嘆
山
先
生
の
顔
を
ぢ
つ
と
見
て
、
（
・
）
△
（
・
１
）
→
嘆
山
先
生
の
顔
を
じ
363
11
154
つ
と
見
て
、
（
・
９
）
306
×
別
離
の
詩
を
う
た
ひ
終
る
と
、
（
・
５
）
△
（
・
３
）
→
別
離
の
詩
を
む
た
ひ
終
365
154
る
と
、
（
・
８
）
308
×
先
刻
、
別
宅
か
ら
お
使
ひ
の
者
が
駈
け
つ
け
ま
し
て
、
（
・
）
▲
先
刻
、
別
宅
か
365
11
ら
使
ひ
の
者
が
駈
け
つ
け
ま
し
て
、
（
・
４
）
→
先
刻
、
別
宅
か
ら
お
使
ひ
の
者
154
が
駈
け
つ
け
ま
し
て
、
（
・
～
）
〔
高
島
四
郎
兵
衞
の
台
詞
。
自
家
の
使
用
308
14
15
人
で
あ
る
の
で
、
〝
使
ひ
の
者
〟
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
〕
ｈ
嘆
い
て
を
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
御
座
い
ま
し
た
』
／
〔
一
行
空
き
〕
／
高
島
四
郎
兵
衛
は
女
た
ち
を
見
て
、
（
・
～
）
▲
嘆
い
て
を
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
御
座
い
ま
365
12
13
し
た
」
／
〔
第
回
が
終
わ
り
、
第
回
が
始
ま
る
〕
十
五
夜
（
七
）
／
高
島
四
郎
154
155
兵
衞
は
女
た
ち
を
見
て
、
（
・
４
～
・
１
）
→
嘆
い
て
を
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
154
155
御
座
い
ま
し
た
」
／
＜高
島
四
郎
兵
衞
は
女
た
ち
を
見
て
、
（
・
～
・
１
）
308
15
309
ｅ
手
前
の
獻
言
に
よ
つ
て
（
・
８
）
▲
手
前
の
献
言
に
よ
つ
て
（
・
１
）
→
手
前
の
366
155
献
言
に
よ
つ
て
（
・
）
309
13
×
必
ず
や
不
問
に
付
さ
れ
る
事
項
と
考
へ
て
を
り
ま
し
た
』
（
・
７
）
△
（
・
２
）
367
155
→
必
ず
や
下
問
に
付
さ
れ
る
事
項
か
と
考
へ
て
を
り
ま
し
た
」
（
・
）
〔
『
有
310
13
光
』
の
〝
下
〟
は
誤
植
〕
○
手
の
ひ
ら
に
『
月
』
と
い
ふ
字
を
指
で
書
き
空
を
指
さ
し
た
。
（
・
２
～
３
）
▲
手
368
の
ひ
ら
に
「
月
」
と
い
ふ
字
を
指
で
書
き
、
空
を
指
ざ
し
た
。
（
・
４
）
→
手
の
ゆ
び
ゆ
び
155
七
三
頁
ひ
ら
に
『
月
』
と
い
ふ
字
を
指
で
書
き
空
を
指
＜し
た
。
（
・
～
）
311
11
12
【
第
十
五
齣
】
頁
～
頁
合
計
頁
312
232
12
○
学
而
篇
第
一
〔
半
扉
吉
田
貫
三
郎
画
〕
（
頁
）
→
第
十
五
齣
（
・
１
）
369
312
×
さ
う
し
て
目
を
閉
ぢ
た
。
（
・
６
）
△
（
・
１
）
→
さ
う
し
て
目
を
閉
ぢ
た
」
370
156
（
・
７
）
〔
『
有
光
』
は
〝
」
〟
で
は
な
く
〝
。
〟
を
用
い
る
べ
き
と
こ
ろ
〕
312
ａ
ぢ
つ
と
目
を
つ
む
つ
て
（
・
１
）
△
（
・
２
）
→
じ
つ
と
目
を
つ
む
つ
て
（
・
371
156
313
４
）
ｇ
是
非
入
用
な
切
開
用
の
針
を
、
ど
こ
で
手
に
入
れ
よ
う
か
思
案
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
（
・
２
）
△
（
・
２
）
→
是
非
入
用
な
切
開
用
の
針
を
＜ど
こ
で
手
に
入
れ
よ
371
156
う
か
思
案
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
（
・
５
）
313
ｄ
先
生
は
云
ひ
な
ほ
し
た
。
（
・
９
）
△
（
・
２
）
→
先
生
は
云
ひ
直
し
た
。
（
371
156
313
・
）12
ｅ
駕
籠
屋
は
懸
声
を
か
け
、
威
勢
よ
く
駆
け
だ
し
た
。
（
・
）
△
（
・
２
）
→
駕
371
15
156
籠
屋
は
懸
声
を
か
け
、
威
勢
よ
く
駈
け
だ
し
た
。
（
・
３
）
314
ｈ
対
岸
の
阿
蘭
陀
屋
敷
に
は
、
そ
こ
の
中
庭
に
そ
び
え
る
高
い
柱
の
上
に
三
色
旗
が
は
た
め
い
て
ゐ
た
。
／
〔
一
行
空
き
〕
／
嘆
山
先
生
は
、
て
く
て
く
と
坂
路
を
の
ぼ
つ
て
行
つ
た
。
（
・
～
）
▲
対
岸
の
阿
蘭
陀
屋
敷
に
は
、
そ
こ
の
中
庭
に
そ
び
え
372
10
11
る
高
い
柱
の
上
に
三
色
旗
が
は
た
め
い
て
ゐ
た
。
／
〔
第
回
が
終
わ
り
、
第
回
156
157
が
始
ま
る
〕
嘆
山
先
生
は
、
て
く
て
く
と
坂
路
を
の
ぼ
つ
て
行
つ
た
。
（
・
４
～
156
・
１
）
→
対
岸
の
阿
蘭
陀
屋
敷
に
は
、
そ
こ
の
中
庭
に
そ
び
え
る
高
い
柱
の
上
に
157三色
旗
が
は
た
め
い
て
ゐ
た
。
／
＜嘆
山
先
生
は
、
て
く
て
く
と
坂
路
を
の
ぼ
つ
て
行
つ
た
。
（
・
～
・
１
）
314
15
315
×
気
持
に
び
つ
た
り
と
し
て
ゐ
る
や
う
に
（
・
）
△
（
・
１
）
→
気
持
に
ぴ
つ
た
372
12
157
り
と
し
て
ゐ
る
や
う
に
（
・
２
）
315
ｃ
草
浦
覚
蔵
の
う
ち
の
右
隣
り
、
（
・
～
）
△
草
浦
覚
蔵
の
う
ち
の
右
隣
り
、
と
な
372
13
14
（
・
１
）
→
草
浦
覚
蔵
の
う
ち
の
右
隣
＜、
（
・
３
～
４
）
157
315
ｄ
金
岡
寓
か
ら
き
こ
え
て
来
る
声
で
あ
る
。
（
・
）
△
金
岡
寓
か
ら
き
こ
え
て
来
る
372
14
声
で
あ
る
。
（
・
１
）
→
金
岡
寓
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
声
で
あ
る
。
（
・
４
）
157
315
ｂ
相
成
る
べ
く
ば
｜
貧
困
苦
学
の
人
に
（
・
３
）
△
相
成
る
べ
く
ば
、
貧
困
苦
学
の
人
373
に
（
・
１
）
→
相
成
る
べ
く
は
貧
困
苦
学
の
人
に
（
・
９
～
）
157
315
10
○
ｃ
お
隣
り
＜金
岡
寓
（
・
４
）
△
お
隣
り
金
岡
寓
（
・
１
）
→
お
隣
＜の
金
岡
寓
と
な
373
157
（
・
）
315
10
×
閑
吟
塾
主
人
敬
白
』
（
・
５
）
△
（
・
１
）
→
閑
吟
塾
主
人
敬
白
」
（
・
）
373
157
315
11
〔
〝
間
吟
塾
〟
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
〕
ｃ
左
隣
り
の
神
古
寓
で
は
（
・
６
）
△
左
隣
り
の
神
古
寓
は
（
・
１
）
→
左
隣
＜の
と
な
373
157
神
古
寓
で
は
（
・
）
315
12
ｄ
格
子
戸
を
明
け
ひ
ろ
げ
、
（
・
６
）
△
（
・
１
）
→
格
子
戸
を
あ
け
ひ
ろ
げ
、
373
157
（
・
）
315
12
ｃ
右
隣
り
の
金
岡
氏
を
（
・
９
）
△
右
隣
り
の
金
岡
氏
を
（
・
２
）
→
右
隣
＜の
金
と
な
373
157
岡
氏
を
（
・
）
315
15
ｂ
白
い
布
ぎ
れ
で
覆
ひ
、
（
・
）
△
（
・
２
）
→
白
い
布
き
れ
で
覆
ひ
、
（
・
373
12
157
316
３
）
×
一
び
き
の
野
兎
が
（
・
２
）
△
（
・
２
）
→
一
ぴ
き
の
野
兎
が
（
・
）
374
157
316
10
○
傷
口
に
つ
け
た
。
（
・
５
）
△
（
・
２
）
→
傷
＜に
つ
け
た
。
（
・
）
374
157
316
13
ａ
ぢ
つ
と
兎
を
見
詰
め
（
・
）
△
（
・
４
）
→
じ
つ
と
兎
を
見
詰
め
（
・
５
）
374
12
157
317
ｃ
こ
の
間
の
歩
合
ひ
が
（
・
７
）
△
（
・
１
）
→
こ
の
間
の
歩
合
＜が
（
・
２
）
375
158
318
×
閑
吟
塾
の
老
先
生
に
（
・
～
）
△
（
・
２
）
→
閑
吟
塾
の
老
先
生
に
（
・
375
13
14
158
318
七
四
頁
）
〔
〝
間
吟
塾
〟
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
〕
10
○
推
定
し
た
の
に
ち
が
ひ
な
い
。
（
・
）
△
（
・
２
）
→
推
定
し
た
＜に
ち
が
ひ
375
17
158
な
い
。
（
・
）
318
13
×
ｇ
御
多
忙
中
の
と
こ
ろ
お
邪
魔
つ
か
ま
つ
り
ま
し
た
、
実
は
、
例
の
三
叉
針
、
あ
れ
を
一
つ
古
い
の
で
（
・
７
～
８
）
△
（
・
２
～
３
）
→
御
多
忙
中
の
と
こ
ろ
お
邪
376
158
魔
つ
か
ま
つ
り
ま
し
た
。
実
は
＜例
の
三
叉
針
、
あ
れ
を
一
つ
古
い
の
で
（
・
５
319
～
６
）
〔
『
今
日
』
の
〝
御
多
忙
中
の
と
こ
ろ
お
邪
魔
つ
か
ま
つ
り
ま
し
た
、
〟
は
〝
御
多
忙
中
の
と
こ
ろ
お
邪
魔
つ
か
ま
つ
り
ま
し
た
。
〟
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
〕
ｅ
欝
血
（
・
）
△
（
・
３
）
→
鬱
血
（
・
８
）
376
10
158
319
ｅ
欝
血
（
・
）
△
（
・
３
）
→
鬱
血
（
・
）
376
12
158
319
10
ｅ
欝
血
（
・
）
△
（
・
３
）
→
鬱
血
（
・
）
376
13
158
319
11
×
金
岡
先
生
は
よ
く
光
る
三
叉
針
を
（
・
）
▲
金
岡
の
先
生
は
よ
く
光
る
三
叉
針
を
376
14
（
・
３
）
→
金
岡
先
生
は
よ
く
光
る
三
叉
針
（
・
）
〔
『
今
日
』
『
有
光
』
158
319
12
と
も
に
、
他
の
箇
所
と
同
じ
く
〝
金
岡
の
先
生
〟
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
〕
ｃ
更
ら
に
懐
紙
で
包
み
、
（
・
１
）
△
（
・
４
）
→
更
＜に
懐
紙
で
包
み
、
（
・
377
158
320
２
）
×
ｈ
放
つ
た
か
ら
し
て
お
い
た
も
大
丈
夫
』
／
〔
一
行
空
き
〕
／
嘆
山
先
生
は
金
岡
の
先
生
に
見
送
ら
れ
草
書
長
屋
を
出
て
行
く
と
、
（
・
５
～
６
）
▲
放
つ
た
か
ら
し
て
377
お
い
て
も
大
丈
夫
」
／
〔
第
回
が
終
わ
り
、
第
回
が
始
ま
る
〕
学
而
篇
第
一
158
159
（
四
）
／
嘆
山
先
生
は
金
岡
の
先
生
に
見
送
ら
れ
草
書
長
屋
を
出
て
行
く
と
、
（
158
・
４
～
・
１
）
→
放
つ
た
か
ら
し
て
お
い
て
も
大
丈
夫
」
／
＜嘆
山
先
生
は
金
岡
159
の
先
生
に
見
送
ら
れ
草
書
長
屋
を
出
て
行
く
と
、
（
・
７
～
９
）
320
×
閑
吟
塾
を
訪
ね
る
こ
と
に
（
・
６
～
７
）
△
（
・
１
）
→
閑
吟
塾
を
訪
ね
る
こ
と
377
159
に
（
・
）
〔
〝
間
吟
塾
〟
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
〕
320
10
ｄ
障
子
を
明
け
は
な
し
た
座
敷
（
・
）
△
（
・
１
）
→
障
子
を
あ
け
は
な
し
た
座
377
11
159
敷
（
・
）
320
14
ｇ
幼
い
塾
生
は
、
人
の
足
音
が
し
て
も
（
・
～
）
△
（
・
１
）
→
幼
い
塾
生
は
377
12
13
159
＜｜
人
の
足
音
が
し
て
も
（
・
～
・
１
）
320
15
321
×
『
俗
用
…
…
？
そ
れ
は
そ
れ
れ
は
、
（
・
４
）
▲
「
俗
用
…
…
？
そ
れ
は
そ
れ
378
は
、
（
・
１
）
→
「
俗
用
…
…
そ
れ
は
そ
れ
＜は
、
（
・
９
）
159
321
×
近
き
も
の
は
申
す
に
お
よ
ぼ
ず
、
（
・
７
）
▲
近
き
も
の
は
申
す
に
お
よ
ば
ず
、
379
（
・
３
）
→
近
き
も
の
は
申
す
に
お
よ
ば
ず
、
（
・
～
・
１
）
159
322
15
323
○
こ
の
心
を
深
く
知
る
人
の
あ
ら
ば
、
（
・
９
）
△
（
・
３
）
→
こ
の
心
を
深
く
知
379
159
る
人
＜あ
ら
ば
、
（
・
２
）
323
○
（
完
）
（
・
）
▲
（
六
月
一
日
脱
稿
）
（
・
４
）
→
〔
な
し
〕
（
・
）
379
16
159
323
10
参
考
文
献
・
国
語
調
査
委
員
会
編
纂
『
漢
字
要
覧
』
（
国
定
教
科
書
共
同
販
売
所
、
一
九
〇
八
年
五
月
二
十
七
日
）
・
『
修
訂
大
日
本
国
語
辞
典
』
（
冨
山
房
、
新
装
版
一
二
七
刷
、
一
九
六
七
年
十
二
月
十
日
。
元
版
一
九
一
五
年
十
月
八
日
～
一
九
一
九
年
十
二
月
十
五
日
）
・
『
新
編
大
言
海
』
（
冨
山
房
、
第
十
二
刷
、
一
九
九
四
年
十
月
七
日
。
新
編
版
一
九
八
二
年
二
月
二
十
八
日
）
・
『
辞
林
』
（
三
省
堂
、
中
形
版
第
十
四
刷
、
一
九
二
四
年
九
月
二
十
五
日
。
中
形
版
初
版
一
九
二
三
年
十
二
月
二
十
日
）
・
『
新
訂
版
広
辞
林
』
（
三
省
堂
、
第
四
五
〇
刷
、
一
九
三
八
年
二
月
二
十
日
。
新
訂
版
初
版
一
九
三
四
年
三
月
五
日
）
・
『
辞
苑
』
（
博
文
館
、
第
一
八
二
刷
、
一
九
三
八
年
四
月
二
十
六
日
。
初
版
一
九
三
五
七
五
頁
年
二
月
五
日
）
・
陸
軍
幼
年
学
校
編
『
用
字
便
覧
陸
軍
幼
年
学
校
用
』
（
刊
記
な
し
）
国
立
国
会
図
書
館
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
公
開
さ
れ
て
い
る
『
用
字
便
覧
』
（
一
九
一
五
年
刊
行
と
推
定
）
は
全
七
二
六
頁
で
、
扉
に
は
編
纂
者
が
「
陸
軍
中
央
幼
年
学
校
編
纂
」
と
あ
る
。
本
稿
で
参
照
し
た
架
蔵
本
は
全
七
八
二
頁
で
、
扉
に
は
「
陸
軍
幼
年
学
校
編
纂
」
と
あ
る
。
六
十
頁
近
い
増
補
、
ま
た
、
陸
軍
幼
年
学
校
の
変
遷
、
保
存
状
態
か
ら
判
断
す
る
と
、
架
蔵
本
は
昭
和
十
年
代
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。
・
小
川
環
樹
ほ
か
編
『
角
川
新
字
源
』
（
角
川
書
店
、
一
九
六
八
年
一
月
五
日
）
・
文
化
庁
国
語
課
編
『
明
朝
体
活
字
字
形
一
覧―
一
八
二
〇
年
～
一
九
四
六
年―
』
上
・
下
（
大
蔵
省
印
刷
局
、
一
九
九
九
年
九
月
二
十
日
）
・
新
潮
社
編
『
新
潮
日
本
語
漢
字
辞
典
』
（
新
潮
社
、
二
〇
〇
七
年
九
月
二
十
五
日
）
・
江
守
賢
治
編
『
楷
行
草
筆
順
・
字
体
字
典
』
第
二
版
（
三
省
堂
、
二
〇
一
〇
年
十
二
月
二
十
日
）
